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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「今の時代は恵まれている」

　それは酔った時に必ず親父おやじが口にする言葉。

　俺たちが幼い日から聞かされてきた昔話。

「俺たちが若い頃、丁度お前と同じくらいの時にはな……父さんは自分が住んでいるこの地の不遇な扱いに憤り、恵まれた地に住む連中をそれは妬ましく思ったものだ」

　遠い目をして当時を語る親父はどこか過去の自分を恥じ入るようでもある。

「当然物資の調達には苦労して、あると分かれば何千里の距離であろうとも自身の足を頼りにそこに赴き……しかしそれでも到着した時に、目的の物資が他者の手に既に渡っていた事だってザラだった……あの日の悔しさは今でも忘れることが出来ない」

　そう言って氷の入ったグラスを呷あおる親父は、自嘲気味に笑う。

「しかしそんな苦難の時代を共に過ごしたからこそ、母さんと出会えたのだから……悪い事ばかりでは無かった。あの雑音を共に戦った戦友であったからこそ……」

　……断っておくがコレはお年寄りが若者に語る経験談の様な徳の高い話では無い。

　大体にして親父はまだ40手前だ。

　もう一つ言えば、ここはどこぞの異世界、剣と魔法の世界でもない。

　れっきとした現代の日本である。

「俺たちの幼い頃はなぁ～ネットも普及してないし、何よりスカパーなんか影も形も無かったんだからな！　民放オンリーよ民放オンリー!!」

　ま～た始まったよ……新規のアニメを皆で見る時はいっつもこれだ。

　テレビのチャンネルが少ない地方のオタクだった親父は、金の無い学生時代の苦労話をしてくる……若干良い話風に。

　曰いわく、アニメ雑誌でしか確認出来ない最新アニメを見れる関東地方に恨みの念を送っていた。

　曰く、金の無い学生がそんなアニメを見れる唯一のツールがレンタルビデオだったが、そもそも扱ってくれる店が少なく、やっと発見した店へチャリで遠距離を移動して借りに行っても貸し出し中で絶望を味わった。

　曰く、そんな中でも夜なら何とか聞く事が出来た雑音だらけの『アニメラジオ』を共に聞いていた事で『雑音リスナー』として母さんに出会ったんだなど……当時の苦労話を切々と語って『お前らは恵まれてるんだぞ』と主張するのだ。

　まー基本金の無い学生アニメオタクである俺らが今、最新アニメを民放でやっていない田舎で視聴できるのは、両親揃そろってアニメに理解のあるオタクであるおかげなのは否定しないし、感謝もしているけど……正直毎回は鬱陶しい。

「お父さんうるさい。ＯＰオープニング聞こえないじゃない！」

「あなた、初見のアニメは私語厳禁なのは夫婦の約束でしょ！」

「お、おお……スマン」

　調子良く語っていた親父だったが、母と妹に窘たしなめられて途端にテンションを落とした。

　やはりいつの時代も女性は強いって事か。

　……オイ、そんな寂しそうな目で俺に救いを求めるなよ。




　平成も30年で終わりを告げる現代。地デジ対応になったとはいえ民放テレビのチャンネル数が少ない地方は未いまだに存在する。

　不幸な事に俺が住む場所もその内に含まれている。

　だが親父が言った通り、今の世の中あらゆる方法で最新アニメを見る事が可能となり、地方というハンデでアニメが見れないという事態は縮小傾向だと言える。

　ようは見ようと思えば見れるって事だ。

　オマケに我が家は両親揃って筋金入りのアニメオタク。そちら方面への理解がある……と言うよりありすぎるくらいだ。

　つまり親父が語るような『地方のオタク』特有の弊害を経験した覚えは俺には無い。だからこそ親父には悪いがこの話に共感出来た事は一度も無いのだ。

　しかし、そんな心からどうでも良いと思って聞き流していた昔話を数日後、強烈に思い出す事になるとは……この時の俺は想像もしていなかった。




　それはいつも通りに勉強の苦行から解放され、後は帰るだけと思っていた放課後の事だった。
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　俗に言う『オタク』とは何か？

　サクラの季節がそろそろ終わる季節。俺、日ひ向なた和なご也やは廊下でだべっている男友達を観察しつつそんな事を思ってみる。

　まず自分だが、俺は自他共に認めるアニメオタクで家族の影響もあって基本的にオールマイティな雑食性、ロボットだろうがバトルだろうが魔法少女だろうがラブコメだろうが何でもオッケーな部類である、いわゆるオープンなオタクだ。

　このオープンに認めているスタンスだと特定の人々、特に『一般人女子』には忌避されるという分かり易やすい弊害が生まれる事になるのは、きつくないと言えばウソになる。

　だが代わりに特定の友人たちは増える事になるのだ。

　このパターンは男友達が多くなるのは否めないけどね。

「よう日向、昨日のアニメ見たか？」

　唐突に声をかけて来たのはクラスメイトのサッカー部の爽やか男子だ。

「……昨日のアニメだけじゃ分かんねーよ。昨日だけでアニメがどんだけ放送してると思ってんだよ」

「んあ？　あ～っと……ほら、魔法で戦うヤツ」

「異世界っぽいの？」

「いや現代」

　ああ、あれか。彼が話しているのはライトノベルから派生したバトルアニメだ。

　萌もえキャラ、セクシーキャラも多くて一見すると彼もオタクの部類に含まれそうだが、俺的ジャッジでは彼は『バトル』から入るタイプ。

　と言うのも男の場合『バトル』という免罪符があると非常に曖昧になりやすい。

　最近は一概に言えないけど『ジャ○プ』のアニメならセーフ、みたいな感じだろうか。

　ちなみに個人的には『ジ○リ』『話題の劇場アニメ』を見ているだけならまだ浅く、某滅びの呪文以外の呪文をソラで言えたり、話題作を監督や声優で選ぶようなら同志と思っている。

「俺だったら水の剣を使う魔法が一番カッコいいと思うんだけどな」

「へえ渋いな。俺はやっぱ光の魔法一択だな～」

　その俺的ジャッジで言えば彼は純粋にバトルを楽しむ派である。

「おお日向殿、君は今期の『マホマホ』についてどう思うかね!?　率直な感想を聞きたいと思うのだけれど」

　そうしていると話し掛けてくるいかにもな眼鏡男子。

　公衆の面前で堂々と今期の『魔法美少女真ま帆ほ』の略称を言う彼は完全なるオタク、毎回番組の改変期で嫁の変わる同志でもある。

「う～ん、今期のは妹があざと過ぎないか？　声優にあの方を起用したのは確かに間違いないけど、逆に予想が付いてしまうというか……」

「む、君はマイたんを否定するのかい？」

　ちょっとムッとしたように眉を顰ひそめる彼だが、俺は否定するつもりはサラサラ無い。

　……コイツに対して『今期の嫁』をディスるなんて恐ろしい事、誰がするものか。

「違う違う。あの妹は高い画力に加えて声優にあの方を選んだ時点でほぼ最初から最強装備じゃねーか。無双される未来が余裕で想像出来るだろ？」

「……言いたい事は分かる。しかし我々は雑魚敵の如ごとく一撃でオーバーキルして貰もらえれば本望である。僕は既に瞬殺されてしまったのさ！」

　ブレないね～。公衆の面前で妹モエを高らかに宣言するコイツはある意味『漢おとこ』だ。

「まあ〝燃え〟属性な君には今作は物足りないであろうな。姉キャラ、ツンデレ成分が圧倒的に足りていないのは否めんから」

「……そ～なんだよ。今期のマホマホは皆可愛かわいすぎるんだよ」

　この作品は一年周期で主人公の名前以外が変わる作品で、個人的には前々作が秀逸だったと思っている。あの頃は緑色のスポーツ万能の姉キャラが俺の嫁だった。

　俺のように『萌える女の子』より『燃える女』を好む人種にとって、今期は嫁が不在の状態なのである。

「またお前らはそんなの見てるのかよ～。相変わらず恥ずかしい奴やつ等らだな」

「ん？」「む!?」

「あんなの本来幼女が見る番組だろ？　良い年した男が恥ずかしいと思わねーのか？」

　そうやってバカにした様に会話に割り込んできたのは、クラスで悪ぶっているけど、特に不良ってワケでもない奴。

　コイツは俺たちが美少女アニメを語っていると、しきりにディスりに来るのだ。

　アニメオタクを下に見る輩やからは未だに一定数いて、そういう奴はこうやってアニメを馬鹿にする事で〝自分はお前等より上だ〟と思いたがる……いわゆる高２病の症状に似ている。

　俺は一瞬『あの良さを分からないとは』と彼の人生の損失を嘆いたが、サッカー部の彼の一言が切っ掛けで印象がガラッと変わった。

「え～？　俺は妹と一緒に見てるけど、案外面白いぞ」

「そ、そうだぞ！　確かに幼い女の子の為ために作られた作品だが良く練られたストーリーは秀逸で、毎週教材として扱っても良いくらいの出来栄えなのだぞ」

「ふ、ふん。あんな変身だけで尺を使う番組の何が良いんだかよ」

　思わぬ所、一般人からの援護射撃に一瞬怯ひるんだ彼が漏らした一言で俺は確信した。

　サッカー部の彼と違って〝見てない、下らない〟を頑かたくなに誇示するというのは逆説的に言えば……コイツ。

「……お前、本当は毎週欠かさずに見ているな」

「な!?　…………んなワケねーだろ!!」

　一瞬の間の後に強烈に否定する、なる程やっぱりか。

　コイツは高２病じゃない……覚悟の無い隠れオタク、もしくは泥沼に足を踏み入れる一歩手前の状態だな。

　俺はオタクじゃない、俺はお前等とは違うんだ……と思いたいのに、口では悪口を言うのに、体は毎週同じ時間にチャンネルを合わせてしまう。

『俺はこの番組じゃなく、映像とバトルが秀逸な特撮を見る為にチャンネルを合わせて、その流れでたまたま見てしまったんだ！』と自分に言い訳をして。

　一般的には特撮を見るのもしっかり同志だと思うけど。

　ならば……俺がやるべきは一つだな。

　楽にしてやろう。彼が躊躇ためらってる泥沼へ誘ってあげようじゃないか……。

「まあ変身や必殺技で尺を取るのはあの手の作品のお約束だし、バトル目線で語るならお前の言いたい事は分からなくはない」

「お、おう？」

　味方ではないと思っていた俺から急に肯定的な事を言われて一瞬戸惑ったようだな。同志からは『それを言うのは野暮だろ』との視線を感じるが……分かってる、そんな事は。

「そ、そうだろ？　戦いの最中であんなのはありえない事で……」

「でも、ああいうのは昔の合体ロボットでも特撮でもバトルシーンでは定番だった日本伝統の撮影技術の派生、いわゆる戦場での名乗りや歌舞伎の見得切りみたいな視聴者に対する演出の一種だからな。戦場の演出と言えば間違ってはいないだろうよ」

「う、うん？」

「むしろこれから戦闘を行う前に目の前で名乗りを上げるのは、『漢らしい』とも取れるじゃないか。現実の戦闘行為が非情である事を考慮しても、それは子供たちに夢を与える崇高な演出ではないか？」

　自分はコイツらとは違うと思いたがっていた表情が、複雑な物に変わっていく。

　自分自身言っている事が強引なのは理解しているけど、コイツに必要なのは、見ても大丈夫な言い訳なのだから。

　このドラマに興味無いけど役者が好きだから見る……そんな言い訳が。

「しかもあの作品に総じて言えるのは、一貫して暴力での解決を廃した手法だ。殺さつ戮りくにより敵対勢力を滅ぼせば勝利と言う、今までの概念を覆す……これは素晴らしい事なんだぞ！」

「な、何がだよ？」

　俺の勢いに若干引き気味になるが、ここは畳み掛ける。

「分からんか？　今までもバトルや戦争の作品は数多あまた生まれてきたのに、戦闘行為という意味合いでの終結以外はほぼ在り得なかった。しかしあの番組は武力ではないバトルを表現し、世界平和に必要なのは暴力ではなく愛である事を伝えているのだぞ！」

「そ、そうなのか？」

「ああ、むしろ俺たち次世代を担う若人であればなおの事、見るべき『バトルアニメ』だぞ」

「そう……なのか？　あれはバトルアニメ……」

　妙な勢いに押されて混乱を始める隠れオタク……ちなみに俺はあの作品をバトルアニメとは欠片かけらも思っていない。あくまで魔法少女のジャンルの一つだと思っている。

　結局は楽しく見れればそれで正解だと思うから……彼が来週には俺たちの会話をディスるんでは無く参加してくるようになるなら、多少の虚言は許されるだろう。

　彼の視界が広がってバトル要素から始まり、行く行くは魔法少女の衣装の利便性まで語り合う事が出来るようになれば本望。

　俺がそう思った瞬間だった。

　まだ冬には程遠い季節だと言うのに、何故なぜか真冬に暖房の効いた部屋の窓を急に開けられたかのような強烈な寒気が、『ゾクッ』と全身を襲った。

　それは俺以外の三人も同様だったようで揃そろいも揃って同じ方向、自分たちの背後へと視線を移してその存在に……体を凍りつかせた。

「どいて……下さいますか？」

　硬直する俺たちに向かって、その圧倒的な存在は数名のお固そうな女生徒たちを引きつれて、底冷えするような切れ長の冷たい瞳で淡々と言った。

　その声は氷の如き透明感とカリスマ性を含んでいて、逆らうなどという感情を一切抱かせない強制力があった。
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　彼女の存在を認識した俺たちは慌てて廊下の壁と同化する為に両脇に張り付く。

「スススススミマセン!!」

「速やかにどきますですハイ!!」

　その動きは運動部も文化部も関係無いくらいに俊敏、無論俺だって同様だ。

「下らない話で会長の行く道を邪魔するな！」

「まったく……コレだから男子は嫌ですわ」

　取り巻き連中の不快感を隠そうともしない呟つぶやきを尻目に、彼女は長い銀髪を朝日でキラキラと輝かせて開いた道を颯さつ爽そうと通り過ぎて行く。

　その様はまさに何者をも屈服させる女帝……その凛りんとした姿に俺は思わず息を吞のんだ。




「皆さんおはようございます。今期生徒会では……」

　全校生徒が集合する体育館に響き渡る凛とした声の中、私語を発する生徒はただの一人も存在しない。

　それはそうだろう。もしもそんな奴がいるとすれば何も知らない愚か者か、分かっているとすれば相当な勇者……いや破滅志願者か。

　もしも彼女を慕う連中に目を付けられたら、ソイツはこの学園で存在する事を許されなくなるだろうし、何と言っても彼女自身に睨にらまれてタダで済むはずも無い。

　生徒会長『如月きさらぎキサキ』。今期の生徒会選挙を過半数どころでは無い圧倒的得票数で当選した彼女だが、極寒の季節如月をこれ程体現する人物も珍しい。

　細くスレンダーな体は無駄など一切無い美術品のようなライン。歩く度に波打つ銀髪は規則正しく、そして太陽光を受けて神々しく輝く。整った顔立ちなど下手な女優やモデルなど裸足はだしで逃げ出す事請け合い。どう美辞麗句を考えても美女以外の何者でもない。

　無論成績は優秀、スポーツ万能、更に武道まで嗜たしなむらしく、完璧というのは彼女のような存在なのだと全校生徒が確信を持っている。

　そして何よりも全ての者を屈服させる切れ長で冷たい美しさを損なわない瞳。

　何者をも寄せ付けない彼女の瞳で睨まれたら最後、凍りついたように全身が動かなくなって抵抗など想像も出来ず服従するしかなくなる。

　……さっき俺も彼女の瞳を直視していたらヤバかったかもしれない。

　別名『絶対零度の女帝』。

　そんな彼女の凛りん然ぜんとした雰囲気、何者をも屈服させて君臨するその様に生徒からの信頼は厚く女子は勿もち論ろんの事、男子にもファンは多い。

「今期生徒会ではより良い学園生活を目指して、自由と規律を目標に掲げて参りたいと思っています」

　何故か『自由』よりも『規律』の方が強調されて聞こえる彼女の声に、どこからとも無く溜ため息いきが漏れる。見れば女子の多くはキラキラした瞳で壇上を見つめ……少数男子の姿もあるな。

　確か奴らは『会長に睨まれて踏んで頂けるなら死して悔いなし！』と公言している勇者たち……うむ、放っておこう。

　終始凛とした静せい謐ひつな空気の中、語り終えた彼女は鋭い瞳をスッと細めてから一礼……その仕草だけで全校生徒は壇上に確かに『カリスマ』を目撃していた。

　まさに圧倒的な存在感……しかしその時、ステージを降りようとした彼女の瞳が一瞬、ほんの一瞬だけ留まった。

　何でそれが俺に分かったのかと言えば……。

『今、生徒会長、俺を見ていなかったか？』

　壇上から降りる瞬間、全身に強烈な冷気を感じたのだ。丁度朝方に感じたのと同じような。

　そう思ったのもつかの間、彼女は早々にステージから降りていった。

『……気のせい……か？』

　何事も無かったようにステージから降りて見えなくなった生徒会長に、俺はそう結論付けた。

　いずれにしても彼女は校内でも特別な存在で、分かり易やす過すぎる程の高たか嶺ねの花はな。

　俺のような人間と接点などあるはずも無く、お近づきどころか関わる事だってありえない事。

　そう、思っていたのだ……この時まで。





＊






　その日の放課後、俺は帰宅中に忘れ物をしていた事に気が付き学校へと戻っていた。

　いつも読んでいるアニメ雑誌、今日発売だから登校中にコンビニで買ったのだが、休み時間教室で読んでいて机に置きっぱなしであった事を、帰宅路を半分過ぎた辺りでようやく思い出したのだ。

　ここまで来てしまうと『明日でも良いや』って事にしたかったのだが、我が家では購入した雑誌は全員が共有して読む事になっている。

　妹は少女マンガ系、俺はジャ○プやマ○ジンなどの少年誌、オマケにアニメ誌が担当、両親は主に成年誌だ。

　この購入を忘れていると、野球でアニメの時間が押した時並みに激怒される羽目になる。

　まあ、気持ちは分からんでもないけど……あそこまで怒らんでもいいのにな～。

　俺が校舎に戻った時には建物の中はすっかり夕日に照らされて、オレンジ色の幻想的な空間へと変貌していた。

「う～む、こんな風景の中をアニメ雑誌を取りに教室に戻る俺……シュールだな」

　自分で自分に突っ込んでしまう。

　そんな事を思っていると、教室に至る廊下の先で夕日に照らされて神々しい光を放つ後ろ姿が目に入った。

　精錬された歩みは武術家の如ごとく、整った後ろ姿は美術品のように美しい。

　それは本日三度目の目撃となった生徒会長の如月キサキだった。

　彼女である事を確認して昼間の冷たい視線を思い出してしまうのに、その神々しい後ろ姿に思わずドキリとしてしまう。

　勝手に取り巻きをしている女子たちの気持ちが分からなくもない。

「あれが、本当に高嶺の花ってやつなのかな？」

　断崖の厳しい環境にただ一輪だけ咲く美しい花。それは手にする事などおこがましく、見つめる事しか許されない崇高な存在。

　彼女の後ろ姿の神々しさに、そんな勝手な想像が浮かんでくる……だが。

　彼女は同級生ではあるが違うクラスのはず、なのに何故俺の教室から出て来たんだ？

　唐突にそんな疑問が浮かんでくる。

　誰か別の奴がクラスにいて、そいつに用事があってここに来たのかとも思ったが、教室を覗のぞいてみれば誰もいない。特徴があるとすれば俺の机の上でアニメ雑誌が夕日に照らされ、今期のアニメキャラの顔が反射で見えなくなっている程度だ。

　しかしそこまで考えて、俺は思考する事を止やめ、目的の雑誌をとっとと回収して家に帰る事にする。

「まあ、俺みたいな一般人にあんな高嶺の花なお方の考えが分かるはずもないし、何より余計な詮索は失礼だな」

　誰に言うワケでも無いのにそんな事を口にしつつ意気揚々と教室を出たのだが、そこに一冊の手帳が落ちていた。

　紅あかい、学校のカラーだという表紙に校章が刻まれたそれが、生徒手帳である事は間違いない。

「誰かの落とし物か……ゲ!?」

　職員室にでも届けるかと、名前の欄以外は極力見ないように注意しながら生徒手帳の一番最初の氏名欄のみを開いて、俺は思わず呻うめいてしまった。

「如月……キサキ……女帝様のかよ」

　高嶺の花の存在、学校の支配者、絶対零度の女帝、そんな字あざなが自然と付けられるような人物の落とし物を何の因果なのか拾ってしまった俺は……何故なぜか数分後には生徒会室の前に立っていた。

　他の教室とは明らかに違う重厚な木造の扉を前に俺は思わず息を吞んだ。

　後で考えてみてもこの時の俺の行動はおかしいと思う。

　だって拾得物の処理なら職員室に落とし物として届ければ済む話。ましてや高嶺だ住む世界が違うだと畏怖の対象にしている人物の私物なら、尚なお更さらそうする事が正しい判断のはずなのだ。

　ここでスケベ心を働かせた健全な男子の発想で動いたと言うならまだ納得が出来るが、残念だが俺はそこまでの勇者（命知らず）ではないのだ。

　……にも拘かかわらず、俺は何かに導かれるように『会長に届けなくては』と自然とここまで来てしまった。

　緊張をごまかす為ために深く息を吐き出してから、意を決してノックをしてみる……だが俺の緊張に反して内部からの反応は無い。

　その事にどこかホッとしてしまう。

「……いないのか……な～んだ緊張して損……」

　だが一度は霧散した緊張感が、さっきよりも強化されて戻ってくる。

　何気なく手を掛けたドアノブに何の抵抗も無いのだ。つまり……。

「開いてる……」

　抵抗無く開いて行く扉の隙間……そこから覗く景色に冷や汗と共に妙な好奇心が持ち上がり始めた。

　学校という場所には入った事の無い教室が多い。特に生徒会室は一般の生徒にとっては未知中の未知、何らかの事情が無い限り一度も訪れなくても不思議はない。

『中はどうなっているのかな？』と思った俺は……静かに隙間から中を覗き込んでみる。

　……『好奇心が己を殺す』などアニメの常識であるのは知っているのに。

　見えたのは簡易的なテーブルとパイプイス、それに業務的な棚にまとまった書類が並んでいる。ちらほら『Ｈ23年度』など年号が見えるから、多分歴代生徒会の書類なのだろう。

　一見すると前に見た事のある文化部、文芸部や漫画研などを髣ほう髴ふつとさせる。

『う～ん……扉の立派さのワリに中は普通、あの会長の雰囲気から会社の社長室みたいな場所を想像していたけど』

　考えてみれば生徒の集まる部屋がそんな豪華なワケが無いのは当たり前だ。

　マンガやアニメで良くあるような豪華な設備、重役の机に座る生徒会長なんて虚像なのは分かってはいたけど……ちょっとだけガッカリなのは否めない。

『あの会長なら絶対に似合うだろうけど』




「え、ええ!?　ここで敵ですか！」




　その時、何の脈絡も無く室内から聞こえた声に俺は飛び上がった。

　誰かいる!?　さっきノックした時には何の反応も無かったのに……。

　もしかしてさっきのノックは気が付かれなかっただけなのか。俺はそう思うと静かに、ゆっくりと扉の隙間を広げていく。

　そうすると扉の陰に隠れて見えていなかった一人の女性の後ろ姿が視界に入った。

『如月会長？』

　彼女は生徒会長だ。無論この部屋にいる事は不思議では無い。現に俺は彼女に生徒手帳を届ける目的でここに来たのだから。

　しかし俺は彼女が背後の俺に全く気が付かず、一心不乱に向かっている液晶テレビを見て……息が止まり、背筋が凍った。

「く……ここまで来て中ボスは卑ひ怯きようです。ＭＰは残り僅かですのに」

　絶対零度の女帝、容姿端麗成績優秀の完璧な高嶺の花、その視線一つで逆らう者は凍りつき屈服するしかなく、畏敬の念を持った者は全て配下にしてしまう支配者。

　校内でそんな字で呼ばれる彼女が一心不乱に……ゲームをしていた。

　それは最新のゲームやオンラインゲームの類ではなく、ゲーム機がカセットタイプから円盤タイプに移行した時の初期型、いわゆる『ＰＳ』で、ロングセラーとして有名なＲＰＧの中でも最高傑作と言われる作品の７作目だ。

　俺も親父おやじに『コレは俺の青春時代だ！』などと言われてやった事がある名作……それを。

「ああ！　セーブポイントがありました!!　これなら余裕です」

　盛り上がっていた。品行方正、真面目でゲームなどに興味もないと思っていた彼女が。

「あ、あ、ダメです！　まだ回復が追い付いて……ああ!!」

　テレビゲームをしていた……学校で、しかも規律を重んじる校内でも一番の拠点において……放課後に一人で盛り上がっていた。

『…………見なかった事にしよう』

　俺は一瞬でそう心に決めた。

　俺は多分校内で最も畏怖される存在『如月キサキ』を訪ねて生徒会室などに来た事で、過度の緊張によりとんでもない幻覚を見てしまったに違いない。

　冷徹な視線で口数少なく、対面した他者の全てを凍り付かせる彼女があんな……年頃の女子高生のように可愛かわいくはしゃぐ姿なんて……現実にあるワケが……。





　パパパ～パ～パ、パッパパ[image: ][image: ][image: ]ン……。






　静かに扉を閉めようとした瞬間、懐に入れていたスマフォから着信音が響き渡った。

　何の偶然か、その音は今会長がやっていた某ＲＰＧのレベルアップ音……。

　誰だ!?　こんな時にメールした空気を読まない奴は!?

　いや、そもそも何故バイブに設定してなかった数分前の自分!?

　息が止まる、冷や汗が流れる……もしかすれば偶然にも同じゲームの音だから、ゲームの音だと勘違いしてくれるのでは？

　俺の淡い期待は……こっちを振り返った彼女の視線に粉々に打ち砕かれた。

「………………」

「………………」

　目にしたら全身が凍りつく…………そんな瞳を俺は直視してしまった。

　人間、本当に恐怖を味わった時には咄とつ嗟さに行動出来ないらしいが、事実俺はこの瞬間『火サスの追い詰められた犯人』のような視線に足が動かなかった。

　やがて無駄な動きも無くスッと彼女が立ち上がり、静かにこっちに近寄って来るのを確認した時、俺の足はようやく動き出す。

『逃げなくては!!』

　俺はそれしか考える事が出来ず、反転して駆け出そうとし……俺の右足はスタートを切る事も出来ずに空を切った。

「え？」

　力ずくで何かされた気が全くしない、にも拘らず俺の体は枯葉の如く抵抗無く宙を舞って……次の瞬間には景色が完全に変わってしまう。

　そして重力を感じない程フワリと着地したと思うと、背後から〝カチャリ〟と扉が閉まる音が聞こえる。

　それが……生徒会室の中に〝引っ張り込まれた〟という事だと認めるのを本能が拒否する。

　しかし次に聞こえる〝ガチャン〟と今度こそしっかり鍵を掛けた金属音が、閉じ込められた現実を否いや応おう無なく突きつけてくる。

　あの時、部屋の中には会長以外に誰もいなかった。

　しかし少しは距離があったはずなのに、一瞬で距離を詰めて、仮にも男子の俺が抵抗どころか走る事すら出来ずに引っ張り込んだのが彼女だとするなら……。

「貴方あなたは……２年Ｂ組……日向さんですね？」

「ひゃ、ひゃい!!」

　床に座ったままの俺の背後から掛かった底冷えするような声に、思わず声が裏返ってしまう。

　他のクラスの俺の名を彼女が知っていた事も驚きだが。

「……生徒会室に……なんの御用でしょうか？」

「い、いえ、その、せ、生徒手帳を……届けようかと……」

　俺がずっと手にしたままだった生徒手帳を差し出すと、背後からハッとした気配がした。

　ちなみにこの間、俺は床に座り込んだまま一切振り返っていない、振り返れない。

　それどころか腕以外のほかの箇所が動いているのかすら怪しい。

「……そうですか……それはワザワザご足労いただき、ありがとうございました」

　そんな恐怖で身が竦すくんでいる俺の手から生徒手帳がゆっくりと引き抜かれ……底冷えするような声色で、会長は言った。

「……見ました……よね？」

「!?」

　一体何て言えば正解なんだ……!?

『何も見ていない』と言いたい所だが、俺はさっきゲーム中の彼女とガッツリ目が合っている、断じてそのまま通じるとは考えられない！

　考えろ、考えろ俺！　今俺は人生最大の選択を迫られている！

　もしかしたら俺は今人生最大の危機を迎えているのかもしれない!!

　恐怖と混乱で非常に失礼な事を考えパニックになりだす俺だったが……後ろから正面に回りこんだ生徒会長、如月キサキの目を見て……体が、思考が、俺の全てが凍りついた。

「…………どう、なのですか？」

　鋭くも美しい瞳は虚うつろで、見た者全てを氷の世界へと誘うかのよう。

　虚言は一切認めない……そんな圧倒的な圧力に、俺は自分にとって正解がどっちだとか考える事を一瞬にして止やめてしまった。

「す、すみません……その……チラッと……」

「…………」

「ひ!?」

　次の瞬間、俺は自分の目の前に表情を無くして氷の彫像と化した如月会長を見た。

　それは絶対零度の女帝どころの話では無い、この世の全てを永久凍土へと導く氷の女王と言っても過言では無い！

　何か不用意な発言をした瞬間に、何が起こるか分からない……それ程の冷気を感じてより一層全身が凍り付いた様に動かなくなる。

　しかし……己の今後、場合によっては命の危険すら心配していた俺が聞いたのは、女王様の高圧的な命令では無かった。

「お……終わり……です。もう、私はお終しまいです……」

　唐突にそんな事を口にした如月会長は目に涙を浮かべ、悪戯いたずらが見つかってしまった少女の如ごとく頭を抱えてうずくまる。

「……へ？」

「放課後に生徒会室で備品を私物化して遊んでいたなんて生徒会長にあるまじき不真面目な行為！　私の校内のイメージはコレで地に堕おちるんです!!　もう終わりです、私は生徒会長に不適任として全校生徒から不信任を言い渡されるんですううう[image: ]」
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　イヤイヤと頭かぶりを振って暗い未来予想に嘆き始める生徒会長……え？　何この状況？

「あ、あの……生徒会長？」

「は！　いえ、今ならまだ間に合うかも。この前見た参考文献の第15話には頭部に強い衝撃を与えれば記憶を消す事が出来るという民間療法がありました」

　途端に良い事を思いついたとばかりに顔を上げる彼女、いや短絡的と言うより暴力的な解決法を実践しようとする発想に戦せん慄りつを覚える。

「いえ、その場合は確か消したい記憶の他に全ての記憶を奪ってしまう可能性があるのでした……そして危機的状況に再度陥ると記憶が回復する可能性が……」

　その呟つぶやきに俺の知識の中に引っかかるモノがある。

　15話で記憶喪失、危機的状況で回復……それってあの名作アニメの展開と同じ？　もしかして会長が言う参考文献って？

「そうです……今なら目撃者は一人だけなのです！　それならば……」

　一瞬、もしかしたら俺は消されるんじゃ、とか物騒な未来を想像してしまったが、目の前で正座したのを目にして、思考が止まった。

　何故なぜなら俺は今までの人生でこれ程美しい正座を見た事が無かったから。

　床であるというのに膝を折って座る動作から、座ってからも一切姿勢がブレずに真っ直ぐな樹木の如く姿勢を正す彼女は芸術品のようでもある。

　目を奪われるとはこの事なのだろう。

「日向さん……お願いしたい事があります……」

「は、はい！」

　凛りんとした静せい謐ひつを湛たたえた瞳で射抜かれた俺は反射的に正座をしてしまう。

「私が放課後、学校の備品を私的に使用していた事を……内密にしていただけませんか？　この事が外部に漏れてしまうと私は……」

「……は？」

　しかし有無を言わせぬほど全てが芸術的な彼女が発した言葉は、出いで立たちに全くそぐわない…………直訳すれば隠ぺい工作？

「この事を黙っていていただけるのであれば、私に出来る事でしたら何でもします！　だから……どうかお願いします！」

　清廉潔白な彼女がまさかと思ったが、彼女が放った次の言葉は俺の思考を脳髄ごと吹っ飛ばしてしまった。

　この美少女が？　校内では誰一人逆らう者など存在しない女帝様が、何でもしてくれる？

　こんな甘美な言葉にピンクな妄想を抱かない聖人君子な男子がいるであろうか？　いや、間違いなくいない。

　そして俺は聖人君子ではなかったようで、どう考えてもアレな妄想が浮かび上がる。




　全校生徒たちからの尊敬と畏怖を一身に受ける彼女。

　一人生徒会室に入った瞬間、待ち構えていた俺を見てその美貌を羞恥に歪ゆがませる。

『どうした？　俺はお願いしただけで強要したつもりはないぞ？』

『ク……』

　強気な彼女が屈辱的な目で睨にらみ付つけながら、ニヤニヤと下げ卑びた笑みを浮かべる俺の命令で涙目になったまま服を……。




「だあああああ!!」

　ガン!!　俺は業務用机の角に頭を叩たたきつけて正気を取り戻した。

　あぶねーあぶねー……ヤバイところに踏み込むところだった。

「な、何をしているのです!?　大丈夫ですか？」

「し、心配御無用……ちょっと邪悪な意思に魂を支配されかかっただけですので」

「は、はあ？」

　俺の奇行を心配する彼女に言った言葉は中２っぽいが、俺の人生においてこれ程はまった場面は無いだろうな。

　それこそ『どこのエロゲーだ』って話だ。

「と、特に何かしてもらう必要は無いですよ。それこそ内緒にしていたい人のそっちの趣味を暴く趣味は俺にはありませんし」

　さっきの妄想は別にして……これは間違いなく自分の本音だ。

　状況を冷静に整理すれば、おのずと答えは浮かび上がる。

　校内での振る舞いや評判からは想像もしなかったけど、彼女は『隠しておきたいタイプ』の……ようするに隠れオタクなのだろう。

　まだちょっと信じられないけど。

　まあ親父おやじ曰いわく、今の時代は昔に比べればそっちの趣味も市民権を得たらしいけど、偏見は未いまだにないワケではない。それこそ学校と言う限られたコミュニティならなおの事。

　隠したいのであれば隠していれば良いのだ。

　楽しみ方なんて、それこそ自分しだいなのだから。

「でも、それでは……」

　しかし俺の言葉に彼女は納得が行かないようで表情は優れない。

　まあ無理もない、彼女とまともに会話したのはコレが初めての事。初対面の男の言葉をいきなり信じろと言うのも無理がある。

　こういう場面で気の利いた事を言えれば男として完璧なんだろうけど俺には無理、そんな言葉は欠片かけらも浮かんで来ない。

　ただ、意外な事に如月会長が俺と同じ嗜し好こうを持っていると言うなら、話は別だ。

「なら、一緒にゲームしましょうよ。対戦物で」

「……え？」

　色々な覚悟をしていたところでいきなりそんな事を言われるとは思わなかったんだろう。

　キョトンとした目で如月会長は俺を見ていた。

「タイミングが良いって言えば失礼ですけど、ＲＰＧの方はゲームオーバーみたいだから別のゲームを……」

　そう思ってテレビの前を見てみると、そこにはダンボールに入ったゲームが何十タイトルも入っている。

　その中には別の機種も入っていて……俺の目に二桁の数字を名に冠する機種が留まった。

「よ～し、まずはこのレースゲームの金字塔から行きましょうか。ふふふ……会長さんのテクニック、見せていただきましょうか？」

「え、ええ……」

　俺がワザとらしく笑って見せると如月会長は戸惑った表情で頷うなずいた。




　そして数十分後……。

「ああ！　ここで甲羅は卑ひ怯きようです!!」

「フフフ、このレースは非情なのさ！　このまま一気に……ぬお!?　ここで加速だと!?」

「残していたキノコが役立ちました!!」

「まだだ！　まだ終わらん!!」

　この国民的レースゲームは複雑な操作は必要なく簡単に出来るのに奥が深い。

　対戦が10レースを越える頃には、対戦相手がいないからと今まで手を出さなかったらしい如月会長も、すっかり俺と互角の勝負を展開するようになっていた。

「やった！　私の勝ちです!!」

「くう、コーナリングでミスった……」

　拳を上げて子供のように勝利にはしゃぐ会長は女帝のイメージとは程遠い……俺は敗北の悔しさも忘れて思わず見とれてしまった。

「し、失礼しました……みっともない姿を……」

　そんな俺の視線に気が付いてハッとし、顔を赤らめながら居住まいを正す姿も凄すごく愛らしいもので……俺は思わず言った。

「……さっきの何でもしてくれるって条件ですけど、俺とオタ友になってくれます？　それなら俺たちは同志、同胞を裏切るような真似まねは絶対にしないと約束しましょう」

「……は？」

　俺がそう言った瞬間、彼女の目は文字通り点に……その呆気あつけに取られた顔に、思わず言ってしまった事が途端に恥ずかしくなってきた。

　……何言っちゃってんの自分!?

　秘密厳守の交換条件に友達になってくれだなんて、どこのアニメの主人公だ。キザにも程があんべぇや!?

　マンガやアニメでこんな時にこんな事を言う主人公を『カッコつけやがって』などと内心思っていたというのに、自分で言っちまうとは！

　だけど考えれば考える程、この場面で他に思い付く言葉が見当たらない。交換条件に別の物を提示すればどうしたって脅迫になってしまう気がするし。

　今までキザだとかカッコつけだとか思ってきたキャラの皆さんすみませんでした。

　カッコつけたとかではなく他に言える事が無かったんだと今知りました!!

　だが俺が自分の吐いた言葉にもだえていると、彼女はクスリと笑った。

　その表情は『冷徹』だの『女帝』だの、冷たい、怖いと評されていた彼女からは想像も付かない……可愛かわいらしい。

「は、ははは……ちょっとカッコつけちゃいましたかね？」

　思わずドキリとしてしまった俺は頭を搔かきつつ取り繕う。何に対してなのかは良く分からないけど。

「そうですね。少し……」

　そう言うと彼女は柔らかい微笑ほほえみを浮かべたまま俺に右手を差し出して来た。

　それがどういう意味なのか、分からない程俺も鈍感ではない。

「よろしくお願いします。同胞さん」

「……こ、こちらこそ」

　硝子がらす細工を扱う気分で握り返した彼女の手は、氷と称されるには相応ふさわしくなく……柔らかくて、温かかった。




　それからしばらく色々な対戦をして、さっきはゲームオーバーになってしまったＲＰＧを再び始める事になった。

　彼女としては『レベルが足りない』と思ったらしいけど、俺が『レベルは十分だから後は戦い方次第だろう』と言ったらアドバイスをお願いされたのだ。

「貴方あなたのお気に入りキャラはだれです？」

「う[image: ][image: ][image: ]ん。やっぱり最初から一緒の幼おさな馴な染じみですね」

　話しかけながら操作する彼女だが、画面上のキャラは道が分からず右往左往している。

　親父から勧められてやった事があるこのゲーム。

　無論クリアまでの道筋は熟知しているが、極力口を出さないように気を付けている。

　現役で楽しんでいる者に対して攻略法を言うのは野暮……と言うかルール違反だろう。

「あれ？　進めない……ここ以外にルートは無かったのに？　あの……」

「……そこの段差、調べてみて」

「段差……あ、ハシゴが降りた！　なるほど」

　許されるのはせいぜい聞かれた時に最低限のみ伝える程度だろう。ネタバレは重大な犯罪行為だからな。

「だけど、まさか生徒会長とこんな話が出来るとは……」

「意外でした？　絶対零度の女帝の本性がこんなだったなんて」

「あ、いや」

　表立っては言われていない渾あだ名なを口にする彼女は気分を害してしまったかと思いきや、笑顔を浮かべたままコントローラーを握っていて、その様に安あん堵どする。

「私の家が道場なのは知っていますか？」

「そりゃ勿もち論ろん」

　恐らくこの高校でその事実を知らない者はモグリだ。

『如月柔術道場』。彼女の人物像を説明するなら、女帝や王子様扱いする連中なら真っ先に思いつくプロフィールだ。

　さっき俺が重力すら感じずに部屋に引っ張り込まれたのも、その技術があったからだろう。

「ご想像の通り、道場主は私の父です。父は厳格な人物で私は幼少より厳しい教育を受けて来ました。武道は元より礼儀作法も、勉学においてもです」

　まあそんな感じだろうね。彼女の校内での振る舞いを見ていれば想像に難くない。

「そんな父の方針で我が家にはテレビは一台、居間にしかありません。そしてチャンネル権は当然父が優先ですが……その」

　そこまで言うと彼女は困ったように表情を歪めた。

「父はＮ○Ｋしか見ませんので……」

「ああ[image: ][image: ]」

　テレビは一局で十分、他は見るに値しないと主張する人はいるものだ。

　コレは地方の放送局だと、長年本当に一局放送だった時期が長かった弊害なのか、年長者に多く見られる傾向で……そういや俺の爺じいさんも『時報代わりにテレビを付けてる』などと言ってたっけな。

「オマケに父は衛星放送にも興味が無く……我が家にはパラボラがありません」

「そりゃ……」

　そして彼女は致命的な情報を口にした。

　都心から離れた、地方に住まう放送局の限定されている我々『田舎のオタク』にとってはまさに致命的な近況を。

　それはまさに親父が語っていた昔話と同じ状況……。

「中学の頃までは余り疑問は抱きませんでした。むしろ父が言うようにアニメやゲームに対して否定的、もっと言えばバカにしていたかもしれません」

「…………」

「ですが、高校に入学してしばらくしてから私は旧校舎内でこのゲーム機を発見しました」

「旧校舎って……中庭にある、アレですか？」

「そうですそうです」

　現在俺たちが使っている校舎は新校舎で数年前に建て替えられた物らしく、未いまだに取り壊されていない旧校舎は物置として中庭の奥にある。

「あそこは立ち入り禁止のはずだけど……」

「あ！　いえその……あはは……」

　笑って誤ご魔ま化かそうとする彼女は想像よりもずっとアグレッシブなようだ。

「旧校舎にはブラウン管ですがテレビもありまして、その時私は初めてゲームをやってみたんです……そして……感動したのです！」

　いつしか彼女はコントローラーを手放して天を仰ぎ語り始める。

「美麗な映像、秀逸なストーリー、キャラクターに感情を与える声優さんたちの美声……どれもこれも、私に新たなる感動と興奮を与えてくれた……」

「は、はあ……」

「それから私は旧校舎に残っていたゲームを片端からやり、気に入った関連作品のアニメ映像も全て拝見させて頂いて……そちらの世界にも新たな興奮を覚えました！」

　彼女が語る関連作品を有するゲームの題名を聞いて、俺は思わず溜ため息いきを吐ついた。

　それは『某ロボット大集合』のゲームで、軽く20～30のタイトルがある。

　そのゲームを気に入って関連作品を〝拝見〟したという事はつまり……。

「私は高校入学からすっかりアニメ作品、ゲームの虜とりこになってしまいました」

　キラキラと目を輝かせる彼女の姿は神秘的でもある……言っている事はアレだが。

　言うなれば彼女は一年前ほどから『堕おちた天使』なのだろう。

　あれほど校内では関連も無いと思っていた彼女にモリモリ親近感が湧いてくる。

「ですが……素晴らしい作品を嗜たしなむには、今の私の身分では限界があります」

「身分って……ようは学生って事でしょうか」

　そこまで神秘的、あるいは背徳的に盛り上がっていた彼女が急に落ち込み始める。

「先程言った通り、我が家は父がＮ○Ｋオンリーの衛星放送否定派です。当然ながら地上波しか見る事が叶かないません」

「スカパーどころかＢＳも……なら見れるチャンネルは全部で５個……」

　俺は同胞として彼女の境遇に戦慄を覚える。

　うちの場合はむしろアニメ作品を優先するから余り実感はないが、実際の地元放送の５チャンネルではほとんどアニメ作品を放映していない。

　俺が驚きよう愕がくしている事が伝わったのか、如月会長は苦笑して頷く。

「ご想像の通り、私には最新のアニメを見る為ための術すべがないのです」

「いや、最悪インターネットさえ使えれば……」

「父は〝学生の時分からインターネットなど不要〟と言い、パソコンやスマートフォンの所持も認めません」

　スッと如月会長が差し出したのは通話・メールオンリーのガラケーである。

　詰んだ……俺はこの瞬間確信した。

　彼女はただの隠れオタクじゃない。20～30年前と同じ状況に取り残された『地方出身オタク』の、言わば残党兵。

　救いを求めて一人孤独に戦う最後の生き残り！

「局が少ない地域での最後の希望であるはずの日曜の朝と夕方も……父は報道番組を……」

「もういい……もういいんだ！」

　氷の如ごとく冷徹で気丈だと思っていた彼女の瞳に涙が浮かぶのを見て、俺は思わず彼女の両肩を正面からガッシリ摑つかんで励ましていた。

　帰還を喜ぶ戦友のように……。

「よくぞ……耐え忍んだ……同胞よ」

「ありがとうございます隊長！」

「……………ぷ」

「……………く」

　寸劇終了。ワザとらし過ぎる敬礼をして見せた彼女はやがて耐え切れなくなったように笑い始める。無論俺だって耐えられるワケも無い。

「アハハハハ！　意外とノリが良いんですね会長さん」

「フフフフ、如月で良いですよ隊長さん」

　やはり共通の話題は人間関係を円滑にするな。

　いつしか俺は『絶対零度の女帝』なんて言われていた彼女と談笑するまでに打ち解けていた。

　実際に話してみると、噂うわさや見た目通り彼女は気品がある仕草や話し方は変わらないけど、想像以上に話しやすく気さくで……若干愚痴っぽい。

「アニメ雑誌の最新情報を見つけても、当然リアルタイムでは見れません。何度関東に向けて呪じゆ詛そを送った事か」

「止やめなさい」

「こうなるとお小遣い制の私が最新のアニメを見る手段は一つ、レンタルショップしかないのですが……見たいＤＶＤを近所のレンタルショップが置いて下さるとは限りません。場合によっては10キロ20キロは自転車でハシゴする羽目になります」

「うわ[image: ][image: ]」

「しかも苦労して辿たどり着ついても貸し出し中だった時の絶望感たるや……」

「どうどうどう……」

　恨み節を語る彼女の瞳はいつもの三倍マシで冷徹で怖い物になっているが、最も早はや俺はそれを目にしても寒気一つ感じる事が出来ない。だって理由が理由だし。

　それに内容がまるっきり〝親父おやじの昔話〟と被かぶっているのが非常に複雑だ。

「苦労して借りる事が出来ても、家では中々ＤＶＤを見る事は出来ません。部屋にテレビを置く事も禁止されていますので」

「あ～、間違っているとは言えないけど……引きこもりの常じよう套とう手しゆ段だんだしな～」

「なので放課後に学校で見るしかありませんでした……」

　放課後か……授業が終わってから頑張ってもせいぜい２～３時間くらいしか無いよな。

　同じ理由でゲームだってそんなくらいでやっていたんだろうし、苦労したんだろうな～。

　そんな事を考えていると、如月会長が急に真面目な顔になった。

「本音を言えば……日向さんとはずっと前からお話ししてみたかったんです」

「え!?」

　突然クールな瞳の美少女にそんな事を言われて、そういう意味では無い事は分かっていても思わずドキッとしてしまう。

「校内でも色々な人たちとアニメやゲームの話で笑い合い盛り上がっている。そんな貴方たちの会話に私も入れたらと……いつも思っていました」

　道理で、たまに冷たい瞳で睨にらまれる事があると思っていたら……そういう事だったのか。

　思わず『入れば良かったのに』と言いそうになるが、彼女の校内での印象とか友人関係などを考えると無理があるだろうな。

　校内で憧れの視線を一身に受けている彼女の友人関係は、大体持ち上げられる形で形成されてしまっている。それは俺のようなオタ友とは無縁な人間関係。

　アニメなどの趣味が加わる事で今までの人間関係が崩れるのを恐れても不思議じゃない。

　しかし俺の予想は真剣な表情の彼女に１８０度裏切られる。

「下手にアニメのお話をして私の今の人物像が崩れれば、不信任で生徒会長の地位が危ぶまれるかもしれません。在学中に生徒会長から降ろされるなど……内申に響くでは無いですか！」

「はあ!?　内申？」

「そうです、生徒会長の地位は卒業後に都心部の大学に通う為に必須です。今この地位を失えば、夢のチャンネルを獲得出来なくなるかも知れません！」

「ゆ、夢のチャンネル？」

「私は卒業後には地上波で存分にアニメを鑑賞出来る環境に進学したいのです！　東京で一人暮らしとまで贅ぜい沢たくを言うつもりはありません。せめてテレビ○京かＴＯＫＹＯ・○Ｘが見れるのであれば言う事はありません！」

　真剣に拳を握って語る彼女の瞳に一切の濁りは無いのに、言っている事は物もの凄すごく俗っぽい。

　俺は正直ズッコケたくなった。

「……別に高校の内申がそこまで重要って事も無いんじゃ？　一人暮らしをするだけなら」

　彼女の余りに迂う遠えんで回りくどいやり方に頭が痛くなる。

　一人暮らしって事だけなら何も『在学中生徒会長』の肩書きはそこまで重要じゃないし、そもそも『会長がオタクでした』ってだけで不信任を突きつけられるとは思えない。

「そうかも知れません……ですが、私も自分に付いてしまったイメージは理解しているつもりです。万が一を想定するなら、万難は排したいのです」

　考え過ぎ……って気がするけど。

「それに、少しでも東京に近い所に行けば電波状況も良くなるでしょうし、いつも聞くだけで苦労しますから」

「電波状況？」

　サラッと彼女に言われた事で真っ先に浮かんだのは、携帯電話やＷｉ－Ｆｉなどの電波なのだが……携帯はともかく彼女はパソコンも持っていない。

　ま、まさか……。

「文○放送がクリアに聞こえる地域であれば最高なのですけど」

「まさかの雑音リスナー!?」

　俺は思わず噴き出してしまった。

　雑音リスナー、それは親父たち世代には存在した遠方のラジオの電波を通信兵の如く必死に拾い、雑音の中アニラジを聞く事に命を懸けていた戦士たち。

　インターネットの普及で『ウェブラジオ』が一般的になり、その存在は最早消え去ったものと思っていたのに。

　まさか、まだ生き残りがここにいたとは！

「ふふ、自慢じゃありませんけど、とあるアニラジでは私は常連の『ハガキ職人』として一目置かれているんですよ」

　そしてドヤ顔で彼女が名乗ったのは、まさかまさかのハガキ職人!?

　ほとんどがメールに成り代わってしまった昨今のラジオ番組で……。

　何と言うか……今更ながらに親父に感謝の念を送りたくなる。

　確かに俺たちは恵まれていた。少なくとも彼女に比べれば遥はるかに……。

　しかし……今日まで他者の事など我関せず、己の意見を曲げない揺るぎ無い人物だと思っていたが……己の趣味を学校で満喫していたり、逆に友人関係やイメージを気にしまくっていたりと、忙しい人だな。

「ま、俺は友達の隠しておきたい事をバラす趣味は無いし、オタ話で良ければ何時いつだって付き合うよ？」

「……ありがとうございます」

　彼女はそう言うと、顔を上げて申し訳無さそうに眉を下げたまま笑う。

　その様も女帝とはかけ離れた小動物のようで……ヤベえ、可愛かわいい。

「あ～その、何だ……。なんだったら最新アニメを録画して持って来ても……」

　しかし、彼女の笑顔を直視出来ず照れ隠しでそう言った瞬間、彼女はさっきまでのしおらしさはどこへやら、おもむろに飛びついてきた。

「本当ですか！　最新アニメが私にも見れるんですか!!」

　喜色満面の顔面が視界一杯にドアップになる……ってか近い近い近い!!

「あ、ああ……外部ハードディスクを使えばデータを持って来れるし」

　しどろもどろにそう言うと彼女は涙を流さんばかりに煌きらめく瞳で天を仰ぎ始めた。

「見る事が叶わなかった最新アニメが……あの２期も、あの４期も……なんと、なんと素晴らしい。今日この日は私にとって奇跡が舞い降りた記念すべき日です！」

　大げさすぎる！　姿だけを見れば女神の如く神々しいのに……なんだろう、この残念感。

「あ、でもそれも問題あるかな？」

「何がですか!?　今更やっぱり無理とか無体な事を言いませんよね!?」

　うおう!?　俺が不用意な事を言った途端に女神が魔王の如き冷徹な瞳に変わった!?

「いや、データを持って来る事自体は構わないんだけどさ、今まで接点も無かった俺たちが下手に接触すると、勘ぐる奴も出てくるんじゃないかと……」

「それは問題なのですか？　同じ学校の生徒同士なのですから、仲良く話していても不思議は無いと思いますけど？」
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　小首を傾かしげてみせる彼女はどうやら気が付いていないようだな。

「校内でも一番の注目を集める生徒会長と、校内で大多数に認知されているオタクの俺が秘密裏に接触している……それだけでオタバレのリスクは高まると思うけど？」

「……あ!?」

　普通なら男女の仲を疑われるとか考えたいところだが、残念だけど彼女は校内で『女帝』とすら言われてしまっている存在。

　俺と一緒にいたからと言ってそういう疑いが掛かるとは思えん……考えていて悲しくなるが。

　となれば、俺が彼女に何かを〝献上している〟と考えるのが自然……オタクの俺が献上する物と言えば…………勘が良い奴なら結論に辿たどり着く気がする。

　彼女も言われてからそのリスクを自覚したようで、頭を抱えて「む～」と唸うなり出した。

「いえ……確かにそのリスクはありますが、新作アニメを見る事が出来る絶好の機会……しかし私の趣味が露見するのは……しかし……」

　しばしの間葛藤を続ける彼女である。

　段々と「この際バレても……」とか「不信任で生徒会長を辞する事も……」など不穏当な事も言い出して、さすがにヒヤヒヤしてくる。

　現在の友人関係を壊すリスクを払ってまで選ぶべき事じゃないだろうに。

「何だったら、宅配便宜よろしく俺が指定の場所にハードディスクだけ届けるって方法も……」

　何となくこのまま放っておくと碌ろくな事を言い出さない気がして、俺は直接会わなくても済む妥協案を提示してみた。

　しかし俺の提案を聞いた様子も無く、彼女はハッとした表情で立ち上がった。

「そうです！　私たちが公に接触してもおかしく無い関係であれば良いのです!!」

「……え？」

「正確には貴方あなたが生徒会室に出入りしていても問題の無い立場であれば、私たちが接触していてもなんら疑われる事が無いではありませんか！」

　とても良い事を思いついたとばかりに彼女が発した言葉に俺の思考は停止する。

　そして、ようやく追いつき始めた理解を先取りするかのように、彼女『如月生徒会長』は、その切れ長の美しい瞳で俺を正面から見据えて言った。

「日向和也さん、私は貴方を銀ぎん足そく高校生徒会『副会長』へと推薦させて頂きます!!」

「………………………は？」

　無茶振り……そう、俺はこの時コレまでの人生において最大級の、唐突過ぎる無茶振りを突き付けられた。

　絶対零度の女帝と言われる女子高生に。




　ただ、この時の俺は想像もしていなかった。

　この無茶振りに、文字通り『未来を決定付ける』陰謀が渦巻いていた……など。
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　銀ぎん足そく高校生徒会は毎年学年末に行われる生徒会選挙によって当選した生徒会長により発足される組織なんだそうだが、今回は『如月きさらぎキサキ』が生徒会長へ立候補するという前情報だけで全ての立候補者が辞退してしまったらしい。

　辞退者たちは口を揃そろえて『勝てる気がしない』と語ったとか。

　しかし当然だが生徒会であるのだから、別の役職も無くてはならない。

　内訳は『副会長』『書記』『会計』『庶務』に分けられ、最低限でも会長以外に４人の人手が必要になってくる。

　基本的にその４人は今期の生徒会長による指名制で、校内でまことしやかに語られていた噂うわさでは『絶対零度の女帝』による厳正なる審査の結果、彼女のお眼鏡に適かなった人物のみが女帝に仕える栄誉ある役職に就くのだとか。

　そんな中でも自らに次ぐ地位にもなりうる『副会長』の枠だけは未いまだに空位であった。

　彼女が自らの片腕として『副会長』に選任する才人は果たして何者で、どのように選抜されるのだろうか？

　生徒の誰もが……無論俺も気になっていたのだが……。

「皆さんご紹介いたします。彼が本日より副会長として生徒会に参加して下さる事になりました２年Ｂ組の日ひ向なた和なご也や君です」

　翌日の放課後、俺は再び生徒会室に呼び出されて、生徒会役員たちの前でそう宣言された。

　重厚な扉とは裏腹に、簡素で業務的な机とパイプイスで構成された生徒会室内には俺と如月会長以外に３人の生徒会役員が集合していた。

　その表情は三者三様。あからさまに不服な表情で俺を睨にらんでいるショートカットの真面目そうな眼鏡女子、特に不満は無さそうにニコニコしている長い髪が緩くカールしてた女子、そして妙に同情的な表情だが一番俺の事を歓迎してくれている顔の男子。

　取とり敢あえず俺も自己紹介をしようと口を開きかけると、我慢できないとばかりに眼鏡女子が突然立ち上がった。

「会長、何ゆえにこの男が副会長なのですか!?　納得の行く説明をお願いします!!」

「生徒会役員の選出は会長である私の役目です。私は今の生徒会役員に彼が相応ふさわしいと判断したから召集を願ったのです」

　納得の行く……つまり納得が行かないらしいな、彼女は。

　はっきり言えば、一番納得が行かないのは俺自身なんだが……。

「会長は、何を以もってこの男が相応しいとお考えなのですか？　言っては何ですが彼は成績の上では平凡、取り立てて部活動に従事している事も無く目立った実績もありません。校内では特殊な趣味人として一部で有名なようですが」

　さらっと俺の個人情報を並べて、どう考えても生徒会に相応しくないと証明するついでに俺の事をバカにしているけど、俺は正直驚いていた。

　多分彼女が俺の召集を聞きつけたのは早くても今日の午前中だろう。

　そんな短時間に俺の人となりを調べ上げたというなら、彼女の情報収集能力は高い。

『時とき任とう千ち鳥どり』、彼女は如月会長にいつも付き従っている友人、別名『如月親衛隊』の一人。

　ファンクラブでもあれば間違いなく序列一位に当たる人物だろうな。

　学年で成績は如月会長に次ぐ第二位をキープする程優秀で、今期如月キサキが生徒会長に就任した時には、大半の生徒が彼女が副会長に選ばれると予想していた。

　でも現在彼女が担っている役職は予想外にも『会計』だった。

　そんな不満を示す彼女に対して如月会長は凛りんとした瞳を少しも揺るがす事無く、ゆっくりと彼女の瞳を真っ直ぐに見据えた。

「う……」

　その静かな迫力に時任の方が一瞬にして気け圧おされる。

「時任さん……以前より懸念していた事なのですが、私の周囲には賛同して下さる方々は沢山いらっしゃいます。それは大変ありがたい事です」

「そ、その通りですよ。貴女あなたには優秀な味方が大勢……」

「ですが、残念ですけど私には賛同して下さる方はいらしても反対意見を唱えて下さる方はあまりいらっしゃいません」

　会長がそう口にした瞬間、時任はハッとした表情に変わる。

「そ、それは確かに……まさか貴女は!?」

「……生徒会長に次ぐ役職である副会長ともなれば、違う視点で反論してくれる人物をと以前より考えていたのですよ」

「お、おおおお！　さすがです。完璧であるはずの自分に満足する事無く違う視点すら積極的に取り入れようと考えるとは……」

　途端に感動したとばかりに褒めちぎる時任には悪いけど、俺は真面目に語る如月会長を若干冷めた目で見ていた。

　この違う視点という理屈、俺を勧誘した時にも会長は言っていたけど『私は連○派で君はジ○ン派、まさに正反対の思想を持っているじゃないですか』などとのたまっていた。

　それって大本は全く一緒だと思うのだが。

　しかし崇拝する彼女にはそんな事が分かるワケも無く、ひたすらに感激している。

「……分かりました。いささか納得が行かないところもありますが」

　そう言うと彼女は着席して、再び俺に視線を向けた。

「時任、千鳥だ。生徒会会計を担当している……」

　相変わらず機嫌悪く『私は貴方を認めるつもりは無い』という感情がアリアリなのだが、自己紹介をしたという事はこれ以上何かを言うつもりは無いのだろう。

　……まあこのくらいの事は予想していたよ。

「も～う千鳥ちゃんってば、新人さんにそんなツンケンしないの。ごめんね日向君この娘こは真面目だから……悪い娘じゃないんだけどね」

「……まほ、余計な事を言うな」

　しかし不機嫌全開な時任を宥なだめるように言ったのは、最初からずっとニコニコと柔らかな笑みを絶やさない女子。

〝おっとり〟という表現がこれほど似合う人物もいないんじゃないか？　彼女に諭されて時任は決まり悪そうにそっぽを向いてしまった。

　彼女は自然と俺の手を取った。

　見た目通り柔らかく温かい感触に思わずドキッとしてしまう。

「私は三さん千ぜん院いんまほ。生徒会では書記をやってるの。宜よろしくね～」

「まほ？」

　笑みを絶やさずに自己紹介してくれる彼女だが、俺は真っ先に彼女の名前に反応してしまった。それはなんと言うか、俺たち（オタク）の悪いクセとも言えるけど……。

「ウフフ、今やっている魔法少女と同じ名前でしょ～？」

「あ、あ～いや～」

　名前に反応した理由をストレートに突かれて言葉に詰まってしまう。

　名前＝キャラを思い出すのは人によっては失礼かもしれない。

　しかし彼女は気にした風も無く心が温かくなるような笑顔を浮かべる。

「でも、残念だけどアニメの真帆ちゃんみたいに変身魔法は使えないよ～」

　あはは～と笑いながら気さくにそんな事を言ってくれる……穏やかな気持ちにさせてくれる彼女とは仲良くやっていけそうな気がした。

「彼女は学年に関係なく男子に人気があるからな。狙うんなら注意した方が良いぜ？」

　そんな軽口を叩たたきながら会話に入ってきたのは俺以外の唯一の男子。

　短髪でやや筋肉質、すごく運動が得意であらゆる運動部から声が掛かっているけど全て断っていると噂の……。

「山やま影かげ瑞みず樹きだ、庶務やってる。いや～やっと男子が来てくれて助かったぜ」

「ん？」

　ホッとした顔で頭を搔くと、彼は他の女子をチラチラ見ながら言う。

「……俺は正直前の生徒会の繫つながりで、何となく残留しちゃった口なんだけどよ。今期入ってくる役員が女子ばかりで……な」

　若干遠い目をする瑞樹庶務、まだ今期生徒会が発足してから数週しか経たっていないのに、その表情からは苦労が窺うかがえた。

　女の中に男が一人、ハーレム気取りで羨ましい……などと言える男は相当な勇者か愚か者だろう。異性は一人ってだけでどうしても疎外感は否めない。

　ましてや今期生徒会は初見だけでも全員が個性的なのだ。

「あ～……その、なんだ……お疲れさん」

　彼の数週に渡る苦労を想像して自然と労ねぎらいの言葉が漏れるが、少し溜ため息いきを吐ついた彼は苦笑を滲にじませて返してくる。

「何を他人ひと事ごとのように……コレからは分担になるんだからな」

　その目は救援隊を見つけた物ではない……完全に『道連れを見つけた』という危険な光を湛たたえていた。

　え……マジ？　そんなに大変なの？

　一ひと先まず全員の自己紹介を終えて、俺の人生初となる生徒会業務が始まった。

　さて、個人的かつ勝手な俺の今までの生徒会に対するイメージは、学校行事やらイベントやらの先頭に立って仕切る組織って認識しか無かった。

　はっきり言えば、数日前まで自分が在学中に関わりを持つとは考えもしなかったしねぇ～。ま～ったく勝手が分からない。

　だけど頼まれたとは言え、了解したんだからやるしかない。

　習うより慣れろ……だ。

「山影君～今度の球技大会の要項、文章に起こすから書類まとめてくれる～？」

「分かった。さて副会長、初仕事と行こうぜ」

「……了解、何をすれば良いんだ？」

　いざやってみると生徒会の業務で一番主立って多いのは『事務処理』だった。

　しかしコレが一番面倒かつ忙しい。
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　行事、お知らせなどの文書の作成、印刷物の書類整理、予算関係の計算などなど……文化祭とかの目立つ時しか注目した事が無かったが、普段もこんな面倒な事をしていたのか……しかも無償で。

　無関心で『自分には関係ない』と数日前まで思っていた事が申し訳なくなって来る。

　幸いな事に、皆勝手の分からない俺が聞けばその都度丁寧に教えてくれるから、生徒会初日である俺も何とか動く事が出来る。

「イベント、予算関係は最後に会長のサインが必要になる書類が多いから、気を付けるように。所在が分からない書類などは私に回せ」

「ああ、ハイ……ありがとう」

　少し意外だったのが、俺の副会長の指名を納得していないはずの時任が一番丁寧で分かりやすく色々と教えてくれる事だった。

　しかし俺が礼を言うと、少し眉を顰ひそめて見せる。

「個人的感情は生徒会業務に関係が無い。どんな人物であれ使い物にならねば仕事は終わらんから。結果が全てだ」

　結果が全て……まるで職人か何か、いや最も早はや言葉遣いも相まって軍人のようにも思えるな。

　そんな中で会長もせっせと書類の山を処理して行く。

「各部活の予算案は集計したけど、どうしても不満は出るでしょうね。各部活の対応には私が直接伺います。予想されるのはどの部になりますか？」

「野球、バスケは男女共に問題ないでしょう。しかし昨年から部員数が減っているサッカー部は県大会準優勝の実績もあり減額には不満が予想されます」

「他にも～一部文化部、漫研と美術部が怪しいですね～。コミケを実績として評価して良いのか怪しいですけど～……他の部は比較的大人しい人たちですし～」

　コミケを部の実績として上げる……オタクとしては気になるワードも上がるな……。

「漫研と美術部が実績として上げている活動内容ですが……何か問題でもあるのですか？」

　一見何でもないように振る舞っているけど、如月さんも気にはなっているよう。オタクならコミケは無視出来ないワードだろうし。

　如月さんの疑問に時任が眼鏡を光らせて即答する。

「連中は活動時間と、売り上げの余剰分を寄付する事で貢献としていますが、どうやら内容が未成年には不適切な書物であったようで、部活動として認可して良いのか微妙なのです」

　なる程、学生として不適切でも社会貢献をしている辺り判断に困っているワケか。

　両方の部活にも俺の友人はいるが、確か漫研は男子、美術部は女子が主で、どちらも12月には色々な意味で〝腐った死体〟だったのが記憶に新しい。

　如月さんは深い溜息を吐いた後、キリッとした目に戻り顔を上げる。

「分かりました。予想される部の資料を集めて置いてください。予算会議までに根回しをしておきますから」

　その姿は昨日見た本性を一切感じさせず、全校生徒が理想とする『カッコいい会長』を体現したかのようだ。

　…………俺もボーっとしている暇はないな。

　淀よどみなく仕事をこなす皆に何とか付いて行こうと俺も書類の束に立ち向かう事にした。




「良し終了、何とか終わりましたね。皆さんお疲れ様でした」

　数時間後、会長が言った瞬間生徒会室内に安あん堵どの溜息が漏れた。

「ふい～、や～っと終わったよ～」

「明日に持ち越す可能性もあったが、何とかなったな」

「や～れやれ、肩こるな～」

　思い思いに仕事から解放された達成感を味わっている。

　初日でほとんど内容の分からない俺は、ほとんど書類の枚数を数えて整頓する係だったけど、それでもやっぱり疲れたぜ。

　腕をグルグルと回していると山影が伸びをしながら話しかけてきた。

「お疲れさん、大変だったろ初の生徒会は」

「あんまり今日は役に立った気がしないけどな。悪いな、教えながらじゃ効率悪かったろ？」

「そんな事ないよ～。数える、揃そろえる作業をしてくれる人が一人でもいてくれれば～」

　俺が自虐的にそう言うと三千院がお疲れ気味のホッコリ笑顔でそう言ってくれる。

「まあ、まだまだである事は否めないが、それはこれから鍛えれば済むだろう。物にならんのなら代えれば済む事、副会長候補は大勢いるのだからな」

「お、お手柔らかに……」

　キラリと眼鏡を光らせる時任からは上司の気配が漂っていて、なにやら寒気を感じる。

　如月親衛隊筆頭、怒らせないように立ち回る必要があるだろうな。

「今は新規生徒会が発足したばかりだから事務作業などが多いですけど、もう少しすれば落ち着いてきますから。しばらくは頑張って下さい」

　キリッとした瞳でそう言うと会長はおもむろに立ち上がった。

「それでは本日は解散です。皆さん気をつけて帰ってください」







　さて、会長の号令で本日の生徒会活動は終了したワケで、本当であれば俺はこのまま校門を出て我が家へとチャリを走らせ帰るハズなのだが……。

　俺は帰る素振りを見せてから、再び生徒会室へと舞い戻っていた。


『15分後くらいに、またここで　如月』



　彼女とは昨日のうちに番号、アドレスの交換をしていた。

　当然だけど通話、メールオンリーのガラケーである彼女にラインなど出来るワケも無いから、連絡は一文のみのメールである。

「しかし……何で15分？」

　意味不明なタイムラグを不思議に思いつつドアをノックすると、予測通りの会長の声が返ってきた。

「どうぞ」

「しつれいしま……!?」

　俺は重厚な扉の向こうに佇たたずむ彼女の出いで立たちに絶句してしまった。

　絶対零度の女帝、才色兼備、文武両道、冷たい美しさを湛たたえた瞳は全校生徒の畏怖の念を一身に受け、規律の象徴とも言うべき彼女が……。

「あの[image: ][image: ]、何でジャージ？」

　輝かんばかりの笑顔で迎え入れてくれた彼女に、俺はどうしても確認するしかなかった。

　これから運動をするつもりなのか？

　それならば学校指定のジャージを着ていてもおかしい事は何も無い。

　たとえ既にレコーダー内蔵のテレビがスタンバッているからといっても、そのテレビの前に生徒会室の脇で物置になっていた安めのソファーが鎮座していても……。

　彼女がそんな……ソファーでだらだらするつもりなワケが……。

「新作アニメの鑑賞は楽な格好が正装、ジャージが一番望ましいって日向さんがおっしゃったじゃないですか」

「……言ったっけ？」

「はい！　更にコーラとポテトチップスがあれば最強であると」

　嬉き々きとして彼女が取り出したのはコーラが２本とポテチ（コンソメ味）、まるで獲物を自慢するかのように言う様に、俺は自分が昨日調子に乗って言った言葉を思い出す。

『アニメ鑑賞はジャージが正装、あくまで楽をする事を目指す』

『コーラとポテチの組み合わせがジャスティス！』

　そう言えばあの時、彼女は『自宅でだらしの無い姿など見せれば父に[image: ]られる』と前置きして、適当かつダメ過ぎる俺の持論を真剣な瞳で聞いていた。

　ニコニコとある意味得意気にも見える彼女からは〝疑い〟の感情は一切感じる事が出来ない。

　もしかして、俺はやらかしてしまったんじゃないか？

　家では厳しい躾しつけ、学校では『女帝』として常に隙の無い生活を送っていた彼女はある意味で『箱入り』の状態だったはずだ。

　何だろう……純白だった物を汚しているような、この罪悪感は。

「さあ、宴うたげを始めましょう！　今日は朝から楽しみで仕方が無かったんですから」

　しかし、そんな罪悪感も彼女の楽しげな子供のような、いや『絶対零度の女帝』などとは程遠い〝年相応の女の子〟と変わらない反応に吹っ飛ばされる。

　彼女が、会長が楽しそうなら、それで良いか。

「お～し……任せてもらいましょう。今日は新作の『機き獣じゆう剣けん鬼き』と『魔法少女』、それと異世界物を各種揃えてきましたけど……」

『機獣剣鬼』は歴史のある、最近はアルファベット表記が少なくなって来たロボットアニメの新作、平凡な少年がロボットを操縦して戦いに巻き込まれていくシリアスなストーリー。

『魔法少女』は今までも何度か話題に上がった日曜の朝、本来なら地元の民放でも見れるはずの愛と夢の魔法の力で平和を守るストーリー。

　放映時間を報道番組に邪魔される彼女にとっては、ＤＶＤの発売を待たなくては見られないから、結局リアルタイムでは見られないお宝。

　そして『異世界物』は結構な種類があるから、どれにしたものか。

　俺がそんな事を思っていると会長が食い付いてくる。

「ほ、本当に!?　異世界物って言うと、冒険者でも町から出ないアレですか？　それともシリアスな戦記物ですか？　もしかしてお料理で無双するあの？」

「ふ、ふ、ふ……全てはこの中に入っていますよ」

　俺がザックから外付けハードディスクを取り出して高々と掲げると、会長はまるで神々しい御ご神しん体たいを仰ぎ見るように瞳を輝かせる。

「凄すごいです、素晴らしいです！　早く見ましょう！　見せてください!!　ああでもどれから見れば良いのでしょう？」

　困ったとばかりに全く困ってない様子の彼女、こんな姿は校内で俺しか知らない事。

　皆が畏怖と尊敬、品行方正の象徴と勝手に祭り上げている『如月キサキ』がこんなにも可愛かわいく、そして楽しい人だなんて。

　俺だけが知っている、その事実に圧倒的な優越感と独り占めしたい気持ちが湧き上がって来るな。

「では……始めましょうか。会長、姿勢を正してはいけません。もっとラフに、かつだらしなく！　スカートじゃないから足を組んでも寝転がってもオッケーです!!」

「え、ええ!?　本当にそんな事しても良いのですか？」

「良いんです、今この場には俺たちしかいません。楽しくかつダラダラと鑑賞する事こそアニメ鑑賞の本道、さあ遠慮はいりません」

「え、ええ分かりました……それでは失礼します」

　何だかんだ言っても規律正しくを胸に生きて来た彼女にとっては少しハードルが高いのか、それでもオズオズと、安めのソファーにジャージで横になる。

　その仕草が……ジャージであるのに、大分残念な格好のはずなのに、彼女がやると……妙に……エロい。

「わ、これはクセになりそうで怖いですね……どうなさいました日向さん？」

「…………何でもないです」

　純白を汚す罪悪感、それが快感に傾きつつある俺は、鼻から逆流しそうになった赤き血潮を抑えつつ、ハードディスクを接続、アニメ再生をした。




　かくしてこの日から、俺『日向和也』と彼女『如月キサキ』の奇妙で楽しい日常が始まった。

　日中の学校内では前と同様に余り接点を持つことは無く、たまに顔を合わせる機会があってもあくまで『生徒会長』と『副会長』の立場としてのみ。

　放課後生徒会の業務を終えた後は二人でアニメ鑑賞をしたりゲームをする。

　無論生徒会の活動も毎日あるワケでも無いから、そういう日は放課後を丸々使える事になり……実質俺は放課後は毎日彼女と過ごす事になって……俺の中にあった彼女のイメージが、全校生徒と変わらない『絶対零度の女帝』から『如月さん』に移り変わるまで、そう時間は掛からなかった。

　そう……奇妙な関係とはいえ、コレは日常だった。

　高たか嶺ねの花はなと思っていた彼女の正体を知っても、そこから付き合いが多くなっても、俺の彼女を見る目がドンドン変わって行ったとしても……あくまでそれは日常の範はん疇ちゆうだった。

　……非日常は、ちょうど俺が彼女の事を『会長』から『如月さん』と、彼女にお願いされて呼ぶようになった頃、唐突にやって来た。







[image: 間章　とある声優からの指令]




　闇夜に閉ざされた深夜、一人の少女が儀式の如ごとく部屋の中をウロウロと歩き回る。

　何故なぜなら奴は同じ所に留とどまってはくれない、一度捕まえたと思ってもスルリと少女の手から逃れてしまう。

　しかし同時に捕まえた瞬間、彼女の耳に喝采にも似た音楽と美声が届く。

　…………手にしたラジオから。

「[image: ][image: ]…週間元気に…～…パーソナリティの…………ユイです。早速今日もリスナーのみんなからのメールを……お？　おハガキに[image: ][image: ]県って事は……ハンドル、じゃないペンネーム『Ｆ・Ｎフアイナル・ノイズ』ちゃん、いつもありがとうね」

　聞こえた美声とペンネームに少女は拳を握りガッツポーズになる。

「いや～私が声優になってからは大抵ハンドルネームだもんね。君のおハガキは古き良き日本の文化を思い出させてくれるよ、うんうん」

　嬉うれしくも照れくさく、少女は一人「いえいえ」と謙遜を呟つぶやく。

「さ～て、いつも通り立派な毛筆だよ。ユイ姉こんばんは、はいこんばんは～。今日はご報告があります。以前私には趣味を共有出来る友達がいないとご相談させていただきましたが、この度念願の友人が出来ました。おお良かったじゃない！　いや～文面からは大人しそうな人付き合いが苦手な娘こって感じだったから、お友達が出来るか、少し心配だったんだよね～」

　思わずラジオに向かってお礼を言おうとしてしまう少女だが、突然また電波が乱れて雑音が入り込んで来る。

　思わず外に目を向けるといつの間にか雨が降っている……天候のせいで電波が乱れるのは良くある事だ。

　しかし今は自分が送った文面の途中、ある程度聞こえなくても内容は把握できる。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……少しご相談……ありま[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。放……[image: ][image: ]緒に遊んだり、話をする機会が……ったと思うのですが、友……私の事……役職[image: ][image: ]呼ぶのです。同級生なので、ぜひ…～…～で呼んでいただきたいのですが、どうしたら[image: ][image: ][image: ]でしょうか。ユイ姉様、何なに卒とぞご助言お願いします……」

　そこで、急にラジオからの音声が途絶えた。

　だが少女がまたか？　と電波を求めてうろつこうとすると、悲鳴にも似た声が響いた。

「あ[image: ][image: ][image: ][image: ]も[image: ][image: ][image: ][image: ]なんなのこの娘!?　狙ってやってんじゃないでしょうね、可愛かわいすぎるでしょうが!!」

　しばらくの間ラジオから悶もだえているパーソナリティの声が聞こえ……恐らく日本中でただ一人少女は赤面していた。

「役職って、この娘確か学生さんだったよね？　って事は委員長とか何かなのかな？」

　当たらずとも遠からず、少女はユイ姉のニアミスに「さすがです」と賞賛を送る。

「お友達になったのに役職で、か～。だとしたら相手は名前呼びを失礼だと思っているのか、それとも奥手なのかな？」

　少女はユイ姉の推測に「そうかもしれない」と思案する。

「そうだね～。うん、いきなり下の名前はハードルが高いのかもね。君ならどう？　いきなり下の名前で呼べるかな？」

　少女は思わず唸うなってしまう。急に名前で呼ぶのは失礼に当たる……と言うより、やはり恥ずかしさが勝ってしまう。

「だから、まずは苗みよう字じで呼んでくれるようにお願いしてみるのはどうかな？　そこから段々と下の名前を呼んでもらえるように……」

　少女は思わず「なるほど」と手を打った。

「私はいつでも応援してるから、頑張ってね？」




「そうですね、うん。まずは苗字から名前に…………そして行く行くは呼び捨てで呼んでいただきたい……なんて」

　少女は思わず〝そうなった時〟を想像して一人顔を赤くした。







[image: 三章　三つの未来的な依頼]




　いつも通り内容が頭に入ってこない世界史が終わった休み時間、俺はクラスの男子連中と昨日のアニメの話で盛り上がっていた。

「やっぱ機獣剣鬼は鉄板だよな～。今期も秀逸の出来だ」

「しかし機動性を重視するのは大いに結構なのだが、敵側の機体が紙装甲なのが納得いかんとは思わんかね日ひ向なた殿？　主人公無双は程ほどで良いと思うのだが？」

「そうか？　俺は主人公がガンガン打ち落として行くのが良いけど？」

　そう言って口を挟んできたのは先週は魔法少女をディスって来たアイツ。

　どうやら男性オタクにありがちなロボット戦記物からの入学を果たしたようだな……ようこそ我われ等らの世界へ、新たな同志よ。

「それでは敵側になっているあの娘の死亡フラグが立ってしまうではないか！　ふおおお、毎週気が気ではないのだ!!」

「裏切りフラグがあれば良いね……」

　俺はここ最近『敵側にいる妹キャラ』の安否に一喜一憂している友人の肩を叩たたいた。

　ただ、俺の見立てではあのキャラは危険水域にあるんだよな～。

　中途半端に主人公と心を通わせた敵キャラは、早期に裏切ってくれないと最終的に〝主人公とバトル〟の流れになるからな。

　それは長年の同志である彼も肌で感じているようである。

　そんな事を考えていると不意にラインが入った。

　ここ最近の連絡相手は如月きさらぎさんが一番多いけど、ガラケーの彼女との連絡はあくまでメールオンリー。ラインという事は彼女では無い事になるが。

「だれだろう？」

　スマフォを取り出して確認してみると、差出人があまりに予想外な人物で驚いた。


『時とき任とう千ち鳥どり』



　ここ最近は放課後に顔を合わす事が多かったので、ある程度は認知してくれたようだけど、それでも生徒会に俺がいる事を、引いては会長の近くに男がいる事を納得していないようで、未いまだに敵意に満ちた視線をくれる眼鏡女子。

　その理屈で言えば山やま影かげだって男なのだけど、何故か『奴は俺とは別』とされている節がある……解げせん。

　そんな彼女からラインが届く事自体が意外だが……しかし内容はもっと意外だった。





時任『昼時、生徒会室集合』

まほ『了解～お弁当持ってくね～』

山影『ダチと約束してたけど、仕方ね～な。で？　今日のは裏か表か？』






　裏か表？　この３人は一体何を言っているんだ？

　俺の疑問を察知したように時任のラインが追加される。





時任『裏だ。しかし今日は新人を迎え入れるつもりだ』

まほ『え～！　今日!?』

山影『って事は実行可能な状況になったと考えて良いんだな？』

時任『その通り。既にこのライン自体を新人に送っているからそのつもりで』






　何だ……何なんだこのやり取りは？　何だか分からないけど隠語のような、３人の中では周知の何かがあるらしいけど……ここで言うラインを送った新人って、どう考えても。





時任『既読しているな日向和なご也や。貴君も昼食時に生徒会室に来い。重要な仕事に関する情報を伝える』






　一瞬生徒会の仕事か？　と思ったが、次の情報に俺は背筋が凍りつく思いがした。





時任『但しこの事は如月会長には内密に。彼女の秘密に関する事だから』






「!?」

　如月さんの秘密、俺の脳裏には彼女が隠したがっている『隠れオタク』である事しか浮かんでこない。

　彼女の秘密って……まさか、バレたのか!?





＊






「よく来てくれた日向。すまないな昼飯時に呼び出してしまって」

「……ダレ？」

　色々と予想と警戒をしていた俺だったのだが、呼び出された生徒会室で待っていた人物に思わず声が漏れてしまった。

　いや、顔形が違うワケでも服装や髪型が違うワケでも声が違うワケでもない。

　その人物が間違いなく俺の知る人物なのは確かなのに、思考の方が追いついて来ない……。

　俺の知っているその彼女は、如月会長が自分の意向と関係なく副会長に任命した俺の事を認めていなくて、いつも険悪な口調で見下していたはずだった。

　したがって、俺にこんな親しげな口調で『すまない』などと言うはずはないのに……相変わらず表情が動かないから余計に戸惑うし。

　しかし、目の前の女生徒が生徒会会計『時任千鳥』である事は事実のようだ。

「これまではすまなかったな。なにぶん如月親衛隊の筆頭の役ともなると皆の手前、『男は会長に近付くな』という態度を崩す事も出来ん」

　すまなそうに後頭部を搔かく彼女の言っている事が何一つ分からない。筆頭の役？　役って一体どう言う事だ？

　俺が色々と理解が追いつかない状態で立ち尽くしていると、隣で座っていた三さん千ぜん院いんが時任の額に軽くデコピンを入れた。

「こ～ら千鳥ちゃん？　説明が無さすぎ～。日向君混乱しているじゃない？」

「む、そうか？」

「お前さん、口調も表情も一切変わらないのに雰囲気が違いすぎるからな。俺だって未だに別人に見えるぞ？」

　あ、良かったコッチの２人はいつも通り……何だか少しだけ救われた気分になる。

「仕方があるまい。私とて好んであのような態度を取っていたワケでは無いのだ。私の任務の性質上、仕方が無いのでな」

　憮ぶ然ぜんとそういう彼女は確かに自然体で、決して無理をしているようには見えない。

　しかし今、彼女は何やら気になるワードを口にしたような。

「……なんだ任務って？」

「日向、これから私たちが話す事を驚かずに……いや〝呆あきれずに〟聞いて欲しいのだが」

「は？　な、何を？」

　珍妙な前置きをしてから、時任は至って真面目な顔で言う。

「我々３人、時任千鳥、三千院まほ、山影瑞みず樹きはこの時代の人間では無い。それぞれがある目的で時間を遡行してこの時代に辿たどり着いた未来人という事になる」

「………………ハイ？」

　俺はこの時耳を疑った。

　クソ真面目に時任が言った事は余りに珍妙で、彼女がおかしいのではなく自分の耳に異常が起こっている事をまず疑ってしまう。

　未来人？　今確かに彼女はそう言ったか？

「え…………ギャグ？　中２病設定的な??」

「はは……まーそういう反応になって当たり前だよな」

「当～然でしょ？　何の前置きも無く千鳥ちゃんがそんな事を言えばね～」

　苦笑しつつ、しかし全く否定しようとはしない２人の反応に……、これは〝時任千鳥の渾こん身しんの冗談〟なのだと一瞬で結論付けた。

　な～るほど。つまり何らかの事情でツンケンしていた時任が、俺の事を本当は歓迎してくれているという事を示す為ためのノリって事なんだな！

　そうなればこのノリに乗っからないのは失礼と言うものだろう。

「それは凄すごい！　タイムスリップの方法は『机の引き出し』か『車』か？　それとも薬っぽい奴を使って……」

　しかし俺が頑張って彼女のノリに乗っかろうとすると、時任はおもむろに自分の左腕に付けていた腕時計を押した。

「否定や肯定、言語で論じるのは時間のロスだ。手っ取り早く示す……起動」

「え？」

　表情を変えずに時任が言うと突然彼女の顔に透明なバイザーが現れ、更に彼女を囲む様に透明なキーボードと無数のディスプレイが現れだした。

　そして彼女は高速としか言いようのない動きで、目の前のキーボードを叩たたき始める。

　驚く俺を尻目に滝のようなプログラムが無数のディスプレイを流れて行く。

「え？　ええ!?」

「空間連結、仮想空間設定オーケー、ライブ中継を開始する」

　その瞬間、生徒会室に変化が現れた。

　業務用の棚やテーブル、それにパイプイスで構成された部屋だったはずなのに、まるでテレビのチャンネルを切り替えたかのように景色が変わった。

　いや、というより今別の部屋にワープしてしまったとしか思えない。

「こ、ここって……まさか!?」

「心配するな。これは君たちの時代で言う立体映像の発展した技術、実際には君は生徒会室にいるのだから」

「……いやしかし……ここってどう考えても……は!?」

　俺はその時、この世で最も見たくても見てはいけない神々しき存在を目にしてしまった。

「私は２１１８年、この時代からは丁度１００年先で『機械化文明』を発達させた未来から、任務の為時間を直接遡行した未来人。地球軍極東本部機械化歩兵部隊『フェニックス』所属、チドリ・トキトウ中尉であります……聞いているか？」

　時任が何やら言っているけど耳に入ってこない。

　何故なぜなら今まさに目の前で、昼飯で醬しよう油ゆでも跳ねたのか如月さんが着替えをしているのだ！

　ここからでは後ろ姿しか見えないが、スルスルとたくし上げられたブラウスから現れるのは、綺き麗れいなんてお決まりの美辞麗句では生ぬるいほど神々しく美し過ぎる背中。

　俺が見ている事など気が付く様子も無く（映像だから当たり前だが）、鼻歌交じりに代えのブラウスに袖を通して行く。

　しかし何時いつの世も諸行無常、彼女はあっと言う間に着替え終わり、何事も無く女子更衣室から出て行った。

　そう、生徒会室に投影された映像は女子更衣室だったのだ。
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「と、時任！　いきなり何てモノ見せるんだ貴様はありがとうございます！」

「ジックリタップリ凝視した後に、文句のように礼を言うとは、器用だな貴君」

　俺が詰め寄ると彼女は両手を上げて呆れたように言った。

「私の略歴を語るにはこの場に確実にいない会長の行動をトレースし、映し出すのが分かり易やすいと踏んだのだが……今のは完全にミステイクだったな」

「略歴……ああ」

　そうだった、彼女は〝手っ取り早く示す〟と言ったんだった。自分が何者であるかを。

　……映像が強烈過ぎて吹っ飛んでしまっていたが。

　そうしていると今度は周囲の景色が更衣室から渡り廊下へと変わった。

　またもや更衣室から出た如月さんが歩いている。

　時任が言った通り彼女の行動を追いかけているようだな。

「じゃあ次は私が自己紹介しましょうか。未来人としてね」

　そう言いつつ立ち上がったのは三千院。

　彼女はにこやかな表情のまま、おもむろに懐から一本のタクトを取り出した。

　いや、あれはタクトと言うよりも杖つえか？

「荒ぶる天空の支配者、我が命に従いて狂乱の暴風を顕現せよ」

　そうすると三千院はいつものユルフワなイメージからは想像も付かない硬質な口調で呪文のような文言を唱え始めた。

　同時に目の前に光で構成された魔法陣が現れる。

「な、なんだよそれ……」

　驚く俺には構わず、三千院は杖を振り下ろして唱えた。

「風王息吹シルフイード・ブレス！」

　瞬間、異変が起こった。この部屋ではなく如月さんが歩いている渡り廊下で。

『え？　ひゃ!!』

「うおおおお！」

　またもや俺の目は立体映像の如月さんに釘くぎ付づけになってしまう。

　渡り廊下に突如巻き起こった強風が彼女の鉄壁のカーテン（スカート）を易々と撥はね上げ、純白の聖域サンクチユアリを露あらわにしたのだ！

　慌ててスカートを押さえた彼女は、普段クールな顔を真っ赤にしてキョロキョロと周囲を見渡すとホッとした表情を浮かべた。

『良かった……誰も見ていないようですね』

　すみません、その場にいないけどガッツリと見てしまいました……ド正面で。

「ひゃ!!　って声も可愛かわいいけど～誰もいないのに恥ずかしがるあの娘こもポイント高いね～」

「そうだな。そんな彼女を目撃してしまった事に何とも言えない背徳感が……ってイカンイカン!!」

　罪悪感と共に湧き上がる感情を首を振ってなんとか振り払おうとするけど、二段重ねで畳み掛けられた脳内のピンク色はなかなか抜けそうに無かった。

「私は変身魔法は使えないけど他の魔法、特に天候操作が得意な魔法使いよ～。今から大体千年後の未来から独自開発した『時空人格憑ひよう依い』の魔法を使って～過去の自分の意識に入っているの～」

「へ？　過去の自分??」

「見た目はピッチピチの17歳だけど～実際は千歳越えのお婆ばあちゃんだから敬ってね～」

　魔法使い？　千歳??　情報量が多すぎて眩暈めまいがして来た。

　いやいやいや簡単に受け入れるな自分！　そんな事があるワケ無いじゃないか！

　普通ゲームやアニメじゃ設定は一つだ。

　多数の設定がある飽和状態は作品の方向性を見失う悪手であって、だからこそこんな設定の乱立がありえるワケが…………自分でも何を考えているのか分からなくなって来た。

　そして、お前もかと最後の一人・山影瑞樹を見ると、彼は困ったように両手を広げた。

「俺には２人のように分かり易い特技は無いなぁ……せいぜい」

　そういった瞬間、山影の顔面が〝割れた〟。

「は？」

　正直見た目が気色悪いんだが、それよりも見た事が信じられないと言うのが大きく、ガシャンと機械的な音を立てて左目の辺りが外側に展開して行くのを、黙って見ている事しか出来ない。

　目があった場所はレンズになっていて、数回動作を繰り返すと今度は右腕が半分に割れて、黒色の機械が展開して行く。

「この程度しかないな……自分のスマフォを見てみ？」

　目の前の状況をこの程度と言う奴を前に、最も早はや乾いた笑いしか出てこないが……しかし言われるままにスマフォを確認すると、待ち受け画面が如月さんの画像に変わっていた。

「こ、これは!!」

　それは決してエロいショットではない。

　だがさっき起こったハプニングを取り繕い、必死にクールぶろうとしているのが良く分かる絶妙なショットだ。

「俺は大体50年後の未来から、電子の世界を通じて過去に作り出されたアンドロイドだ。ちなみに先程２人が披露した特技の全ては俺の万能カメラによって録画済みなのだが……」

　こいつ……天才か!?




　３人の特技を見せ付けられた俺は、正直混乱していた。

　だってこんな非常事態は俺の今までの人生で一度も無かった……想定外な出来事で解決策が何一つ浮かんでこない。

「く……如月さんのセクシーショットが脳裏に焼き付いて離れない。放課後にどんな顔で彼女と会えば良いんだ……」

「そっちかよ」

「少～しで良いので、私たちの正体の方に比重を置いて欲しいんですけど～？」

「やかましい……見せたのはそっちだ。俺は悪くねぇ……」

　いや、ハッキリ言えば現実逃避だ。

　俺と如月さんを抜いた生徒会員全員が未来人だなんて言われて、その上否定の仕様が無い未来の技術を見せ付けられて……何と言うか現実感が無い。

　だからこそ、今こそ分かり易い現実に目を向けて精神の安定を図っている……彼女は、白だったんだ……！

「まあ良いではないか」

　そんな俺に助け舟を出してきたのは時任だった。

　如月親衛隊の筆頭である彼女だったら『会長を不ふ埒らちな目で見る輩やからは死あるのみ！』とか言いそうだと思っていたのに。

「若年者が異性を性的欲求の目で見てしまうのは自然な現象だ。何なら山影、先程の映像を彼に渡してやると良い。我々は早々に退室するゆえ、それを使って思う存分発散を……」

「お前本気で口調以外のキャラが違いすぎねーか!?」

　当初あった時任の真面目なイメージなどマッハで崩壊して行く。

　会長を敬うどころか使えって!?　真面目な顔と口調で何て事を言いやがる!!

「まあ、冗談はこの辺にしようぜ。昼休みが終わっちまう」

　そう良いながら山影はダルそうに伸びをする。

　こいつ本当にアンドロイドなのか？　さっき間違いなく体が展開するのを見たけど、見た目で継ぎ目は全く見えないし、何よりも仕草が人間臭い。

「そう言えば、お前等が未来人だってのは……まあ了解したけど、特技は全然違うのな。機械ってだけなら時任と山影が近いけど」

「ああ、それは当然だ。我々は３人とも『違う未来』から現代に遡行しているからな」

「……どういう事だ？　未来が別々に存在するとでも？」

　俺の疑問に時任は頷きつつ、再び空中にディスプレイを開いて見せる。ただし今回は一画面だけだが。

「並行世界というのは知っているか？　この時代ならシュレディンガーの猫の理論があると思うのだが」

　急に言われた事に面食らうが、脳裏のどこかにあるような……いつかどこかで見たアニメかゲームなどで聞いた覚えもあるような。

「え[image: ][image: ][image: ][image: ]っと？　違う行動一つで世界が枝分かれして行くみたいな……箱に入れた猫が生きてたり死んでたり……」

　俺が曖昧な知識でたどたどしく答えると、彼女は頷きつつディスプレイを指差した。

「ふむ、大まかに言えばそんな所だろうな……さて、ではこの四角形が現代だとしよう」

　ディスプレイに映った白い四角形を時任が示すと、そこから赤、黄、青に色付けされた線がそれぞれ延びて行って別々の四角形に繫つながる。

　……個人的にはノベルスゲームのフローチャートにしか見えんが。

「この〝今〟この時代で起こるある事を切っ掛けに、今後の未来は３つに分かれる事になるのだ。本来未来の分岐は自然と起こる事で、その事自体には特に問題は無いのだが」

　そこまで言われれば、さすがに俺もオープンオタクを自負する人間だ。任務と称して未来から現代に来たってんなら、おのずと観光で来たワケでは無い事が予想出来る。

「未来ってか、３つに分岐した未来で何か良く無い事でも起こるのか？」

　俺の予想に残念な事に３人が同時に頷うなずいて、時任が話し始めた。

「さすが、察しが良いな……その通りだ。まず我々の未来では、とある天才的ロボット工学の技術者が画期的な機構を開発した事により、いわゆる大型の人型ロボットを作り出し……貴君に分かりやすく言えば〝宇宙世紀〟的な世界になるのだ。分類上『機械化世界』と銘打ってはいるが」

「ロボットに宇宙世紀！」

　その言葉に俄が然ぜんテンションが上がってしまう。男子たるもの、ロボットアニメに熱を上げない方がおかしいだろう。

　しかし、時任はそんな俺を呆あきれたような目で見て話を続ける。

「急激に成長を遂げたロボット工学だが、世界的に兵器として開発されるまでにそう時間は掛からなかった。人類が搭乗可能なロボットを開発してから数年で、地球上全土で常に戦争が勃発するようになってしまった……」

「う……」

　そう言われてテンションは急下降する。

　確かにあのアニメだってロボットを使った戦争モノだ。当事者としてはたまったものじゃないだろうな。

　少し喜んでしまった事に申し訳なくなっていると、今度は三千院が話し出した。

「私の世界はね、さる考古学者が太古の魔導書を解読した事で現代に魔法を復活させるの。それから世界は魔法を使えて当たり前の世界になる。私たちは『魔法世界』って呼んでいるわ」

「魔法世界……」

　それも心躍る言葉なんだけど、さっきの戦争話の後では素直にテンションは上がらない。

　その予想は当たりのようで、三千院は表情を曇らせて見せる。

「千年後、私たちの世界では『召喚の儀』の失敗が元で現世と魔界が繫がってしまうの」

「ま、魔界……」

　聞くだに物騒な単語が。

「魔獣や魔族に比べて私たち人間は余りに脆ぜい弱じやく。人間は魔界の脅威に怯おびえながら生活しているのよ～」

　その口調にいつものユルフワ感が全く感じられない。

　彼女も辛つらい未来から決死の覚悟で現代に時間を遡行して来たのだろうか？

　そして最後に山影が語りだした。

「俺らの世界は……ある天才的生物学者が生物の細胞を活性化させるある物を発見した事が原因で、人類の大半が死に絶えてしまった世界だ」

「は……はあ!?」

　サラッと言われたが、山影が言う未来は３人の中でも一番悲惨に聞こえる。

　しかも彼が来た未来は50年後だと聞いた……この中で一番近い未来の話だ。

「分類上、俺は『終末世界』って呼んでる。その世界の生き残りが世界の命運を変える為ために電子世界を通じて過去に作り出したのが俺ってワケ」

　笑えねぇ……本人は苦笑いだが俺は全く笑えねぇ……。

　いや山影の『終末世界』だけじゃない、時任の『機械化世界』も三千院の『魔法世界』も、どの未来であっても俺は笑って受け入れる気にはならない。

「……とあるロボット工学の天才技術者、魔導書を解読した考古学者、ある天才的生物学者か……まさか!?」

　俺はその時、３人の話で原因になる何者かが必ずいる事に引っかかった。

「まさか……３人の破滅に向かう未来の原因は同じ人物によるものなのか？」

「やはり貴君は察しが良い。その通り、我々は各々の思惑は違えど分岐する未来を良い方向へ改変する為、抽象的に言えば未来を変える為に過去へと遡行したのだ」

　３人が共通して関わっている人物……そんなの、１人しかいないじゃないか！

「如月さんか？　如月キサキが今後未来を破滅に導くってのか？」

　思わず漏れた俺の呟つぶやきを否定してくれる者は誰一人いなかった。

　つまり、それが答えなのだろう。

「マジかよ……あんな良い娘こが世界を破滅させるだなんて……」

「断っておくが、彼女はあくまで最初の原因に過ぎない。我々が来た未来は３つとも、その後彼女の発見や開発を悪用し破滅を引き起こしたに過ぎん」

「その通り。包丁で殺人を犯した奴がいても、包丁を打った鍛か冶じ師しが悪いって事にはならないだろ？　結局は使い方でしかないからな」

　時任に続いて山影も『悪いのは彼女では無い』とフォローしてくれる。

　そう言われれば多少溜りゆう飲いんも下がるけど……だけどそうなると未来を変える為にこの３人は何をしようとしているのかが気になってくる……まさか!?

「お前等、まさか如月さんを!?」

　原因になる者を過去へと遡って抹殺する……物語としてはよくよく使われる展開だ。

　しかし咄とつ嗟さに警戒する俺をまるで予測していたとばかりに３人共苦笑を浮かべた。

「心配すんなって。俺らは元より彼女に危害を加えるつもりは無いし、そもそもやろうとしても絶対に不可能だから」

「？　どういう事だ」

「時空への介入ってなかなか出来る事じゃないのよ～。よく映画なんかで過去の自分を殺したら未来の自分も消える～みたいのがあるけど、実際にはそんな事をする人は最初から過去に飛べないの」

　説明が飲み込めず困惑していると、三千院がにこやかに解説してくれる。

「過去に飛べない？　タイムスリップには資格でもいるのか？」

「ま～似たようなもんね。時の流れ自体に拒否されるって感じかな？　例えば私なら魔法が失敗するし、千鳥ちゃんならタイムマシンが故障して次元の狭はざ間まに飛ばされるし、瑞樹君ならそもそも現代に製作される事が無理になるわ～」

「無理矢理変えようとする者は関わる事が出来ないのか。時の流れには意思でもあんのか？」

　俺の率直な疑問に時任は頷いて見せた。

「そのような解釈で研究している輩やからもいるが、単純に時の流れはそれ程強固であり、しかも再生能力が高い。仮に私が会長に危害を加えようとすれば、その行動は確実に失敗し私自身がどうなるか、見当も付かないな」

　つまり、３人共が過去で何かを起こそうとする事はしたくても不可能って事らしい。

「だからこそ、我々は直接的な介入は何一つ出来ない」

　時任が不満げな顔で眼鏡をクイッと持ち上げた。

「直接的って？」

「具体的に言えば、直接如月会長に今後の未来について真実を語り、自分たちの思惑通りに彼女を動かす……などだな」

　あ、そうか。それが出来るなら最初から本人に直接伝えればそれで済むものな。

　物語的にはネタバレエンドっぽいけど。

「でも、直接的な介入が出来ないならお前等は何の為に過去に遡行したんだよ？　ワザワザ生徒会役員にまでなってさ」

　俺がそう言うと、３人とも居住まいを正して俺へと視線を向けた……な、なんだよ。

「並行世界、時の流れ、未来を決定付ける重要な分岐に関わる存在を総じて『特異点』と呼ぶ。この場合は『如月キサキ』だ」

「本来なら～誰にも変えられない『特異点』が作り出す分岐だけど～、特異点に介入が出来て未来へ修正をかける事が可能な対になる存在があるの」

「それこそが改編者ナビゲーター、この時代における特異点『如月キサキ』の対になる改編者はたった一人しか存在しない……お前の事だ日向和也」

「…………ハ？」

　非日常的なドラマのキャストの中、いきなり出て来た自分の名前に間抜けな声が漏れた。

　今、なんつった？

「は、ははは……何言ってんの？　そんなアニメじゃあるまいし……俺にそんな特殊能力が備わっているとでも？」

「特異点たる存在を修正出来る改編者に特別な異能など必要ないのだ。敢あえて言うなら『特異点を心変わりさせる才能』と言えば、それが特殊な異能だが」

　冷静に俺の特殊能力を否定してくれる時任だが、正直言ってその辺については今更期待していなかった……全く、とは言わないけど。

　それよりももっと大変な事を言わなかったか？

「待て、ちょっと待ってくれ！　特異点の心変わりをさせるって、直訳すれば俺に彼女の行く末に口出しでもしろって言ってんのか!?　『絶対零度の女帝』に!?」

　自分で口にしていて更に大それた事だと気が付く。

　つまり未来人たちの言い分では『未来の為に如月さんの進路に口出ししろ』って事だろ。

　出来るワケねーだろ、そんなの!!

「無理だって、彼女の人生は彼女が決めるべきだろ。俺なんかが口出しして良い事じゃ……」

　しかし俺が慌てて否定していると、三千院が短く息を吐はいた。

「……あんまり言いたくなかったけどね。魔族に蹂じゆう躙りんされる私の世界では伝説の『始祖の魔導師』は自らが魔導の技を復活させた事を生涯悔いていたわ」

「う……」

　いつものフンワリした口調を無くし、語る三千院の表情は暗い。

「我が世界も同様、元々真面目で優しい気質の彼女は〝自分は戦争の兵器の為にロボットを作り出した覚えは無い〟と常に言っていたそうだ」

「……………」

　眼鏡が反射して表情が見えないが、時任が不愉快である事は伝わってくる。

「俺の世界の彼女は〝ソレ〟を発見したもののいち早くその危険性に思い至り、研究結果をその物ごと全て焼却処分しようとした……が金と名誉に目が眩くらんだ連中に、殺害される」

「何だって殺害!?　マジかよ!!」

　不穏すぎる言葉に思わず詰め寄ると、山影は真剣な顔で頷いて見せた。

「マジだ。幾ら人間じゃないからって、人の死について虚言吐けるようには出来てないぜ、俺は」

　何て事だよ……如月さんが原因になった事で破滅が待つ未来が３つもある、っていうのは俺には結構どうでも良かった。

　一番の問題は『このままだと如月さんが確実に不幸になる』って事だ。

　それは……オタ友として認めるワケには行かない。

　友が後悔する未来を回避出来ると言うのなら……。

「分かった……彼女が不幸になる未来。ソイツを回避出来るのなら、協力しようじゃないか！」

　俺がそう決意すると、３人の間で明らかにホッとした空気が流れた。

　俺にとってはあくまで俺個人の心情でしかないけど、彼等は己おのが世界の命運をかけての任務だものな。

「でも、如月さんが嫌がったり不快に思うような事には協力出来ないからな」

　それでもそこだけは絶対に譲れない。たとえ世界の命運がかかっていても彼女を裏切るような真似まねだけはしたくないからな。

　しかし俺の言葉に時任が眼鏡を光らせた。

「それは間違いなく大丈夫だ。君らが不快な思いをする事など皆無である事を約束しよう。むしろ物もの凄すごく気持ちよく……」

「いやぁ良かったぜ！　俺ら未来人は改編者を通じてしか特異点に介入する事は出来ないからなああ!!」

　明らかに時任の言葉をぶった切るタイミングで山影が割り込んで来た。

　何だ？　今、時任は何を言おうとしたんだ？

　その辺りを確認しようとしても曖昧な笑顔で誤ご魔ま化かされた。当事者である時任すら「確かに今言うべきではないな」と口をつぐんでしまう。本当に何なんだ？

　これ以上追及しても口を割りそうに無いので、俺は今後について聞く事にする。

「じゃあ……とにかく聞いて置きたいけど、俺は今後どんな風に如月さんに関われば良いんだ？　今のところ俺は彼女の志望校すら知らないんだが」

「いや、彼女が未来に影響を及ぼすのは厳密には進路が原因では無い。そこに至るまでが最大の原因と言うか……な」

　しかしそこに至って、今まで理路整然と真面目な口調で余計な事から下世話な事まで喋しやべっていた時任が言いよどんだ。

「彼女は貴君の目から見て、いわゆる20～30年前の地方オタクの状態であろう？」

「ん？　ああそうだけど？　なんだよいきなり」

「彼女は成績優秀であるし、しかも生徒会長の肩書きもある。このまま進めば危なげなく都心の大学に進学する……ここまでは良いか？」

「……だろうな。如月さんの学力で落ちる想像が出来ない」

　本人はやたらと内申を気にしていたけどな。

「大学へ進学した彼女は一人暮らしを始める。そしてコレまでのような土地柄、家柄、更には友人関係をも全く気にする事無くアニメ、ゲームを楽しむようになる」

　それも想像できる。

　地元を離れて自分のキャラを知る者がいない都心、今まで我慢に我慢を重ねて来た彼女がはっちゃける姿が容易に想像出来る。『文○放送がお昼に聞こえます！』って感涙する姿も。

「それが、どうかしたのか？」

　そうすると、時任、三千院、山影の３人が渋い顔を作り、何やら押し付けあう動作を見せた後、結局押し付けられた時任が渋々口を開いた。

「…………全ての抑圧から解放された会長が、今後何にはまるかによって、未来は分岐する」

「…………………………何だと？」

「会長が上京して、ロボットアニメにはまれば我々の『機械化世界』、魔法的なアニメにはまれば『魔法世界』、ガンシューティングゲームにはまれば『終末世界』へ未来が分岐する」

　ゴン！　俺はそのあんまりな未来予想図にテーブルにしたたか頭を打ってしまった。

「真面目に言ってんのかよ未来人ども!?」

　途端にさっきまでのシリアスな時間を返して欲しい気分になる。

「だから先刻前置きしたであろう〝呆れないで聞いてくれ〟と」

「あのくだりはまだ続いてたんかい……」

　てっきり３人が未来人の辺りで終わったと思っていたのに……まさかそれ以上に脱力ポイントが待っているとは。

「あはは～呆れるのも無理ないけどね～。おでこ大丈夫？」

「ああ、何とか」

　心配してくれる三千院と他２人も若干苦笑いな辺り、みんな同じ気分なんだろうな。

「貴君に我々が願いたいのはただ一つ、大学進学後に如月キサキが暴走せぬよう、高校時代から調整役を担っていただきたいのだ」

「調整役？　具体的にどうしろと？」

　何だか一気に疲れた気分だが、何とか時任の言葉に反応する。

「そんなに難しく考える事は無い。特殊な環境下、好きな事を抑圧された如月キサキが今後未来の破滅の原因となるのだから抑圧されていない状態を作れば良い……ようするに今までと同じように〝放課後のオタ友〟を続けてくれれば良いのだ」

「私たちは用事のある時だけ声掛けるくらいだから～２人の時間を邪魔する事は無いよ～」

「逆に何かあればいつでも話してくれ。何か協力出来る事もあるかもしれないからな」

「はあ」

　なんだかもうテンションの上下が激しすぎて、この時の俺は最も早はや生返事をすることしか出来なかった。
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「さてと……ひとまず特異点と改編者の邂かい逅こうの誘導、並びに改編者への協力要請は成功したと見て良さそうだが……」

「ま～成功でしょ、元々の相性はバッチリだもんあの２人。千鳥ちゃんの『確率誘導』と私の『精神魔法』で誘導しても、その後は勝手に仲良くしてるもん」

「まさかアニメ雑誌を抜き取られて放課後教室に戻されて、拾った会長の生徒手帳を生徒会室に届けるように『精神魔法』が自分にかかっていた……なんて気が付かないだろうな」

　日向が生徒会室から一人退室すると、３人の未来人は速攻で〝日向には聞かせられない話〟を始める。そもそもの会長との出会いの日すら３人の仕業である事など。

「しっかし……そっちは良いとしても他は大丈夫かね？　協力を約束してくれたのは良いけど、何だかんだ責任感は強そうじゃね？　あんまり気負われても……」

　腕を頭の後ろで組んで背伸びをする山影に時任は頷うなずいてみせる。

「だが、あまり詳しく教えるワケにも行くまい。本当に気負ってしまうだろうし、何よりもそこまでは介入出来そうにないからな……我々の真の目的の為ためには」

「特異点と改編者、共にありて時流は凪なぎとなる……か」

　山影は三千院に教えてもらった『魔法世界』の時空魔法の一文を口にした。

「キサちゃんと日向君が、将来的にも仲良くしてくれていれば私たちの目的は達成なのよね～」

　三千院がそう口にすると時任は「ふむ」と一息ついて、眼鏡をキラリと光らせた。

「一度、私に任せてもらっても良いだろうか？」

「構わないけど、何か良い考えでもあるのか？」

「なに、ここは一つ極東本部機械化歩兵部隊『フェニックス』、『確率の魔神』の本領発揮をさせてもらおうかと思ってな」

　そう言うと時任は真面目な表情の口角を僅かに上げた。

「性根が生真面目な二人だ。既成事実さえ一度でもあれば……ククク……」
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「眠い……」

　気を抜くと閉じてしまいそうな瞼まぶたを必死にこじ開けつつ校門を抜けると、広がっているのはいつも通り同級生たちの元気一杯の姿。

　その様を目にして理不尽な怒りがこみ上げてくる、俺はこんなに眠いというのに！

　……自分でも最悪な八つ当たりである事は理解しているけどな。

　でも昨日は一睡も出来なかったんだ。

　生徒会役員の３人から聞かされた非現実的な話が強烈過ぎて……。

　あの３人の話をまとめると、今後如月きさらぎさんは放っておくと世界を破滅する原因を３つ作る可能性があり、そしてそれは卒業後に彼女が何のアニメやゲームにはまるかによって決まる。

　未来人は過去に直接の介入は出来ない、出来るのはこの時代の『改編者ナビゲーター』の俺だけ。

　真面目に考えるのがバカ臭くなってくる話だが、連中が各々見せた未来的な技術は本物だった。冗談にしか聞こえないのに冗談で済ませてもらえない。

　いっそ昨日の事実を夢だと思いたいが、チラリと目に入るスマフォの待ち受けには写真家山やま影かげ先生による芸術作品が残っている。夢ではない。

「しかし、調整役をやってくれって言われてもな～」

　連中には〝今まで通りオタ友を続けてくれ〟としか言われなかったけど、だからと言ってこのまま何もしないで、聞かされた３つの未来に向かってしまったらと思うと……な。

　真っ先に思いつくのは彼女にそっち方面の趣味を辞めてもらう事だが、それはどう考えても良いアイディアには思えない。

　見たいアニメを見れないという、鬱屈した精神が彼女を卒業後に暴走させる、そう３人は言っていたのだから、逆効果にしかならないだろうな。

　そもそも俺自身がそんな残酷な事、出来そうにない。

　じゃあ挙げられたアニメやゲームを避けて、違うジャンルにはまるよう誘導してはどうか？　とも考えたが……卒業後という事を考えればそれも無理がある。

　現在情報断ち状態の実家暮らしだから手が出し難にくいだけで、卒業後の一人暮らしになればそんな制限なんて存在しないからな。

　そんな事を悶もん々もんと考え続けていたら……朝になっていた。

　しかし、人類の未来がかかっていますって言われているのに何なのだろうか、この徒労感と残念感……真面目に考えれば考える程に不毛な感覚が。

「おはようございます日ひ向なた副会長。何やら眠そうですね」

　そんな絶不調に欠伸あくびを嚙かみ殺ころしながら校舎を目指す俺の背後から聞こえる澄んだ美声。

　振り返ると今日も凛りんとして美しい生徒会長如月さんが、親衛隊を引き連れて立っていた。

　それは前なら畏怖を感じて早々に道を開けていた美貌だったのに、今となっては友達の微笑にしか見えず……自然と笑みが浮かんでくる。

「あ、おはよう如月さん。昨日は見たい番組が深夜にあったから」

　まさか本当の事を言うワケにも行かないから、俺は自分が一番やりそうな事を言って適当に取り繕った。

　だけど如月さんの瞳が若干不機嫌そうに歪ゆがむ。

「……感心しませんね。生徒の模範となるべき生徒会役員、しかも貴方あなたは私に次ぐ立場の副会長。そんな貴方が寝不足とは……鑑賞は録画して後で見れば良いでしょう？」

　キリッとした瞳で俺を嗜たしなめる如月さんに追従して、取り巻きの親衛隊たちも「その通りだ」「やはりコイツが副会長など……」と言う。

　だけど、取り巻きの連中は〝一人を除いて〟気が付いていないだろうな。

　如月さんが俺に言ったのは注意じゃなく、実態は『先に深夜アニメを見るなんてズルイです。録画して後で一緒に見ましょう』だという事に。

　そうこうしていると如月さんは校舎の方へと歩みだし、彼女に追従する親衛隊の中の一人、時とき任とうがジロリと睨にらんだ。

「オス……」

「気安く会長に話しかけるな。全く、なにゆえにコイツが……」

　吐き捨てるようにそう言うと、仲間たちも同意だと各々睨み付けて歩み去って行く。

　……何と言うか、あいつも昨日素の状態で話したせいか、他の連中に比べて罵倒や蔑さげすみがメチャクチャ白々しく思える。

「立場の維持の為にキャラを使い分けるのも大変そうだな～」

　俺は心の中で密ひそかに敬礼をして、今日の午前中は絶対に睡眠を取る決意を固めていた。
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　結論、結局放課後に至るまでに俺の睡眠不足が解消される事は無かった。

　こういう日に限って何故なぜか厳しめな教師の授業が多く、そして俺が副会長に任命されたせいか教師たちから妙な注目もあったらしく、授業をサボって眠る隙が全く無かったのだ。

　では休み時間や昼休みに幾らか睡眠時間を取ろうと思っていたけど、そこでも何故か邪魔が入った。

「いや～まさかお前がそんなに格闘技に興味があったなんて知らなかったよ」と、休み時間俺にしきりに話しかけて来たのはクラスの格闘マニア。

　俺は興味があるなんて一度も言った事が無いのに、奴は延々とプロレスの凄すごさと技の数々、有名選手の逸話やベストバウトを語って俺の睡眠時間を削ってくれた。

　何でもクラスで格闘、特にプロレスに興味を持ってくれる奴がいなかったと嬉き々きとして語るので無む下げにも出来ず……結局一睡もする事無く放課後を迎えてしまった。

　……クッソ眠い。

　幸いだったのは今日は生徒会の仕事が無いって事だ。

　コレに加えて書類仕事なんかやった日にはぶっ倒れるかもしれん……じゃなくても誤字脱字、計算ミスのオンパレードになる事必至だ。

　そうなると、放課後を丸々使えるこんな日は、早々に教室から移動した如月さんヒナが生徒会室巣で新作アニメエサを待っているはずだ。

　く……一瞬ヒナの格好をした如月さんを思い浮かべてしまった……イカンイカン。

　外見のイメージからは想像もしていなかったけど、如月さんは俺が言った事を結構鵜う吞のみにする。最初にジャージを着て待っていたのなんか典型だろうし、下手をすれば今想像したヒナのコスプレすらしてくれる気がする。

　案外天然なんだろうか？

　そんな失礼な事を思いつつ、俺は生徒会室の鍵を取り出す。

　この鍵は生徒会役員になったと同時に渡された物で、基本的に一般生徒は生徒会室に立ち入る事を禁じられている。だからこそ、ここが放課後如月さんの城になっていたのだ。

　俺が最初に目撃した時は、単純に油断していた彼女が鍵を掛け忘れていたようだけど、それ以来彼女は相当厳重に施錠を確認しているみたいだ。

「失礼しまーす。如月さんもう来てますか？」

『あ、日向さん、もう来てますよ』

　ノックすると、ここ以外では絶対に聞く事がない如月さんの弾んだ声が中から聞こえて来た。

　どうやら今日も楽しみにしていてくれたようだな。

　未来だの何だの、諸々は取とり敢あえず脇に置いておいて今日は今日で彼女が喜んでくれれば良いか……と思って、俺は生徒会室の扉を開き……。

「お待ちしてましたよ日向さん」

　中にいた存在を目にして……静かに扉を閉めてしまった。

　……今、俺は何を目撃した？

　扉の先に佇たたずむ奇跡の存在があまりに眩まぶし過ぎて、直視が出来なかった。

『あの……日向さん？』

「あ、いえ、その……」

　混乱する俺に扉の向こうから如月さんの恥ずかしそうな、それでいて自信の無さそうな声が聞こえてくる。

　その声は彼女の心情を表していると同時に、俺がさっき目撃した光景が幻覚の類では無い事に確信を与える。

　恐る恐る、俺は再び扉を開けて……そこに存在する奇跡を目の当たりにした。

「………………ハヒ？」

　あまりの事態に自分でもワケの分からない声が漏れ出る。

　そこにいるのは如月さんだ、それに間違いは無い。

　しかし何故だ、何故彼女は今、ＦＦ７のティ○ァのコスプレをしているんだ!?

　あのゲームの中の女性キャラの中でも一番ピッタリとした薄手の服を着たあの幼おさな馴な染じみキャラは、とにかく体のラインがハッキリと見える。

　そんな服を着る彼女は普段は凛としてクールな瞳を恥ずかしそうに下に向けてモジモジしているけど、ハッキリ言ってそれもポイントが高い！

　ってか銀髪以外ほぼそのまんまと言っても良いくらいだ。

　同時に大変な事実も発覚する。不可抗力ながら先日彼女の着替えを目撃してしまった俺だが、その時見たのは美しき背中のみ、だからこそ気が付けなかった事実。

　ピッタリとした衣装の彼女は、その事実を白日の元に晒さらしていたのだ！

　如月さん……まさかの隠れ巨乳!?

「あの……似合いませんよね、やはり」

「!?」

　ブンブンブンブン……俺は首が捻ねじ切きれる勢いで左右に振りまくる。

　似合わないだと？　とんでもない!!　これ以上に似合う人を俺は目撃した事がない[image: ]

　出来れば写真に撮りたい！　いっその事持ち帰って抱き枕に……ゲフンゲフン。

　咄とつ嗟さにスマフォを構えかけた自分の右腕を何とか押おし留とどめる……静まれ我が右腕！

「そ、それにしても如月さん、何故そんな格好を？」

　以前彼女がジャージを着ていたのは完全に俺の言動が原因だったが、今回に関しては俺は一つも関わっていないと断言出来る。

　言えばコスプレしてくれるんじゃないかな～とは考えたけどさ。

　だが俺の質問に如月さんは不思議そうに小首を傾かしげた。

「放課後、生徒会室に来たらこの服が置いてあったからですけど？」

「え？」

　彼女の言葉に理解が出来ない不穏な物が含まれる。

「何かと思って手に取ってみればティ○ァのコスプレ衣装でしたので、生徒会でコレを持っているとしたら日向さんかなと思ったんです」

　女性物のコスプレを男性が所持していて、しかも学校に持ってくる……何と言うか、普通であれば相当上級なキモオタって事になりそうな誤解ですけど!?

　幸いにも彼女はそうは思わなかったみたいだけど。

「それで以前日向さんおっしゃってたじゃないですか、あのゲームで一番好きなのはこのキャラだって。だからコレは私に着て欲しいという事かと」

「ちょちょちょ!?　待とうか如月さん!?」

　違うわ！　どんな上級者だそれは!!

　生徒会室にゲームのコスプレ＝俺って考えるのは如月さん的には自然かも知れないけど、だからって何故着る!?

「私は色々と日向さんにして頂いているのに、私は何もしていませんでしたから。何でもすると言いましたし」

「いや、そんなに気にすることじゃ……」

「それに……最高のおもてなしは相手が喜ぶ雰囲気を作る事から。諸外国の方をもてなす為ために民族の衣装で接待する事は基本、礼を尽くしたい相手の喜ぶ衣装を纏まとう事は重要だと教わりましたから」

　……ん？　何だその理路整然とした言語での説明は……まさか。

「如月さん、ソレを教えてくれたのって……」

「会計の時任さんですよ？」

　謎は……ってか犯人は分かった。この状況を作り出したのは時任しかいない！

　奴が如月さんがコスプレするように誘導しやがったんだ!!

　良く見てみればコスプレ衣装だって格闘キャラのグローブやブーツ、ベルトに至るまで細部が非常に細かく再現されていて無駄に完成度が高すぎる。

　何をどうしたのかは分からないけど、未来的な技術で作成した代物なのは間違いないだろう。

　昨日の立体映像といい、未来技術を無駄な方向に使いやがって……。

「あれ？　もしかしてコレは日向さんのご希望では無かったのでしょうか？　そう思ったので着たのですけど……」

　不安そうに言う如月さんに、俺は考える。

　自身の自尊心を守る事を考えるなら真実を伝えるべきだ。コレは俺が用意した物では無く、俺は自分好みのコスプレをさせたいタイプの男では無いのだと。

　そうだ、そうすれば俺も最低限度デッドラインを超えなくても済むかもしれない。

　ここは……真実を語るべきだ！

　そう思って彼女の姿を視界に納める……。

　でも、ここで真実を告げたら……彼女のコスプレは二度と見れないだろうな……。

　瞬間、俺の脳内で激しくも長い葛藤が繰り広げられた。

　己の自尊心を守るのか、それとも……。

　長く、余りにも長い戦いは…………０・１秒も続いた。

「うん俺の予想通り、如月さんにはバッチリ似合いますね！　ぜひとも写真に納めたいんですが、良いですか？」

　俺は目の前の奇跡を永遠の物にする為に、自尊心を紙かみ屑くずの如ごとく放り投げた。

　この奇跡、この感動の前に〝女性物の衣装を学校に持ってくる猛も者さ〟の汚名など瑣さ末まつな事、甘んじて受けて立とうではないか!!

「しゃ、写真はちょっと恥ずかしいです……一枚だけですよ？」

　俺が自分の仕業である事を認めると、彼女はホッとした表情でそう言った。

　そうだ……俺のじゃないという事になれば、それはオタバレの可能性が考えられるものな。

　そう考えると、俺にはここで認める以外の選択肢が無かったって事だ。

　おのれ、あの眼鏡っ娘こ！　後で文句言ってからジュース奢おごってやる!!

　それから俺がいつも通り外部ハードディスクを取り付けている間、如月さんはいつもの安っぽいソファーに腰掛ける。

　タイトなスカートのせいで姿勢を気にする仕草がなんとも……。

「今日は何を持って来て下さったのです？」

「今日は……昨日の深夜にやっていた奴を４本ほど。一応格闘アニメも含まれていますけど……如月さんの好みですか？」

　アニメの中でも基本的に戦いメインの物は総じて女子受けが悪い事が多い。

　特に今日持って来たアニメは本格的格闘技を売りにしているから、作中でも妙に解説が多くて興味の無い人は全く見る気がしない類だ。

　でも一応聞いてみると如月さんはニッコリと笑って見せた。

「大丈夫ですよ。私はこれでも一応道場の娘ですから、世紀末でも超人プロレスでも何でも行けます」

　そう言えばそうだったな……格闘キャラのコスプレが似合うワケだよ。

　それからはいつもの鑑賞会が始まる。最初のうちはどうなるかと思ったけど、始まってしまえばいつも通りだ。

　……多少俺の如月さんをチラ見する回数が多いのは否めないけど。

　そしてしばらくして、４本目で件くだんの格闘アニメに差し掛かったワケだが……この頃になると俺は段々と眠気に支配され始めていた。

　昨夜の寝不足が原因なのは分かっているが、付け加えて昼間散々聞かされた格闘うんちくが原因で眠気を加速させて行く。

　ついでに俺はこのアニメを一度見ている……。

「眠そうですね日向さん。もしかしてこれも昨夜見た番組なのです？」

「あ～、ま～そうですね」

「もう、だから録画したのを放課後私と一緒に見ていただければ寝不足になる事も無いのに」

　……やっぱり朝の注意はそういう意味だったのか。

　そんな事を話しているうちに画面のアニメはドンドン話が進んで行き……主人公が敵と一騎打ちする場面になる。

　打撃主体だった戦いが組み技に移行、主人公が敵に背後を取られて腕で首を締め付ける〝チョークスリーパー〟を食らう。

『ぐあああああああ!?』

『へへへ……ここが貴様の墓場となるのだ』

　だが余裕を見せた瞬間、隙を突いて技から逃れた主人公が一気に敵を引き倒し、前面で相手の頭を締め付ける技に移行する。

『グガガガガガ……』

　苦く悶もんの表情を浮かべる画面の敵役、俺はそんな場面に思わず呟つぶやいていた。

「この技って……そんなに効くのかな？」

「え？」

「あれって何でしたっけ？　フロントヘッドロックでしたか？」

「そうですね……技名は色々競技によって違いますけど、プロレスの技としてはそう呼ばれる技ですね」

　さすがは柔術道場の娘、その辺の事は熟知しているようだ。

「食らった事が無いから分からないですけど、アニメでやってるほど痛いのかな～って」

「む？　どうしてそう思うのです？」

「いや……プロレスって過分に演技が入っているって聞いたから……もしかしたら大した事ないんじゃないかな～とか……」

　普段であればこんな事は絶対言わないはずなのに、しかし今日の俺は疲労と寝不足が相まって、散々格闘うんちくに昼寝を邪魔されたせいか格闘技に辟へき易えきしていたようで、ついそんな事を口走っていた。

　如月さんが格闘技を修める者だという事も忘れて……。

「……でしたら、一度試してご覧になります？」

　ニッコリと笑う彼女だが、目は冷気を湛たたえていて……笑っていない。

　あれ？　怒ってる？

「いや、ソレは遠慮……」

「そう言わず、百聞は一見にしかずと言いますし」

　そう言って立ち上がった彼女は流れるような動きで、すでに俺の背後に回っていた。

　速いとかそういう問題じゃない。目の前で動いていたのは分かっているのに、何一つとして対処が出来なかった。

「え？　ちょっとま……」

「まずはコレがチョークスリーパーです！　背後から首を極きめる事で絞め落とす危険な技」

「ぐえ!?」

　蛇の如くスルリと彼女の腕が俺の首に絡んだと思うと、一気に絞まった。

　多分加減してくれているようで〝少し苦しい〟程度で済んでいるけど……しかしそれ以上に大問題が発生していた。

　チョークスリーパーは背後から腕を使い首を極める技、当然相手の背後に体の全面を密着させる必要がある。

　結果、ヘソ出しの極めて薄着であるキャラのコスプレをした彼女の偉大な双丘が、俺の後頭部に押し付けられる事に!!

『ふお!?』俺の全神経が後頭部のみに集中する。

　84、85……バ、バカな!?　まだ上がるだと!?

「本来これは気の流れだけでなく血流すら止めて、瞬時に相手を絞め落とす荒業です。今は多少加減をしていますが」

　如月さんが丁寧に解説してくれているけど聞く事が出来ない。聴覚に集中出来ない程、背後の『大きい、柔らかい、温かい』という神経伝達情報は狂暴なのだ！

　しかしその脅威は突然終わる。同時に息苦しさも無くなり彼女が技を解いた事が分かる。

　安心感と共に去来する喪失感……しかし彼女の攻撃はコレで終わりでは無かった。

　またもや流れるような動きでグルリと俺を支点にして前方に回り込むと、今度はソファーの上で俺の頭を脇で抱えるように……ってまさか!?

「そしてこれが、フロントヘッドロックです！」

「ふおおお!?」

　絞め上げと共に後頭部と首を中心に激痛が走る。

「どうですか？　これも本来は瞬時に相手の首を捻り折ってしまう危険な技なんですよ？　これを痛いだけで済ますプロレスラーの方々は凄すごいと思いません？」

　しかしまたしても、如月さんの解説は俺には聞こえない。

　聞こえるワケが無い。

　激痛と息苦しさ……それ以上に大変な事が起こっているのだ！

　右腕で抱えられた俺の頭は如月さんの前面で極められている。

　つまり俺の顔面は彼女の偉大な箇所に押し付けられているワケで……今度は顔面の全てに神経が集中してしまう。

　いや、今度は触覚だけじゃない。今度は彼女に密着した事でなんとも言えないイイ匂いすら…………激痛と呼吸困難、このままでは幾ら加減してくれていても危険だ！

「どうです？　ギブアップですか？」

「ま……まだまだ……」

　しかし男としての本能が、ギブアップを拒否している！

　限界なのに外して欲しくない……既に限界なのに男であればある程抜け出せない!?　何と言う恐ろしい技なんだ!!

　普段の彼女ならこんな事はしないだろうに、格闘技として考えると密着しても気にしないのだろうか？

「意外に粘りますね。降参です？」

「く……全然、余裕……」

　マズイ……意識が……本格的に……このまま逝けるならそれも本望な気がして来た。

　父よ母よ妹よ……先立つ不幸お許しください。不肖日向和なご也や、男として死す……。

　コンコンコン……

「「!!」」

　俺がそんな下らない辞世の句を考えた時、突然ノックが聞こえて俺たち二人はソファーから跳ね上がった。

　同時に技が解除され、死に場所に選んだ桃源郷が離れて行く。

『だれか中にいるのか？』

「たたた大変です時任さんが来ました！　今日は早く帰ると言っていたのに」

　外から聞こえた声に如月さんは本格的に慌て始める。

　何しろ生徒会室の鍵は役員が全員持っているから、時任もここに入ってくる事が出来る。

　如月さんは証拠隠滅とばかりに慌ててテレビを消してから、時任が扉を開けても問題ないように取り繕おうとして……すぐにそれが不可能な事に気が付いた。

「ああ!?　私今コスプレしているんでした!!」

　そう、どう取り繕っても今の如月さんは一流コスプレイヤーと言っても過言では無い完成度、自分の趣味を大声で喧けん伝でんしているに等しい格好だ。

　まあ実際に時任は最初から如月さんの趣味嗜し好こうを知っているから、その心配は皆無だけど。

　ん？　でもそれじゃあ何でアイツは〝今〟生徒会室に来たんだ？

　元々如月さんが放課後に俺と生徒会室にいる事は先刻承知のはず。

　オマケに結果的に今日彼女にコスプレをさせたのも奴の仕業だ。なのに何故なぜ？

　一瞬時任の行動の意味が分からず、疑問を持った。

　だがそれも一瞬の事、がちゃがちゃと解錠しようとしている音に如月さんが慌てて動いた。

「間に合いません、隠れましょう！」

「え!?　ちょっと待った！　別に俺は隠れなくても!?」

　そう言って手を引っぱられた俺はまたしても抵抗する暇もなく、そのまま生徒会室の隅っこにある掃除用ロッカーへと引っ張り込まれた。

　恰かつ好こうが問題なのは如月さんだけだから、俺も隠れる必要は無いはずなのに。

　生徒会室の扉が開かれたのはロッカーが閉じるのとほぼ同時だった。

「おや？　誰もいない。人の声が聞こえたと思ったが……」

　ロッカーに詰め込まれた俺には外の状況が見えない、時任の声だけが聞こえる。

『時任さん、一体何をしに来たのでしょうか？』

『!?』

　その声は小声だけど、しっかり俺の耳元で聞こえてゾクゾクしてしまう。

　元々掃除ロッカーは掃除用具を収納する為ための物だから、人が入るようには出来ていない。

　当然、そんな所に無理矢理２人も入ればどうなるか……過剰に密着するしかないが……。

　いけない、意識を別に向けるんだ……別の事を考えろ!!

　たとえロッカー内の２人の体勢が同じ方向じゃなく向かい合わせで、さっきから最も早はや抱きついているくらいに密着しているからって。

　顔が近過ぎて、さっきから彼女の吐息がかかるからって。

　その気になれば何でも出来てしまいそうな距離だからって…………やっぱり無理だ！

　もう俺の理性ライフはさっきのプロレス技で限界だったのに、こんな……如月さんと密封状態なんて……理性が焼き切れそう。

『あ、時任さん何かの計算を始めました。何か忘れていた仕事なのでしょうか？』

『計算……ですか？』

　どうやら会長からは外の様子が少し見えるらしいが、外の時任が計算を始めたって事は、すなわちしばらくは居座る事になるワケで……。

『時任さんならそんなに時間は掛からないと思いますけど』

　俺は正直自分の理性がそれまで保てるかどうか、自分が一番信用していなかった。

　おい、俺の右手!?　何で自然と腰を抱こうとしている！

　待つんだ左腕!?　背中に手を回そうとするんじゃない!!

『すみません、こんな事になって……しばらく我慢して下さい』

　小声で言う彼女の顔は、申し訳なさそうだけど暗闇でも分かる程赤い。

　さっきはプロレス技とはいえあれ程密着しても平気だったのに……いつもの凛り々りしい瞳が若干潤んでいるよう…………可愛かわいい……抱き締めたい……。

　いけない!?　速くなる心臓の音に混じって悪魔の囁ささやきが聞こえる!?

　うおおおおおおお!?　俺はどうしたら良いんだ!?　天国と地獄が同時におそいかかってくるうううう!!




「だ、大丈夫ですか日向さん!?　しっかり!!」

「ふええ？」

　時間にして約30分後、朦もう朧ろうとした意識の中、俺は頰ほおをペチペチ叩たたかれて辛うじて覚醒を果たした。どうやら昨夜からの疲労に合わせての如月さんのコンボが激しすぎて、俺はＫＯされていたらしい。

　必殺技は『萌もえ殺し』で決まりだろう。

　最後はミニスカ如月さんの生足での膝枕状態である事に、俺はこの人には絶対勝てない事を悟るのであった。

　……俺、今日は絶対風呂に入らねぇ。
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　眠れんかった……よりにもよって連日。

　だが、２日目になってしまった今回、未来についての事は関係が無い。

　昨日の如月さんとの放課後が余りに衝撃的……いや、刺激的過ぎて……。

　眠ろうと目を閉じれば浮かんでくる彼女のコスプレ姿、手足どころではなく全身で感じてしまった彼女の程よい柔らかさと温かさ、脳裏に焼きついて離れない彼女の匂い。

　全ての経験が鮮烈にプレイバックしてしまい……眠れやしねぇ。

「ああぁアアぁああ!?　ダメだ、今日はどんな顔で如月さんに会えば良いんだよ!?」

「いつも通りで良いだろう？」

　寝不足の頭をシェイクさせて苦悩する俺の背後から呆あきれたように声を掛けてくる女子が一人、そいつは眼鏡をかけた、いかにも真面目そうな顔をしているが。

「出たな未来人！」

　そいつは昨日の放課後の主犯格、時任千ち鳥どりの顔をしてそこに立っていた。

「今日は良いのか？　俺と会ったのに不機嫌そうに罵倒しなくても」

　いつも校内では如月さんに付き従って親衛隊どもと一緒にいるのに、彼女が一人でいるのが珍しく思える。

「会長や親衛隊の連中が見ていない場面では、意味無く貴君を不快にさせる利点は無い。私とて意味無く人を蔑さげすむ趣味は持ち合わせておらん」

　真面目な顔でハッキリと言い切る時任を俺はジトッとした目で睨む。

「どーだかな……昨日はお前のせいで大変な目に遭ったんだぞ。コスプレ衣装を用意したのはお前だろ……」

　とにかく一言文句を言ってやらないと気が済まないと苦情を述べようとしてみるが、時任は全く悪びれる様子も無く頷く。

「いかにも、アレは我われ等ら機械化世界の技術を結集して作り上げた一品。コスプレとしての見た目は勿もち論ろん、着心地から肌触りまでこだわり作り込まれた極上の品だぞ」

　余りにも堂々と白状されると、却かえって気が抜けてしまう。

「くそう……おかげでえらい目に遭ったと言うのに」

「えらい目とは心外だな、貴君は私の多大なる功績によってエロイ目には沢山遭ったであろう」

　ん？　何だ今の時任の言い方は……それではまるで……。

「ちょっと待て時任。今の言い方、まるでコスプレ以外の事すらお前のプロデュースだったように聞こえるんだが」

　昨日の出来事は時任がコスプレ衣装を準備した事で派生したゴールデン……いや至福……じゃねえ、苦行の時間だったはずだが。

　しかし俺がそう言うと彼女は眼鏡をキラリと光らせて、悪役の如ごとくニヤリと笑う。

「ふ、当然だろう？　まず貴君が未来への使命感に悩み寝不足に陥る事は予想していた。これは91％とかなり高い確率であったな」

「予想していた？」

　まあその予想は当たっている。あんなヘビーな話を未来技術を合わせて信じさせられれば、誰だって思い悩んでもおかしくは無い。

　しかし時任の『策略』はそこからがとんでもなかった。

「貴君の寝不足を解消させぬ為、本日貴君の教師全てのパソコン、スマフォ電子機器にハッキングをかけて『日向和也』に注目するよう刷り込み睡眠を妨害。更に、かの格闘アニメを鑑賞する日が重なるように調整し、更にクラスメイトの格闘マニアに〝日向君がプロレスに興味があるらしく、ぜひ詳しく教えて欲しいって〟という情報を吹き込み放課後に至るまで寝不足に加えて格闘技に対して辟へき易えきするように誘導する。これで放課後の作戦成功率が格段に跳ね上がる」

[image: ]

「おい、ちょっと待て!?　あれもお前の仕業だったのか!?」

　コイツの策略って一体いつから、どこまでだったんだ!?

　昨日俺に関わった全ての人間が電子機器を通じて時任に操られていたって事なのか？　誘導された自覚すら無しに無意識に!?

　しかし俺の苦情を受け流して、時任は更に続ける。

「会長にも前もって『おもてなし』精神と〝日向はコスプレイヤーを殊の外愛めでる特殊な嗜好がある男だ〟という情報を流しておき、かのコスプレをすると貴君が喜ぶであろう事を吹き込んでいた。これによりコスプレ成功率は73％……着衣成功したのは僥ぎよう倖こうであった」

「もっと待て!!　今何て言った!?　俺に関して物もの凄すごい偏見が混じってたぞ!?」

「しかし、格闘アニメ鑑賞中に１日掛けて語られて辟易していた貴君が失言をする確率は高かったのだが、画面上のどのタイミングで言うかによって食らう技は違っていたはずだった」

　俺の抗議など知った事では無いとばかりに更に調子を上げて語り続ける。

「私の予想ではチョップが79％、ドロップキックが86％の確率だったのだ。しかし貴君が41％だったチョークスリーパーと、僅か29％しか無かったフロントヘッドロックを勝ち取った事実には驚かされたぞ。さすがは改編者、貴君は持っている男だな！」

「んな褒め方されても……じゃあ何か？　昨日の出来事は全てお前の仕業だったと!?」

「私があの時間に生徒会室を訪れれば掃除ロッカーに２人で入るであろう所まではな。しかし私の策略もそこまでだ……」

　なんて事だ……昨日１日は全てコイツの手の平の上だったとは。多分今言った他にも色々気が付かなかった誘導があったんだろう。

　そこまで話すと時任は一転して俺に不満があるとばかりに呆れた目を向けた。

「私の計算では……あそこまで過剰にスキンシップを重ねれれば、貴君は何らかのアクションを、最低限欲情に任せた粘膜的プロレス……までは行かずとも抱き締めるか、Ａぐらいは起こす物と予想を立てていたのだが……私の確率以上に貴君はヘタレだったようだな。まったく、今時の漫画やアニメならすでに一回戦終わっているぞ」

「やかましい！　お前は俺に何をさせるつもりなんだよ。未来を救う為に行動させたいんじゃなかったのか!?」

「勿論だ。だからこそ会長と貴君が、より仲良く出来るように仕向けたまでの事……」

　オタク友達として今まで通り仲良くしていろ……コイツを含めた３人にはそう言われたけど、コイツらの中で〝仲良く〟の定義はどうなっているのか……。

　いや、そういう仲良くが嫌って事じゃないんだけど……って言うかちょっと想像しちゃうからそういう事を言うな!!

「本日も寝不足のようだな。大丈夫か貴君」

「……おかげさんで」

　俺の恨みがましい言葉で何ゆえ眠れなかったのか、と言うところまで察したらしい。

　手を打った時任は真顔で聞いてきた。

「ふむ、それ程会長の肉体は刺激的だったか……ちなみに昨夜は何回……」

「黙れ、それ以上言うな!!」
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　昼休みの時間、屋外では生徒たちの喧けん騒そうが聞こえる中、３人の生徒会役員が生徒会室に集合していた。

　会長と副会長を除いた、いわゆる『未来人』の３人が。

　そんな中でも会計の時任は不満げに眉を顰ひそめて腕を組んでいる。

「私の策略は完璧であったのに、不発に終わるとは……」

「不発って事ねーだろ？　今日の日向あいつを見る限り、相当会長を女として意識していたぞ……若干可哀かわい想そうなくらい……」

　如月会長を目にしただけで真っ赤になる日向を遠目で見ていた庶務山影は、同僚に哀惜の念を送る。

「それについては成功とも言えるが、しかし私の計画ではもう出来上がっている予定だったのだ。まさか気絶で終わるとは……何たるヘタレ！」

「二人ともまだ出会ったばかりだし～それにどっちも若いのに真面目だからね～。千鳥ちゃんの方法はちょ～っと拙速過ぎなのよ」

　少女マンガを読みつつ昼食を取っていた三さん千ぜん院いんがおっとりした口調で言う。

「若い子は若い子なりに、心が通じ合ってからじゃないとね～」

「相変わらず貴君が口にすると含蓄ある言葉だ、それも経験則か？」

　見た目も趣味もユルフワ系な乙女の彼女だが、決して脳内お花畑の恋愛脳ではない。その事は未来人たちの共通認識でもある。

　３人の中でも実年齢（？）が最も高く千歳を越える彼女は、当然この中で最も人生経験が豊富、大人の汚い世界も、男女のドロドロした愛憎劇も、あらゆる事を見聞きし、時には自らも経験する事で今日に至っているのだ。

　その上で彼女は口にする。

「汚れて大人になったつもりの連中が『青臭い幻』『世間知らずの子供の発想』と吐き捨てる純愛の物語が、この世で最も難しく尊い事なのよ～」

　そう言うと三千院は、読んでいた幼おさな馴な染じみ物の少女マンガをパタンと閉じた。

「今度は私の番ね～。あの２人ならピッタリのシチュエーションがあるわ～」







[image: 五章　魔法世界による精神誘導魔法地獄]




　今日もいい天気だ。

　俺は本日も放課後に向けて昨夜のアニメを録画したハードディスクを携えて、通学路をひたすら自転車を漕こいでいた。

　放課後、あの日以来如月きさらぎさんのコスプレ姿は見ていない。そして後になって自分のしていた事を自覚したのか、彼女は数日間余よ所そ余よ所そしかった。

　……俺も似たような心情だったから丁度良かったけどさ。

　今日の放課後の事を考えながら景気良く自転車を飛ばして横断歩道に差し掛かった時、俺は信号待ちをして佇たたずむ見知った顔と出くわした。

「よう三さん千ぜん院いん、おはよう」

「あ～おはよ～日ひ向なた君、今日は元気ね～」

　相変わらずのユルフワな雰囲気で返されて、朝からほっこりした気分になる。

　同学年なのに校内では生徒会のマスコット的な認識にされてしまうのも、当然といえば当然だろうな……実年齢が伴ってないけど。

「あれ？　でも三千院の家ってこっちだっけ？　確か学校から反対方向だったような……」

「ええ、少し貴方あなたに用事があるんですよ～」

　通学路としては真逆に位置する住所だったはず、俺が疑問に思うと三千院はいつもと変わらないフンワリした笑顔で言う。

「実は日向君には死んでもらおうと思いまして～」

「……え？」

　物騒な事を口にした瞬間、三千院は顔色一つ変えずに懐から杖つえを取り出すと、杖の先端を俺の額に突きつけた。

「では、そういう事で……バン」

「ガ!?」

　先端から突如発生した紅あかい光、それは俺の額を何の抵抗も無く貫いた……何の痛みも感じず、ただ通り抜けたかのように。

「な、にが……？」

　ワケが分からず漏れた言葉に三千院は答える事無く、ただ笑っていた……いつもと同じように、ほっこりとさせる笑顔で……。

　俺の意識は……そこで闇に沈んで行った。







　……横断歩道の信号が青に変わっている。

　あれ？　俺は今何をしていたんだっけ??

「ほら～青に変わったよ日向君」

「あ……ああ」

　三千院に言われてから何か腑ふに落ちない感じがしたけど、とりあえず信号を渡らないと。

「昨日は中学のお友達とお泊まり会だったんだよ～。それでお友達の家がこっちの方で～」

「え？　あ、ああそうか、だから朝からこんな所にいるんだ」

　俺はついさっき自分がした質問に三千院が答えただけの事に、何故なぜだか違和感を持った。

　何で違和感を持つんだ？

「でも中学の友達って、お前は千年後からタイムスリップしたんじゃなかったっけ？」

「意識だけ、ね～。過去の自分にお願いして体を借りているだけだから～当然この時代、17歳当時のお友達だっているよ～」

　少し得意気に三千院は言う。つまり彼女は今後千年以上は生き続けるって事なんだろうか？

「大丈夫～？　今日は元気だと思ったけど、またぼ～っとしてない？」

「三千院にそう言われると少々、納得行かないんだが……」

「ん[image: ][image: ]？　それってどういう事かな～？　私がいつもぼ～っとしているとでも～？」

　途端にユルフワな笑顔に影が差して、ホラー的要素が強くなる。

　喩たとえるなら可愛かわいい人形や縫いぐるみが殺しに来るような恐怖が……。

「いや、悪かった……俺が悪かったから」

　即行で謝罪、下手な言い訳は火に油だろう。

「まったく、気を付けてよね～」

　俺の行為は正解だった。三千院は怒りの矛先を収めてくれたようだ……危ない危ない。

「……それはそうと日向君、待ち合わせの方は大丈夫なの～？」

「え、待ち合わ……ああ!?」

　咄とつ嗟さに腕時計を見てみると、いつもの約束の時間をすでに３分過ぎている！

「悪い三千院！　俺はここで!!」

「はいは～い、キサちゃんに宜よろしくね～」

　俺は慌てて約束の場所に向けて自転車をダッシュさせる。

　見送る三千院が飛び切り邪悪な笑顔を浮かべている事も知らずに。




　慌てていつもの待ち合わせの公園に到着すると、当然だが彼女はいつものように先に着いていて、自転車を傍らに待っていた。

「あ、やっと来ましたね。約束の時間に10分遅刻ですよ」

「いや、学校は全然間に合う時間だし、もう少し遅くても良くね？」

　遅れた俺が言う事じゃないけど、思わず言ってしまう。

　すると彼女はムッとした顔に変わった……あ、ヤベ!?

「そういう問題じゃありません！　私たちは今生徒会なんですよ？　色々な理由で早く登校する機会があるというのに、普段からそういう事でどうするんですか!?」

「悪かった！　俺が悪かったから怒るなって……」

　昔からこの娘こは怒らせると非常に怖い。内容が完全に正論とあって全く反論が出来ないだけに、未いまだに頭が上がらん。

「やはり私が直接家まで迎えに行きましょうか？」

「頼む、それだけはマジで止やめて……」

「良いじゃないですか。いつも一緒に行くのですから同じ事でしょう？」

「お前にとってはな！」

　一緒に登校するだけならそうだけど、問題なのはその後だ。

　彼女に関して家族からのニヤニヤしながらの追及が物もの凄すごく居心地が悪いのだ。

　最近妹なんぞはその辺を分かった上で、彼女の事を〝キサ姉〟と呼び始めた時には恥ずかし過ぎて吐血するかと思った。

「なんでしたらお部屋まで起こしに行きますかナゴ君？　幼おさな馴な染じみなのですから」

「キサ……幼馴染だからこそ一線を考えようぜ」

　そう言いつつ、俺たちは一緒に自転車を漕ぎ出した。

　いつも通り、幼馴染の如月キサキと一緒に……。




　いつも通り俺たちが一緒に自転車で校門をくぐると、何故か妙に俺たちを見ている奴が多い……何だか注目を受けている気がするが。

「あ、そうですナゴ君。今日は生徒会の活動があるから遅れてはダメですよ」

「別にサボるつもりは無いけど……授業しだいだから教師に言ってくれ」

　？　何だろう、周囲の生徒がザワついた気がしたが？

「そういやキサ、今日はその後大丈夫なのか？」

　一種の暗号のようなものだけど、俺たちの間ならこれだけで伝わる。

　家の方針で見れないアニメをいつも俺の家で見ていた彼女だったけど、最近は放課後の生徒会室で一緒に見ているから。

「勿もち論ろんです。楽しみにしてますね」

　俺たちはそんないつものやり取りをしただけなのに、何故か目撃した連中がより一層ザワつき、衝撃的瞬間を目撃したかのように見ていた。

　……本当に、何なんだ？




「聞いたか？　今ナゴ君って」

「まさかあの絶対零度の女帝が？」

「副会長、めっちゃタメ口じゃね？」

「あの如月会長を、今キサって呼んだぞ!?」

「スゲエ……勇者だ」

　驚きよう愕がくの表情で衝撃的瞬間を目撃した生徒たちが口々に話す中、如月親衛隊筆頭兼、生徒会会計の時とき任とうは興味深そうに見ていた。

「ほう、さすが『千の魔導者サウザント・マギナ』、そういう設定で外堀から行くか……」
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　今日は朝から何だか妙な日だな。

　俺は普通にしているつもりなのに、妙に注目を浴びている気がする。

　視線を寄こすのがいつものオタク連中だったら特別問題ないけれど、視線を感じて見て見ればクラスのリア充っぽい奴やつ等らだったり、普段あからさまにアニオタを、つまり俺たちを格下に見る系の女子だったりする。

　俺、何かやらかしたんだろうか？

　そんなあらぬ注目を浴び続けて昼休みに差し掛かった辺りで、意を決したらしい仲良し女子３人組が恐る恐る俺に近寄って来た。

　……一体何を怯おびえているんだろう？　俺ってそんなに怖い系だったか？

　話しかけて来たのは３人中一番背の低い女子。

「日向君、ちょっと聞きたいんだけど……君って生徒会に副会長として入ったんだよね？」

「ん？　そうだけど」

　俺が何気なく返事すると、３人はヒソヒソと話し合ってから別の女子が口を開いた。

「それって、どうやって？　直接立候補したの？　それとも推薦？」

「あいつに頼まれて断れなかっただけだよ」

　ガタタタタタタタ!!

　な、なんだ？　俺がそう言った瞬間、教室内で椅子や机を引きずる音が複数鳴り響いた。

　うお!?　クラスメイトの全員が俺に注目している!?

「あいつって言ったよね今……そのあいつって？」

「……如月キサキだけど？」

　ゴド！　ガン!!　ガガガガガガガ!!　ギギギギギギギギギ[image: ]

　更に机や椅子を引きずる音が教室全体から鳴り響く、今度はさっきよりも更に多く激しく……何なんだよ一体。

「あいつって言ったぞ今」

「女帝様を……日向ってスゲエ奴だったのか!?」

「ウソでしょ!?　あんな奴を如月会長が!?」

　教室中から聞こえてくる驚愕の声、そんなに驚くような事を言っただろうか？

　直接聞いて来た３人なんて口を開けたまま固まって…………いや、辛うじて一人が再起動を果たした。

「えっと……如月生徒会長と日向君って、どういう関係なの……ですか？」

　途中から妙な敬語になっているのはなんなのだろうか？

「昔からの知り合いってだけだけど」

「「「「「「おおおおおおおおお」」」」」」

　俺が答えると、今度は納得とも哀惜とも取れるような、溜ため息いきにも似た声が響き渡る。

「お、幼おさな馴な染じみだったのか!?」

「全然、知らなかった……」

「そうだったのね…………昔むかし馴な染じみだからこそ如月さんの傍そばに……」

　あれ？　そんなに意外だった……というか皆知らなかったのか？　俺たちが幼馴染だったって事を……。

　そもそもクラスメイトの中には同じ中学出身の連中だっている。同じ学校だったらあいつと俺の関係性を知らないワケないと思うけど。

「すみません。日向和なご也やさんを呼んでいただけませんか？」

「は、はい！　承知いたしました!!」

　何だか良く分からない違和感を感じていると、廊下の方から俺を呼び出す声が聞こえた。

　と言うかこの声って……。

「おい日向！　お前を呼んでいる……」

　何らかの超機密情報でも伝える如ごとく、緊張の面持ちでクラスメイトが俺を呼び出しに来たが、のっけから聞いていたから既に誰が訪ねて来たかは把握している。

「あ、ナゴ君。やはり教室にいましたね」

　如月キサキがいつも通りの微笑を浮かべてそこに立っていた。

　何故かクラス内でザワめきと騒音がマックスでミックスされて起こるけど、俺はそんな事より彼女の発言の方に慌ててしまう。

「バカ！　学校でナゴ君は止やめろって言ってるだろ？」

「あ、ごめんなさい。ついいつものクセで」

　チラリと教室を見渡すと、全てのクラスメイトが固まった状態でこっちを見ている。

　立ったままとか座ったままはまだしも、椅子からずり落ちていたり倒した机を抱えた状態の連中もいるのは何なのだろう？

「……で？　何の用？」

　俺は何となくいたたまれなくて早口で言うと、キサは普段凛り々りしい表情を綻ほころばせて手にした二つの包みを持ち上げて見せた。

「お弁当作って来たのですが、よかったら……」

「よーし！　ここでは何だから向こうで話を聞こうか！　大事な話だから速やかにな!!」

　俺は会話内容を瞬時に悟り、キサに最後まで言わせないよう彼女の手を取り全速力で連れ出す事にした。

　クラスメイトたちの注目の中、それを堂々と受け取る度胸は俺には無い！

「あの、ナゴ……和也君？」

「いいから行くぞ……一緒に食おうぜ」

「あ……はい！」

　俺が顔から火が出る思いでそう言うと、キサは晴れやかな笑顔で付いて来る。

　コイツは自分が注目される程美人だと言うのに、昔から変わらず俺には気安く、しかも世話を焼いてくれるから困ったものだ。

　……嬉うれしくないワケじゃないけど。

「マジか!?　マジであいつ女帝様を!?」

「弁当って言ったぞ！　間違いなく!!」

「信じられない……私会長さんのあんな笑顔、初めて見た」

「ただのオタクだと思って侮っていたぜ……」

「日向……尊敬するぞ」

　背後から大騒ぎするクラスメイトの会話が聞こえてくる。

　半分ほどよく分からない内容もあるけど……くそう、やっぱバレバレだったか。

　俺は彼女の手を引いたまま屋上を目指した。

　昔から彼女の手を握る機会は多かったけど、その感触は妙に新鮮で、さっきから異常な程ドキドキする。

　……変だな？　慣れているはずなのに。

　屋上に出ると外はしっかりと晴れていた。

　朝から変わっていないので、どうやら今日一日天気は変わらないようだな。

　そしてそんな良い天気だと言うのに、屋上には他の生徒が誰もいない。

　昨今の安全対策で屋上は出入り禁止の学校が多い中、この学校は未いまだに開放している稀け有うな例で、昼休みの時間は生徒たちの憩いの場所なんだけど……珍しいな。

「あ、ベンチが空いてますね。あそこで一緒に食べましょうかナゴ君」

「あいよ」

　促されて俺がベンチに腰掛けると、彼女は当然のように隣に座り、二つある包みの青い方を俺に渡して来た。

「はいナゴ君のです。いつも食堂と購買ばかりなのは感心しませんからね」

「あ、ああサンキュー」

　まるで栄誉ある勲章でも賜った気分で受け取り、早速包みを解いて弁当箱を開けると、そこには見事な彩の和風弁当が姿を現した。

　相変わらず彼女は料理の腕も高く、その中でも和食に関しては熟練した一流の腕前を見せるのだ。見た目だけでも煮物や昆布巻きなどは市販品と思える程の完成度なのに、味の上では市販品を遥はるかに凌りよう駕がする。

　だけどその中でしょうが焼きなど味付けの濃い目な料理が入っている辺り、俺の好みも考慮してくれている事が窺うかがえる。

「じゃあ、いただきます」

「はいどうぞ。召し上がって下さい」

　何と言うか……ありがたくもこそばゆい……。

「うん、やっぱり美味うまいなキサの煮物は。また腕を上げたみたいだな」

「ふふ、ナゴ君にそう言ってもらえると嬉うれしいですね」

　料理を褒めると凄すごく嬉しそうに笑う。何故なぜ他の生徒たちが彼女を『絶対零度の女帝』なんて呼ぶのか、俺には皆目見当が付かない。

「そう言えば……今朝早くからお昼の準備をしていたのですが、お母様には凄く驚かれてしまったんです」

「ん？　どういう事？」

「いえ、私がいつものようにお弁当を２つ準備していたら……その後は嬉き々きとして凄く熱心に手伝ってくれたのですけど……〝頑張って〟と……」

「ふ～ん……おばさんもキサが俺に弁当を作ってくれるのなんて今更…………アレ？」

　そこまで言ってから、俺は自分が発した言葉に物凄い違和感を感じた。

　アレ？　おばさん、キサのお母さんとは何度か会っているはずなのに……顔が全く思い出せない？　あれ？　そもそも会った事あったっけ？　あれ？

「そう言えば、今日は何のアニメを持って来てくれたんです？」

　しかしそんな違和感も隣で楽しそうに笑顔を浮かべるキサの言葉に吹っ飛ばされる。

　……まあいいか、些さ細さいな事だろう。

「ん～今日は魔法物オンリーだな。魔法少女に現代魔法バトル、異世界魔法バトルに～……呪術っぽいホラー系もあったんだけど、キサはホラー大丈夫だっけ？」

「……興味はあるんですけど、グロテスクだとちょっと」

　その辺も相変わらずか。心霊番組でもホラー映画でも興味はあっても見た後で怖くなるのが嫌で、結局一人では見ない方だったからな。

「まあ無理に見る事ないさ。あれはグロってより精神的に来る恐怖だったし」

「あ[image: ][image: ]ん[image: ][image: ][image: ]どうしましょう……」

　恐怖アニメを見るかどうか思い悩む彼女は、いつも壇上で堂々と生徒会長をやっている者と同一人物には思えない程可愛かわいい。

　そんな彼女を見ていると、同時に俺のような平凡な奴が幼馴染というだけで彼女の隣、生徒会では副会長なんぞに納まっていて良いのか……疑問が湧いてくる。

　俺だって彼女のような容姿端麗、文武両道な人物が俺などと親しく話し、しかも弁当を作ってくれるような状況が周りからどう見られるか、分かるつもりだ。

　アニメやゲームという橋渡しが無ければ俺なんて……。

「なあキサ……本当に俺なんかが副会長で良かったのか？」

「……どういう事でしょう？」

「俺なんて、たまたまお前が見れないアニメを見せてやってるだけの凡人だ。学年一位の成績を誇り、生徒会長にまでなったキサの隣にいるのは相応ふさわしく……」

「ナゴ君!!」

　その瞬間、俺の両りよう頰ほおにバシッと乾いた音が……一瞬ビンタでも食らったかと思ったけど、気が付くと俺の顔面はキサの両手に挟まれていた。

「それ以上言ったら、本気で怒りますよ！」

　真正面から俺を見つめるキサの顔は眉を吊つり上あげて、もう怒っている。

「私は貴方あなただから生徒会を一緒にやる事をお願いしたんです。貴方以外に副会長として私のお手伝いをしてもらいたい人はいません！」

　……そうだった。彼女は昔からそういう娘こだった。

　一度自分で決めた事は、たとえそれが回り道でも押し通す。一度自分が認めた者はたとえ周りが何を言おうと、そして本人が認めなくても絶対に信じる。

　そんな融通の利かない危うさを持った娘だ。こうなったら俺の方から折れるしかない。

「……分かったよ、悪かったって」

　俺がそう言うとキサは俺の頰から手を離して、呆あきれた瞳でこっちを見る。

「本当にもう……ナゴ君はいつも自己評価が低すぎるんです。謙虚なのは良いですけど」

　ブツブツと言いつつ、いつもは上品に食べるのに弁当を搔かき込み始める彼女……色々と納得は行っていないようだな。

「私との約束も……忘れてしまったのですか？」

「う!?　な、何の事だっけ？」

　彼女の言葉に咄とつ嗟さにとぼけようとしてみるが、言いい淀よどんでしまった……それでは俺がその事を覚えている証明になってしまう。

　案の定キサはさっきとは打って変わった悪戯いたずらっぽい笑顔を浮かべている。

「え～？　忘れたんですか～？　仕方がありませんね」

「いや……あれは幼少期の良くある微笑ほほえましいエピソードって奴で……」

　しどろもどろに視線を外しても、彼女は良い笑顔のまま見逃してくれそうにない。

　そして、何故か卵焼きを箸で摘つまんで俺の方へと持って来た。

「はい、あ～ん」

「うえ!?」

　恥ずかしそうに頰を染め、でも楽しそうに迫って来る幼おさな馴な染じみ、脱出ルートが無いか模索してみるけど……。

「お口を開けないと……あのセリフを再現してあげましょうか？」

「それは……マジで勘弁……」

　それは思い出すだけでも顔から火が出そうな幼き日の黒歴史、良くある『将来の約束』のド定番ではあるものの……俺の場合は女子から『お嫁さんにして』パターンではなかった。

　何を血迷ったのか、俺はその逆を行ってしまったのだ。

「確か……俺がお前を生涯守る翼に」

「わーかった！　分かったから!!　頼むから止やめてくれ!!」

「分かれば良いのです。はい、あ～ん」

　勝ち誇って卵焼きを食べさせようとするこの娘には、俺は一生勝つ事が出来ないんだろうな……そう諦めて口を開けると、口の中に卵焼きが……。





　パキ─────ン






　その時、俺たち２人の間で硝子がらすを割ったような乾いた音が響き渡った。

「え？」

「あれ？」

　その瞬間、俺は〝如月さん〟の箸を咥くわえた状態で、彼女は俺に自分の箸で食べさせた状態のまま固まっていた。

　しかし状況を理解すると同時に２人とも全身が真っ赤に変化して行き、慌てて飛び跳ねて２人同時に離れる。

「な、ななな、なな!?」

「あの!?　コレは一体何が!?　その!?」

　状況が理解出来ても、自分たちがやっていた事が全く分からず２人して意味不明な言葉を繰り返してしまう。

　なんで今まで俺たち、違和感無く互いが幼馴染だと思っていたんだ!?

　しかし現在最も気にしなくてはいけない重要事項はそこではない。

　重要なのは、今も俺の口に咥えられている箸が一体誰の私物なのか……という部分。

「あ……私のお箸………………しししし失礼します!?」

　その事実に気が付いた如月さんは蒸気まで出す勢いでより一層顔を赤くすると、目にも留まらぬスタートダッシュで走り去ってしまった。

　そして……彼女が走り去った方角を見たまま俺は自分の状況、今朝からの自分の、いや自分たちの言動行動を振り返り……金網の先にダイブしたくなった！

「何だ!?　一体何だったんだ幼馴染って!?　如月さんと幼馴染で友達以上恋人未満とか何考えてたんだ俺!?　タメ口きいて、しかも愛称で呼び合うなんて!!」

　しかも唯ただでさえ如月さんに馴なれ馴なれしくしていたのは問題なのに、今まで俺たちは日常として、全校生徒の前で堂々とそんな事をやっていた。

　そらあ目撃した連中がギョッとするのも当たり前だ！　むしろ何故〝いつもの事〟とか思っていたんだ!?

　クラスメイトたちの目の前で『弁当のやりとり』なんぞやっていた事に、脳髄から爆発しそうな羞恥心に見舞われる。

「あ～あ、魔法解けちゃった」

　俺が一人悶もだえ苦しみ屋上を転げ回っていると、不意にのんびりした口調で一人の女性が姿を現した。

　それは生徒会書記にして千歳オーバーと自称する未来の魔法使い、三千院まほだった。

　どうも最初から屋上にある室外機の陰に隠れていたみたいで、いつも通りのユルフワなスマイルを浮かべていた……何やら不穏な単語を述べながら。

「魔法……だと？」

「う～ん……古代文字を解読してから魔法を発現させる歴史だから、発現してない今ならそんなでもないと思ったけど～。さすが始祖の魔導師ね[image: ][image: ]魔導師になる前から魔力耐性が高かったんだ～。予定では放課後までは持つと思ったのに」

　全く悪びれる様子も無くいつも通りのスマイルで淡々と、何やら聞き捨てならない事を杖つえをクルクル回しながら言う三千院……つまり。

「お前のしわざかあああああああ!?」

「うわおっと……」

　激高に任せて俺が思わず摑つかみかかると、彼女は見た目からは想像も付かないような軽やかさで羽根のように宙を舞い、そのまま屋上の金網に〝片足〟で立った。

　フワリと舞ったスカートからイメージとは違う黒い存在が見えて、不覚にもドキッとしてしまった。

「も～女の子に乱暴しちゃダメじゃない」

　軽い感じでそう言う彼女の足元に青白く光る魔法陣がある。それも一種の魔法なんだろうけど、今はどうでも良い。

「やかましい、俺と如月さんがお互いを幼馴染だと思い込んでいたのは全部……」

「そうだよ～私が精神誘導魔法を使って～君らの認識を幼馴染にしたの」

「一体何時いつから!?」

「君については今朝の登校中だね～。そろそろ思い出すんじゃない？　登校中私に頭を〝撃ち抜かれた〟事を」

「え……あ!?」

　そう言われて今朝突然三千院に赤い光で撃たれた事を思い出して、思わず額を押さえてしまう。別に外傷は無いようだけど……。
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「あの魔法はあくまで記憶に作用するだけで肉体的外傷は無いから安心して～」

　シレッと三千院はそんな事を言い、今度は懐から一冊の少女マンガを取り出した。

　あれは……確か妹も持っている漫画で、典型的な幼馴染同士の男女が甘酸っぱい青春を送るラブストーリーだったはず。

「や～今はこの漫画が私の一押しでね～。キサちゃんの方は、昨日の放課後にこの漫画を読むとかかるように仕込んでいたんだ～」

　魔法をかける方法が俺と違う気がするけど、三千院曰いわく『記憶に働きかける方法が間接か直接かの違いで、方法はそんなに重要じゃない』とか何とか。

　いや、重要なのはそこじゃねえ。

「…………一体、何でこんな魔法を俺たちにかけたんだよ」

　俺が憮ぶ然ぜんとして質問すると、三千院は少しだけ真面目な雰囲気になって金網から飛び降りた。

「……私の目的はあくまで特異点のキサちゃんが暴走しないように、改編者ナビゲーターの日向君と一緒にいて貰もらいたいだけ～。手っ取り早く仲良くするなら幼馴染かな～って」

　仲の良い男女、イコール幼馴染……その何ともベタベタなラブコメ展開に二の句が継げなくなる。

「お前……本当に千歳オーバーの婆さんなのか？」

「あら～失礼ね～。幾つになっても私は青春時代に生きてるの～」

　手元でクルクル杖を回して笑う三千院に悪気は一切感じられない。だからこそタチが悪いと言えるけど。

「ちょっと待て。如月さんは自分に魔法がかかっていたなんて気が付かないはずだろ？　なら今まで俺の事を幼馴染と思っていた整合性が取れなくないか？」

　彼女は正気に戻っても何故なぜ自分がその状態にあったのか、犯人さんぜんいんの存在を知らないと説明が付かないだろう。

　如月さんが混乱しないか心配になるが、三千院はケラケラ笑いながら言う。

「あ～大丈夫大丈夫。前言ったみたいに私たち未来人は過去の出来事に直接の関与は出来ないの。だからこそ、特にキサちゃんみたいな特異点は『魔法』や『未来』なんかの余計な情報は認識出来ないから、何らかの都合の良い整合性を勝手に作り上げるはずよ」

「どうやって、だよ？」

　いまいち良く分からず眉を顰しかめると、三千院はクスリと笑う。

「魔法で操作された……って情報を抜くなら～……昨日の放課後に私が貸した少女マンガに影響されたキサちゃんのお願いで、日向君は一緒に幼馴染ゴッコをしていた……ってとこ？」

「は、はああ!?」

　血流が一気に逆流する。なんだよその付き合いたてのバカップルみたいな振る舞いは!?

　そんな、目撃した連中にとってはただただ迷惑でウザイ事この上ない…………まてよ？

「おい三千院……魔法がかかっていたのはあくまで俺と如月さんの２人だけなのか？　他にかかっていた奴はいるのか？」

　ヤバイ想像に、俺の全身から冷たい汗が滝のように流れて行く。

「当然でしょ～？　私の目的はあくまで君たちが仲良くなればな～ってだけ。他の人たちに魔法かける意味無いじゃん。私の魔法は本人に直接じゃないと効果ないしめんどいも～ん」

　もしかしたら気を利かせて『今日の出来事を忘れる魔法』とかをかけてくれているかも……という淡い期待は、脆もろくも崩れ去った。

「……って事は何か？　今日の俺たちのやり取りを目撃した全校生徒の方々は、今後も俺たちの所業を覚えているって事だよな？」

「ああ」

　そこまでは考えて無かったな～とばかりに三千院はポンと手を打った。

「そう言えばそうね～。『ナゴ君とキサ』のやり取りはみんなが目撃しているんだものね～、盲点だったな～」

「うがああああああ!!」

　超他人ひと事ごとのように淡々と言われて俺は頭を抱えて再び転げまわりたくなった。

　俺は今朝の三千院の宣告通り、確かに死んだ……殺された。

　三千院プロデュースで実行犯が如月さんのＣ４特攻で、彼女諸もろ共とも……恥ずかし死。

　うわあああああ!?　本当に明日からどんな顔で登校すりゃ良いんだよ!?

「どうしたの～深刻な顔をして～。幼おさな馴な染じみ設定は好みじゃなかったかな～？」

「……しばらくそっとしといて」

　羞恥心に精神力を全部持っていかれてしまい、的外れな事を言う三千院に突っ込みを入れる気力も無い。

　如月さんに馴れ馴れしくしてしまった、全校生徒の前でやらかしてしまった……無論全てが万事恥ずかしいんだが、俺が一番恥ずかしいのは幼馴染と思っていた『如月キサキ』の事を友人や、ましてや恋人とも認識していなかった事だ。

　昔からいつも一緒にいて、いるのが当たり前のもう一歩進んだ関係の……。

「仕方ないな～。じゃあ今度は妹設定でやってあげよう。実妹と義妹、どっちがお好み？」

「そういう問題じゃねえ!!」







　翌日は……本当に居いた堪たまれなかった。

　当然のように愛称で呼び合っていた如月さんとの関係を追及してくるクラスメイトたちに、〝昨日のアレは一種のノリ、遊びの一環だった〟と言えば、「もうそんな事が出来る関係なのか」とやたらと感心する連中もいて……どうしたら良いのやら。

　そんな感じで何とかのらりくらりと連中の質問もうこうをかわしていたけど、昼休みになった辺りで、何やら意味有り気な表情をするクラスメイトが言った。

「日向、お呼び出しだぞ」

「呼びだ……し」

　クラスメイトが示す廊下に目を向けると、そこに立っていたのはいつもは凛りんとしている瞳を左右に彷徨さまよわせ、顔を赤くしている如月さんだった。

　慌てて教室から出るとまたもや教室内で声が上がる……若干歓声に近いのは聞き間違いと思いたい……。

「あの～もう〝その設定〟は終わったんでは？」

　この辺は三千院の予想通り、少女マンガに影響されてゴッコ遊びをしていてエスカレートした結果逃げてしまったと、如月さん的には構成されたらしい。

　だからもうその辺については終わった事なんだけど。

「あ、はいそうなんですけど……男性の為ためにお弁当を作った事を母に知られてしまいまして……その、なにやら応援されてしまいまして……」

　そう恥ずかしそうに目を伏せる彼女が手にしているのは２つの弁当箱……。

「一緒にどうですか？　和也君」

「…………喜んで」

　千の魔導者の恐るべき呪いは未いまだに解けていないようだ。
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「う～ん残念。放課後に〝一緒に帰ろう〟って所までは行けると思ってたんだけどな～」

　三千院は手にした杖をクルクル回しながら気だるげに言う。

　放課後の生徒会室、業務が終了した後はいつもは会長と副会長が内緒の鑑賞会をしているのに、今日居残っているのは３人の未来人たちであった。

　それと言うのも、会長と副会長は生徒会業務終了と同時にそそくさと帰ってしまったのだ。

　たまにお互いチラチラと視線を投げて、目が合うと真っ赤になって逸そらすやり取りを繰り返していたから、仲なか違たがいで無いのは明らかだった。

「ふむ、しかしさすがは千の魔導者。魔法で互いの精神的距離を縮め、同時に２人のやり取りを周知させる事で外堀を埋めて行く。極東本部諜ちよう報ほう部隊に是非とも勧誘したい辣らつ腕わんだ」

　時任はしきりにウンウン唸うなって三千院に賛辞を送っていた。

「物理的距離が少～し離れちゃったけどね～」

　会長と副会長という役職だけのつながりだった２人が、もしかしたら……という情報に、興味を示さない在学生はいない。

　ましてやターゲットは校内で学力地位共にトップに君臨する『絶対零度の女帝』……。

　タチが悪い事に日向の懸念する校内の評価すら三千院の計画通りだったのだ。

「惜しむらくは千鳥ちゃんと私の作戦、順序が逆なら最高だったね～」

　クルクルと杖を回すと魔力の光がキラキラ零れる。コレは特別な魔法というワケではなく、彼女が無意味に魔力を灯ともしているだけ、ようするに単なるクセだったりする。

　三千院の言葉に時任は空中にディスプレイを呼び出して、独自の計算式を展開する。

「……確かに、そうなれば幼馴染効果で精神的距離が近い分、肉体的接触による効果も倍増される事になっていた。むう……その場合の最後まで行った確率は……62％!?」

　珍しい事に時任は真面目な顔を歪ゆがませて悔しがった。

「結果論でしかないが、コレは悔やまれるな。どうするまほ、次は組むか？」

　時任が真剣な瞳で眼鏡を光らせると、三千院は杖つえの先を顎に当てて「ん～」と思案気に虚空を見上げる。

「そうね～、次は〝将来を誓い合って昔ファーストキスをあげちゃった〟設定でどお？」

「ほほお……悪くない」

「それでその後彼が転校、高校入学で再会した２人が約束の場所に……」

「良いな。初めての場所がこの高校内であれば尚なお良い。あの２人の性質上〝約束〟と〝特別な場所や記憶〟という設定に弱いはずだ……いいぞ」

　真面目な顔で宙に浮いた透明なキーボードを叩たたく時任とユルフワな笑顔を常に浮かべている三千院、対照的なのに同じ種類の悪巧みをしている光景。

　未来人の中で唯一の男子である山やま影かげは溜ため息いきを吐ついた。

「お前等……絶対自分らの任務のワクを越えて面白がってるだろう？」

　山影の指摘に２人は同時に振り返った。

「それは心外だ。機械化世界の未来の為、特異点と改編者は共にいて貰わねば困る。軍属が長いとこのような男女関係を目撃する機会が少なく珍しい任務ではあるが、それに対してちょっかい出せて面白いなどと言う事は断じてない」

「そうよ～私も魔法世界を救う為に２人には仲良くしてもらいたいから少～しだけ手を出したってだけで～。長く生きているとあんなに微笑ましく甘酸っぱ～い感じの２人を見る機会がすくないから～可愛かわいくて仕方ないけど～それとコレとは使命に関係ないし～」

　語るに落ちるとはこの事。

　そしてこの２人に関してはそこまで分かった上で話しているからよりタチが悪い。

「元々相性は良い２人なんだろ？　出会いを演出してからしっかり仲良くしてんだから……ほっといてやりゃ良いのに」

「何を他人事のように。順当に行くなら次は貴殿の番だぞ、アンドロイド」

　眼鏡をキラリと光らせて言う時任に、山影は溜息を吐いた。







[image: 間章　とある声優の心配]




　あるラジオ放送局のブース、金魚鉢とも揶や揄ゆされる硝子がらすの向こう、１人の女性声優がマイクの前で一枚のハガキを手に取っていた。

「お、今日もハガキが一枚……となれば当然、は～いペンネーム『Ｆ・Ｎフアイナル・ノイズ』ちゃんからのお便りです。いつもありがとうね～」

　人知れず笑みがこぼれる通称『ユイ姉』は毛筆で書かれたハガキを読み上げる。

「ユイ姉こんばんは、ハイこんばんは～。先日仲良くなったと報告させていただいたお友達なのですが、少し距離感についてご相談があります……ほうほう、確かにお友達との距離って難しい問題だから……うん？」

　そこまで読み上げてから、彼女はその先を黙読して眉を顰ひそめた。

「もっと仲良くなろうと、彼が好むコスプレをしてみたり、お昼にお弁当を作ってみたりしたのですけど、後から凄すごく恥ずかしくなってしまいました……オイオイオイ、ちょ～っと待とうか君？　そのお相手は男の子だったの？」

　てっきり同性の友達だと思っていた彼女はこの報告に驚いてしまった。

「彼の方も戸惑ってしまったのか、数日は上手うまく話せなくなってしまいました。この場合、どうするのが良いのでしょうか？　ご助言を頂きたいです……うお～っと、これはもしかして彼は紳士さんで助かったってパターンかな？」

　色々とリスナーの近況を心配して焦った彼女だったが、少しだけ考え……厳しくも優しい口調で話し始める。

「いいかいＦ・Ｎちゃん？　君の言う『彼』だけど、お友達でいたいのか、それともその先の関係に君がなりたいのか、その辺をよ～く考えてから行動するようにね？　お友達でいたいならさっき言ったような事は今後一切止やめなさい。今回は『彼』が紳士さんだったから良かったけど、絶対勘違いされるからね？　でも、もしも貴女あなたがその先を望んでいるなら私が言うのは一つだけ……」

　そう注意してからユイ姉は一息吐ついて、続ける。

「がんばれ！」
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　学校の帰り道、コンビニで肉まんを買い食いしながら俺は少々悩んでいた。

　さっきまでいつもの鑑賞会をしていて、相変わらず最新アニメを興奮の面持ちで消化していく如月きさらぎさんだったが、途中で彼女は思い出したようにカバンから何やらチラシを取り出した。

『このアニメの劇場版、うちの県でもやるんですね！』

　それは映画館で無料配布されている番宣用のチラシ、この前某巨大ショッピングセンターに行った時に貰もらって来たらしい。

　キラキラと希望の星を見つけたとばかりにチラシを掲げる如月さんが何を言いたいのか、それだけで察する事は出来る。

　最近では巨大ショッピングセンターに付属される形の映画館が増えた影響か、地方の映画館でも最新アニメの劇場版を上映する機会が急に増えた。

　その事は大変喜ばしい事。如月さんじゃないけど、劇場版アニメなどに関しては未だに地域によって置いてけぼりを食らうオタクが多い。

　これが機動力と経済力を持った大人であれば放映している地域まで行く事も出来るけど、基本的に金の無い『学生オタク』にその方法は取れない。

　泣く泣くＤＶＤ発売を待つしか無かったのだ。

　だが、やはりここでも地上波で放映していない劇場版の弊害はある。

　まず最近の映画の回転は速い。

　見たいと思っていた映画が２～３週で終了してしまうなんて珍しくも無い。

　そしてそれは観客動員数によってシビアに変化する。

　地上放送では知られていない劇場版アニメが２週目でレイトショーのみ、なんて事は珍しくもなんともない。

　客が限定される作品ならそうせざるを得ないんだけど、これは金と時間に制限がある学生オタクにとっては致命的になる。

　だからこそ、公開初日に当たる土日にはその手の連中が集中する。こんな時に中学時代のダチと再会して軽い同窓会気分になる事もあるくらいだ。

　もう一つ、地方の巨大ショッピングセンターは言うなれば休日一番人が集中する社交の場、老若男女が集まる場所で……当然だが、それは学校の生徒にも当てはまる。

　コレが俺１人なら何の問題も無い。

　同窓生に会おうと同級生に会おうとオタ話を繰り広げれば良い。だが……。

「如月さんが映画館にあのアニメを見に行ったら……絶対目立つよな～」

　思わず肉まんの蒸気と一緒に漏れた独り言が問題の全てだ。

　誰が見ても凛りんとしてキリッとした正統派な美少女である彼女が〝その手の〟アニメを見る……知り合いに見られたら致命的だろう。

　そしてこの時は普段目立たない方の俺が、逆にモロ目印になってしまう。

　オープンオタと休日アニメ鑑賞……こんなの言い逃れも出来ない完璧なオタバレだ。

「な～んとか良い方法は、ね～もんかな～」

「何か、悩み事か？」

　何となく呟つぶやいた言葉に返事が来た事に驚いてしまう。

　声のした方へ振り向くと、コンビニの軒下で湯気の立つ容器を片手におでんをハフハフと食っている山やま影かげの姿があった。

　湯気が立っていて、寒い中で美味うまそうに食っているけど……コイツ、アンドロイドじゃなかったっけ？　ハフハフやっている辺り熱そうだし……。

「ん、大根もいいけど俺はやっぱ卵だな。半分崩して汁に溶けた状態が何とも……どした？」

「お前も未来的な力で何かするつもりだろ……」

　さすがに過去２回あった未来人の所業を思い出して、俺はジト目で山影を見て思いっきり警戒していた。

　しかし山影は眉を顰ひそめて苦笑する。

「あ～あの２人は……どっちも自分らの任務やら使命やら抱えてっからな。考え方も完全に一致しているワケじゃねーし」

「その結果……散々な目にあったぞ」

「はは、そりゃまあ……ごくろうさん」

　そう労ねぎらう山影だったが、おでんの汁をズルズル飲み干すとニヤリと笑った。

「けどよ、その散々な目で……何か悪い事あったか？」

「う……そりゃあ……」

　そう言われてしまうと……あの２人の所業はタチが悪いけど、悪い事など無い。

　俺が２回も殺された事件……あれ以来今まで高たか嶺ねの花はなとしか思わなかった、それどころか畏怖や恐怖の対象だった『絶対零度の女帝』如月キサキが……可愛かわいくて仕方が無い。

　一度気を許した相手の前……今のところ俺しかいないが、感情表現豊かに良く笑うし怒るし泣く。オマケに少し抜けていて天然な姿も見せてくれる。

　なんと言うか……たまらんのだ。

　そうなると一概にあの２人を悪者、犯人と糾弾する事が出来ない。奴やつ等らが悪女である事は間違い無さそうだが。

「お前は何もしないのか？　山影」

　残りの肉まんを口に詰め込みつつ聞くと、山影はおでんの容器を捨てつつ答える。

「前に自己紹介で言ったろ？　俺には大した力はねーんだよ」

　未来人の分類の中でもコイツは人間では無い、外見じゃ分からないけどアンドロイドだ。

　それだけで大した違いだと思うんだが……しかし山影は俺の指摘に首を振って否定する。

「単純な攻撃力は確かに俺が一番だよ。だが俺はそれだけで、あの２人みたいに超常的な現象を起こせる能力はねーよ」

「物理的に強いなら最強じゃん」

　俺が何となく言うと山影は『分かってねーな』とばかりの呆あきれを含んだ目を向けた。

「知ってるか？　アニメと違って世の中には銃刀法とか傷害罪があるんだぜ？　得体の知れない武器を持ったアンドロイドに、この時代でどんな需要があるんだよ？」

「あ～ま[image: ][image: ]そうだな」

　確かにその通り、未来人＝バトルのイメージがどこかにあったようだ。

　そもそもコイツらは最初から『無理矢理過去に干渉は出来ない』と言っていた。その言葉を信じるなら、物理的な強さを発揮する機会なんてないだろう。

「はっきり言やぁモンスターが蔓延はびこる『むこう』では最重要装備だったんだけど、この時代に向けて俺を作った奴はそこまで考えてなかったみたいだ」

　そう言いつつ手首が展開して銃やナイフ、良く分からないギザギザした機械を出したり電流を流したりして見せて、更に肩の辺りから数個のアンテナを出して「その気になれば衛星受信も可能だぜ？」と笑って見せる山影。

「まあせいぜい俺がこの時代、この国で役立つ機能はこんなもんだ」

　たまたま通行人が目撃して驚かれるが、直後に造花を取り出し感心させ、手品として誤ご魔ま化かしている。

　やっている事が少し軽いけど言っている事は非常に重たい。

　何と言うか……他の２人に比べてアンバランスというかアンドロイドって事以外は普通な男子生徒と言うか。

「他２人に比べて、お前からは関われないってより手を出す気が無いような気がするんだが、未来的にそれで良いのか？」

　能力云うん々ぬん以前にどこか積極性に欠けるような……。

「ん？　何かして欲しいんか？」

「全力でお断りだ！」

　俺が心の底から断ると山影は「そうだろ」と苦笑してみせる。

「時とき任とうも三さん千ぜん院いんも、未来を変えたくはあっても無くしたいワケじゃねーから。機械化世界も魔法世界も良い感じで残して変えたいから関わるんだよ」

　その言い分に俺は正直驚いた。それじゃまるで……。

「俺の目的は終末世界その物を無くす事だからな」

「……マジか？」

　アッサリと俺が思った事を口に出す山やま影かげに戦せん慄りつを覚える。俺にとっては未来の事ではあるけど、言い方を変えれば『一つ世界を滅ぼす』と言っているのと同じだ。

　だけど山影は軽い調子で続ける。

「あんまり深刻になるなよ。俺らの世界ではコレは全人類……いや地球上全ての総意と思っても良い事だからな」

「な、何でそんな事が言えるんだよ。もしかしたらそんな世界でも残存を望む人はいるかも知れないじゃないか」

　俺がそう言うと、山影は溜ため息いきを吐ついた……悲しげに。

「ある利益を求めた企業が天才から非合法に奪った研究を悪用したせいで、生者は死者に、死者は怪物に変わり、人に限らず動物も植物も、挙句の果てに水や空気に至るまで汚染され、最後の最後には怪物すら餓死し生物が全て存在しなくなった世界……俺はそんな世界のただ一人の生き残りによって過去に製作されたんだよ」

　言葉が出ない……いつもの口調だと言うのに茶化す気一つ起きない。

「最後の生物代表は〝一度調子こいて女性にビンタされたい〟って言うどうしようもない男だけどな。その男が命じたんだから、地球上全ての総意って言っていいだろ？」

　笑えねぇ、何一つ……山影を過去に作り出したその人が、ふざけてそんな事を言っていたワケじゃないのは俺にでも分かる。

　それは憧れ、そんなバカをやれる世に生きたかったという想おもい。

「いや、それじゃあ何で他の連中と違ってお前はそんな感じなんだ？　どっちかと言えば一番必死になりそうに思うのに？」

　俺が若干の使命感すら覚える終末世界の話……なのに奴は俺のテンションとは裏腹にあっけらかんと言う。

「ああ、だってもう大丈夫そうだからな」

「……は？」

「俺としては如月会長とお前がオタ友しててくれりゃＯＫだからな。具体的には、高卒後に危険な細胞の発見を止めてくれる友人さえいれば問題ない。俺の目的はお前と会長を引き合わせた時点でほぼ終わってんだよな～」

「そーなの？」

　山影が頷くのを確認して、俺は全身から力が抜けた。

　無意識に力が入っていたみたいだけど、しかし何と言う肩透かし。ちょっと使命感めいた物を抱きだしていた自分が恥ずかしくなる。

「……ま、俺にはパートナーも子孫も関係ないからな」

「何か言ったか？」

「いや、な～んも」

　何かボソッと言った気がしたが、山影は軽い感じで頭の後ろで腕を組む。

「だから俺はお前らが仲良くしてればそれ以上何かするつもりも無い。出来る事もせいぜい普通のアドバイス程度しかねーな」

「何だそりゃ？」

「オタバレ厳禁の会長にどうやって映画を見せてやろうか悩んでんだろ？」

「あ、ああ……何でその事を……」

「お前、考え事が口に出てたぞ」

　そうだったか？　と思うと山影の腕がガシャッと機械的な音を立てて展開、そこから小型のモニターらしき物体がせり上がって来た。

　そして映し出されたのはさっき肉まんを買ってコンビニを出た時の俺。

『如月さんが映画館にあのアニメを見に行ったら……絶対目立つよな～』

『な～んとか良い方法は、ね～もんかな～』

　うん、確かに言ってるな、数分前の俺。

　そう言えばこいつは見た物を映像として残して置けるんだったな。

「便利だな～お前の体、飯も食えるみたいだし」

「何か製作者のこだわりでよ～。味覚もしっかりあるし、な～んでか猫舌まで再現されてんのは余計だったが」

「猫舌!?　アンドロイドが？」

　アンドロイドっぽい事をしている最中なのに、どこまでも人間臭い男である。

　そんな奴なら確かにアドバイスは貰えそう、俺は何故なぜかそう思って現在悩んでいる事をかいつまんで説明する。

　つまり休日の大型ショッピングセンターは知り合いに遭遇する率が高い。

　ゆえに俺と会長が一緒に映画館に行くとオタバレ率が高くなる。

　しかしただでさえ本数の少ない劇場版は早く行かないとすぐに終了してしまう……などだ。

　俺からそれを聞いた山影は少し考える仕草をして、口を開いた。

「日ひ向なた、今度の日曜日に俺の仕事を頼まれてくれるか？　庶務の仕事」

　一応生徒会には役職に応じた役割分担がある。

　最近までの生徒会にはそんな線引きをしている暇が無く、全員で書類に立ち向かっていた感が否めなかったが。

「生徒会の備品の買出しは俺の役目だけど、今度の日曜日は用事があるから俺は行く事が出来ない。だから代理で会長と副会長が買い物に行く……それで休日に一緒にいる理由にはなるだろ？」

「お、おお！」

　そうだ単純だけど効果的、生徒会って肩書きを利用すれば良い。それならば万が一知り合いに見つかっても『生徒会活動の一環』で押し通す事が出来る。

「他にも当日劇場に入る時とか危険箇所は色々あるから……当日は俺が陰ながら護衛に付く事にしようか」

「え？　マジか!?　でもそこまでやってもらわなくても……というか」

　サラッと自らの休日返上を申し出る山影に俺は少し疑問を覚える。

「何で協力してくれるんだ？　今回は最悪オタバレの危険はあるけど、まさか映画鑑賞が未来に何か影響でもあるのか？　それなら行かない方が……」

「いや、それは逆に良くないんだ」

　山影は結構真面目な顔で首を左右に振る。

「俺たち３つの世界の未来人の誰もが完全な正解は分かってない。だけど統一した見解によると、〝改編者ナビゲーターの接触〟と同時に〝会長がオタ系を高校時代に我慢するのは全般的に悪影響〟ってのがあってな」

「全般的って……この映画に行く事も含めて……か？　そうは言っても多分数ヶ月後にはＤＶＤで発売すると思うけど」

　この手の映像作品は商品展開の回転が速い。最悪見に行けなくてもレンタルすれば～と思っていたんだが……。

「どの我慢が未来に影響するかは分からねぇ。この場合は『映画に行けなかった』って事が後々悪影響を与える可能性があるって事」

「や……ややこしいな」

　ただまあ、分からなくはない。

　後に作品について語る時に劇場に行ったかどうかは一種のステータス、そこに明確な順列を感じても仕方がない。

　気にしない奴は全く気にしない事だけどな。

「似たような理由でオタバレも良くない可能性が高いらしい。基本会長って思い込みが激しい時があるだろ？」

「ん？　あ、ああ……」

　オタバレ＝不信任で会長解任、内申に響いて進学失敗……なんて最たるところだしな。

「万が一、オタバレしたからもう学校にはいられない……な～んて考えられたら厄介だしな。それも含めて俺の役割なんだよ」

　要約すると、我慢の結果如月さんがオタクを卒業後にこじらせないようにイベントをこなして満足させ、その上でオタバレは防ぐ……それが山影の役割って事か。

　…………だとするなら、俺の役割は……。

「な～に俺の能力じゃ出来るのはその程度だからな。それくらいはやらせろよ」

　展開していた機械っぽい腕を収納して、山影は豪快に笑い俺の背中をバシバシ叩たたく。

「何と言うか……人間じゃないはずのお前が一番頼りになる気がする」

　どこか遠くで２人の未来人が盛大にクシャミをしても、俺は知らん。
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　そして次の日曜日、俺は晴天の下この前待ち合わせに使った、三千院の魔法で幼おさな馴な染じみと思わされていた時の公園へと自転車をひたすら走らせていた。

　如月さんと映画に行く事になって、待ち合わせ場所をここにした事に他意は無い。

　単純に２人の家から待ち合わせをするのに、ここが一番都合が良かったから……。

　現在は８時50分、待ち合わせの時間は９時だから十分に間に合う。

　しかし……俺は公園に近付くにつれて緊張が増して行くのを感じている。

　原因は、日曜朝のアニメを蹴ってまで家を出る俺に妹が放った一言だ。

『初デート、健闘を祈る！』

　寝っ転がりながら敬礼する妹は物もの凄すごくニヤニヤしていた……。

　奴に本日の予定を知られてしまったのは最大の不覚だった。

　女友達と映画に行くだけでそんな大それた事じゃないと言っても、『男女が２人きりでお出かけする、それをデートと言うのだよ兄上』としたり顔で言いやがる。

　早朝から起こされて、更に服のコーディネートまで口を出して来て、『あの朴念仁が遂ついにデートか～。コレで私も安心だわ』などと感慨深げにしていたり……お前は師匠か何かか!?

　そのせいで自転車の走行とは関係無しに、さっきから心拍が上がりっぱなしだ。

「くそ[image: ][image: ]意識しちまうだろうが……」




　絶対時間前に彼女は来る。そう確信していたからこそ10分前には到着したのに、如月さんは既に公園の入り口付近で立っていた。

　ある意味先にいる事も予想していたけど。

「あ、おはようございます和なご也や君早いですね」

「おはよう如月さん……先に来ていて早いですねって」

　俺を見つけてそんな事を言ってくる如月さん、当然本日は私服姿で……俺はその姿に息を吞のんだ。

　今回映画に行く上でのオタバレの危険性を考慮して、如月さんには〝パッと見、知り合いに気付かれない格好〟をコンセプトにして欲しいと伝えた。

　そして、彼女はおそらく努力したと思う……ハッキリ言って、見とれてしまった。

　いつもは清せい楚そな制服姿だけど、今の彼女は水色のパーカーにジーンズというラフで機能的な服装。長い髪は編み込んで、しかも緑の野球帽を被かぶったいつもとは違う雰囲気で……それは凄く良く似合っている。

　ラフな服装でも知的な出来る雰囲気は損なわず、いつもよりも大人っぽくなっていて女子大生か自営業の社会人にも見える……如月さんがそこにいた。

「似合うんだけど……やっぱり一発で如月さんって分かるね」

「え、そうですか？　自分では頑張ったつもりなんですけど」

　うん、頑張ってるよ？

　これで頑張っていつもと違う服装を心がけた結果、〝いつもと違う美しさの如月さん〟になっていなければ完璧だったが。

　お忍びの大物芸能人並にオーラを隠せてねぇ。

「う～ん、せめてコレでも掛けてみますか？」

　俺はいざと言う時の為ためにと持って来ていた伊達だて眼鏡を渡してみた。

「あ、眼鏡ですか。なるほどコレなら……」
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　何の抵抗も無く彼女がスチャっと眼鏡を掛けた瞬間……鼻血が出そうになった。

「どうです？　少しは目立ちませんか？」

　小首を傾かしげられると知的な可愛かわいらしさが演出されて……あれ!?　おかしいぞ!?　俺には眼鏡属性は無かったはずなのに!?　なんだこの凛りんとした瞳に眼鏡が合わさった時に起こったコンビネーションは!?

　くそう……色々と手を加えると却かえって際立つ彼女のポテンシャルに戦慄すら覚える。

「…………大丈夫だ、問題無い」

　最も早はやある程度は仕方無いと割り切るしか無さそうだな……そう思った俺は気持ちを切り替えて自転車に跨またがる。

「じゃあ行きましょうか。上映開始は大体２時間後ですし、１時間もあれば余裕で到着するでしょうし」

「そうですね。今日は晴れて良かったです」

　そう言いつつ如月さんが自転車に飛び乗ると、彼女の髪がフワリと舞って幻想的な美しさをかもし出す。

　……あかんどう見ても如月さんだ。

　さて、大型ショッピングセンターは地方在住の者にとって一番集まりやすい施設で、休日とかに色々イベントなんかも行われる社交の場だ。

　でもそんな場所なのに市内の便利な区画じゃなくて郊外に建設されているケースが多い。

　それには色々と面倒臭い理由があるらしいけど、親父おやじが言うには交通の利便性が低い土地では車が必須アイテム。

　商売をする上で駐車場を確保出来ないと、駅前とか特殊な環境にいないと飯屋だろうがコンビニだろうが客が来ない。

　だからこそ巨大な駐車場を確保出来る郊外に建つんだとか何とか。

　……まあそんな事情はこの際良いけど、問題なのは金の無い学生にとってはそこに行く手段が余り多くないことだ。

　勿もち論ろんバスとかの移動手段も無くもないが、大抵駅前で乗り換えて～とかの手順を踏む事になり、面倒な上に運賃も結構かかってしまう。

　となれば残される手段は一つ……自転車しか無い。

　そんなワケで俺たちは今、田んぼを突っ切る形で伸びる道路の先に見えるショッピングセンターの看板を目指して、ひたすら自転車を走らせていた。

　結構な速度を出しているのに、高速で走る車が余裕でビュンビュン追い抜いて行くのが実に妬ましい……あの中に自分と同じ学生もいるだろうに。

「和也君はいつも映画は自転車で見に行っているんですか？」

　しかしそんな負の感情を浄化する美声が隣から聞こえる。

　美しい銀髪をなびかせ自転車を漕こぐその光景は、同じ速度の自転車でなくては見る事が出来ない……その事実に俺は逆に優越感を覚える。

　ふ……車なんて邪道、人は楽をするからこそ見落とす大切な事があるのだ！

「そうですね～。一々運賃払ってたら買いたいマンガもＤＶＤも買えなくなるし、映画の場合、その時にしか買えないパンフレットやグッズもありますから」

「ふふ、同感ですね」

　一度彼女の小遣いの額を聞いた事があったけど、お嬢様っぽくも見える外見に反して一般家庭の学生と余り変わらなかった。

　そう言えば金がないからレンタルに頼っているって言ってたものな。

　学生のうちでも金銭的に余裕のあるボンボンであれば共有出来なかった感覚だろうから、彼女と価値観が変わらないのは素直に嬉うれしい。

「あの公園から片道12キロってところか？　でもさすが如月さん、自宅から合わせると既に４～５キロは走っているのに、ペース落ちないね」

　そう、集合場所にしていた公園から彼女の家まで結構距離がある。

　それなのに如月さんはここに至っても息一つ上げずに、颯さつ爽そうと自転車を走らせている。

　さすがは道場の一人娘、この程度の運動量で音を上げる事は無いか。

「レンタルＤＶＤのハシゴで私が今まで何キロの移動を経験していると思います？」

　得意気にそう言われて、思わずコケそうになった。

「それに今回は行けば必ず見れる映画です。レンタル中かもしれないと思いつつ長距離を移動する苦行に比べれば、この程度で音を上げるものですか！」

「ここは自分の道場の鍛錬を引き合いに出そうよ……言っている事はメッチャ分かるけど」

　地方出身の学生オタクは長距離に強く体力がある……これも一種のあるあるか？

　長距離の行軍を経て、最後の嫌がらせのように山の上に存在する巨大ショッピングセンターへと到着した俺たちだったが、やっぱり日曜日だけあって賑にぎわっている。

　自転車を置いて店内に入ると、老若男女、学生から親子連れ、カップルなど様々な世代の人たちが集まっている。

　同じような事を如月さんも思ったのか苦笑を漏らしている。

「やはり日曜は混んでますね」

「休日に取とり敢あえず出かけようと思ったら、地元じゃココしか無いですからね～。多分映画館はもっと混んでると思いますよ？」

　俺がそう言うと如月さんは少し不安そうな顔になる。

「大丈夫でしょうか？　もしかしたら席が取れないかもしれないのでは？」

「大丈夫ですよ、最近じゃ前もって予約も……」

　ドン……

　如月さんを安心させようと既に予約してある事を伝えようとした時、俺の肩に混雑から抜け出た一人の男性が接触した。

「あ、すみません」

「あ、いえ……」

　男性は一礼して謝罪をすると、そのまま出口へと向かって行く。

　漫画やドラマだったら、ここで因縁を付けられてバトルに突入～なんて展開もありそうだけど、現実の対応はこんなもんだよな。

「ん？」

「どうかしましたか？　今の人が何か？」

「いえ、何でもないですよ。まずは映画の時間前に生徒会業務を済ませてしまいましょう」

　俺がそう言うと如月さんは笑顔で頷うなずいた。

「そうですね。まずは文房具から……」

　本日購入予定のリストを確認しながら歩き出す如月さんに付いて行く格好で、俺は手の中にあるコードレスイヤホンを確認した。

　偶然ぶつかったように見せかけて対象に目的のアイテムを渡す、これもこれで漫画とかにありがちな展開な気もするが。

　俺がそれを片耳に突っ込むと、しばらくしてから知った者の声が聞こえだす。

『おっす、聞こえてっか？　ソイツは一応声も拾える代物だけど、実際に声出すと独り言みたいになるからな。会長の手前、了解は頷くだけで良いぞ』

　その声は今回の相談相手にして今日の護衛役、やっぱりさっきの男は……俺は指示通りに頷きつつ、周囲に視線を投げる。

『あんまりキョロキョロすんなよ。一応俺は今日用事があって仕事を頼んだ体なんだから、会長に見つかるのは最高にめんどい事になる』

　おっと、確かにな。俺は山影の指令に納得して視線を正面に固定した。

『俺と会話する時は声を出さずに口だけ動かせ。そうすれば勝手に解読するからよ』

　それってまさか読唇術!?　そんな高度な技を体得……いや機能が搭載されてんのアイツ？

『ちなみに現在の俺はお前の右前方、丁度会長が通り過ぎた植木の前にステルス状態で立ってる。透明状態だから人間の視覚じゃ見えねぇだろうが』

『何なんだよその高性能！　マジでいつ使うつもりだったんだよ!!』

　俺の人生初の読唇術による会話は突っ込みになってしまった。

『んな事製作者に俺自身が一番言いてぇよ。平和な時代じゃこんな機能、犯罪にしか役に立たねーんだから』

　なんだか戦争からの帰還兵の悲哀を語った映画を思い出してしまう言い草だ。

　何でコイツの軽口は一々重たいのか……。

『取り敢えず状況確認、良いか？』

　俺は自分の目には全く何も無いようにしか見えない植木に向かってコクリと頷く。

『店内に侵入した銀ぎん足そくの学生は全部で15名、内訳、遭遇したら面めん倒どうそうなのが３人……コイツらを仮に〝クリーチャー〟、他を〝ゾンビ〟と呼称しようか』

　するな、大型ショッピングセンターでその呼称をされたらフラグに思えてしまう！

　しかし休日に銀足高校の生徒はこの人ごみの中に15人……多いのか少ないのか？

『今後増減はするだろうからその都度連絡は行うつもりだ。なるべく遭遇しないように〝お姫様をエスコート〟するのが本日の任務だ』

『俺はエージェントか何かか……あと作風は統一してくれ』

　倒していくタイプのガンシューティングゲームと隠おん密みつ主体のゲームでは、今回を考えれば後者が正解っぽいけど。

『ぶっちゃけ普通の奴なら休日私服姿では誰も気が付かない。あえて言えばお前一人なら、誰もが隣にいたって気が付かないだろうな』

　含みのある言い方に俺はほぼ答えが分かっていて、あえて聞いてみる。

『お前の目から見て、今日の如月さんどうよ？』

『帽子に眼鏡、編み込みして服装はラフにパーカーとジーンズ、いつもと違う雰囲気で写真にとって学校で自慢出来るくらい……隠せてねーな』

　やはりか……軽い変装程度で彼女のオーラは隠せないみたいだ。

『パッと見誤ご魔ま化かせるかもしれねーけど、ある程度は仕方ねーよ。まあ、一番気をつけるべきは劇場内だからな』

　その辺は同意、付属の映画館で何の映画を見るのか、そして誰と一緒なのかを知り合いに見られるのが一番まずい展開なのだから。

　そこ以外で山影曰いわく〝クリーチャー〟や〝ゾンビ〟に遭遇しても、『生徒会の業務で来た』と言い張れば済むからな。

『ま、今は庶務の仕事を肴さかなに美女とのデートを楽しんでくれ』

「ば!?」

　俺が思わず声を出してしまうと、イヤホンからの声は途絶え、同時に俺の声に如月さんが振り返った。

「どうしました和也君？」

「いえ、何でもないですよ。文房具って２階でしたよね？」

「そうですね、２階の家電製品の更に先みたいですね」




　生徒会の必要物品の買出し、俺はどこかパシリ程度の気分で引き受けたんだけど……正直舐なめていたようだ。

　生徒会は学校の行事全般に関わる組織、つまり行事に関わる全ての必要物品の調達は、生徒会が請け負う事になるワケで……全ての物をまとめると相当な量になってしまう。

　模造紙やペンなどの文房具から始まり、角材や釘くぎ・ネジなどの工具、球技大会用に配られるお茶なども含まれていて、とても面倒臭い。

「これを、山影は一人でこなしているんですか？」

　俺は増えて行く一方の購入品を学校へ送るべく手続きの準備をしつつ聞いてみると、如月さんはチェックリストを眺めながら頷いて見せる。

「そうですね、山影さんは前生徒会から唯一の続投役員です。生徒会の経験年数で言えば私たちの誰よりも長いし、仕事内容も一番ご存ぞん知じです。発足当時の私たちだけでは生徒会が回らなかったと言っても過言ではありません」

　そう語る如月さんの顔には、頼りになる仲間に対する信頼が窺うかがえる。

　こんな所でも無駄な高性能を発揮して……何か如月さんのそんな顔を見ていると……。

『いらん事でアンドロイドに嫉妬すんなよ副会長』

『うお!?』

　完全に油断していた！　急に聞こえた山影の笑いを含んだ声に飛び上がりそうになる。

『俺にとっちゃ一年前からの仕事の焼き直し、しかも記憶じゃなくて記録なんだから出来て当然だろう？　役割分担ってだけだから安心しろよ』

『ベベベベ別に嫉妬なんてしてねぇし……』

　俺が声なき声で動揺を表していると、一しきり笑った山影が情報を口にする。

『現在の敵対勢力は20に増殖、内訳クリーチャーが４、ほとんどが正面口から侵入しているな。バリケードも無いから当然だけど』

『バリケードって……お前まえ等らの世界ではショッピングセンターで何があったんだよ』

『それはその内教えてやるよ。平和なショッピングセンターは俺のメモリーには入って無いってだけは言えるか……隠れやすく攻撃しやすい、２階の吹き抜けから侵入した化け物を各個撃破ってイメージだったからな……おっと』

　聞きたいような聞きたくないような未来の話を途中で切って、山影はさっきよりは緊張した口調になった。

『クリーチャー一体、こっちに向かっている』

『!?』

　その情報に俺は思わず顔を上げて周囲を見渡してしまう。

「どうしました？」

　俺の行動に隣で必要物品の確認をしていた如月さんが聞いてきた。

『バカ、不用意に反応するなって！　文具屋から見て右、渡り廊下を歩いている家族だ』

　山影の指摘でまたもや過剰反応してしまった事を悔やむ。俺はホラー映画なら間違いなく仲間の足を引っ張った挙句に死ぬタイプだろうな。

　俺は言われた方角に視線を投げて……いた！　５人家族の中にいるおかっぱに近い髪型の女子、あれは確か親衛隊でいつも時任の背後に立っていた……。

　向こうはまだ気が付いていないようだけど、こういうのは急なのと事前に知る事が出来たのでは全く違う。

「え……ええ？　もしかして会長!?」

「あら？　貴女あなたは確か……」

　そうしている内に向こうは如月さんの存在に気が付いたらしく、仮名・親衛隊Ａは家族から離れて一人近寄って来た。

　やっぱり軽い変装は余り効果が無かったみたいだ。親衛隊Ａも『めめめめ眼鏡!?　会長が眼鏡!?』と悶もだえ始めている……気持ちは分からなくもないが。

　対する如月さんは途端にいつも学校で見せている凛りんとした瞳に微笑を浮かべ、『絶対零度の女帝』へと変貌を遂げる。

「今日はご家族でお買い物ですか？」

「は、はい！　そうです。会長は……え？」

　休日に如月会長に偶然出会えた幸福の表情が、俺の姿を見た瞬間に崩壊する。

　あからさまに悪い方角の驚きよう愕がくに彩られ、『何故なぜこの男が!?』という表情に。

　俺はそこから派生する面倒事をバッサリと切る目的で、事務的で無機質な口調を心がけて購入品の確認を行う。

「会長、資材の受け取りは火曜の17時で良いですか？　体育祭や球技大会の物資は大分多くなりそうなんで搬入口まで運んでもらった方が良いかと」

「そうですね、業者の方には裏手に回っていただけるよう一筆お願いします。ああ割れ物は別にして下さいね」

「了解です」

　俺たちの事務的な〝生徒会役員〟としての言動に、親衛隊Ａはあからさまに安心した表情に変わった。『何だ、生徒会のお仕事なのね』って感じに。

　その後一言二言何やら如月さんと言葉を交わした彼女は家族の下へと戻って行った。

　去り際に俺の事を鬼の形相で一瞬睨にらんでいったけどな。

『役員とはいえ、如月会長と休日を過ごせるだと……妬ましい、羨ましい!!』

　読唇術など俺には使えないし、そもそも彼女は唇一つ動かしてはいないのに、俺にはそんな声が確かに聞こえた気がした。

　それから生徒会の業務を終えた俺たちは早めの食事をフードコートで取ると、いよいよ本日のメインイベントである映画館へと赴く事になった。

「いよいよですね。私、ワクワクしてきました」

　瞳をキラキラ輝かせる彼女は今にも劇場に突入しそうである。

　知り合いとのエンカウントを極力避ける為ために、俺たちは劇場の手前にあるアジアンテイストな小物屋から劇場前を窺っていた。

「では作戦概要を伝える、宜よろしいか如月隊員」

「了解であります隊長」

　俺が少し声を落として極秘内容の作戦を伝えるように言うと、彼女も小さく敬礼をして合わせて来る。彼女は案外こういったノリが好きなのだ。

「まずは10分前の開場と共に俺が先に突入する。そして君は上映前番宣が終わるまでの間待機、連絡を待つのだ」

「了解であります。隊長、撤退時の作戦確認もお願いいたしますです」

「よかろう、終了後は入場とは逆、スタッフロール時の暗闇に乗じて先に撤退するのだ。君にとっては最後まで確認したい所だろうが……」

「良いのです、戦場で何も犠牲なしに得る物など無い。私はそう自負しております」

　聞けば彼女はスタッフロールもキッチリ見る派で、特に今回の劇場版は彼女が一番好きなラジオパーソナリティも参加している。

　それは苦渋の決断なのだろう。

「そうか、ならば何も言うまい」

　そこまで寸劇をして俺たちは互いに少し笑いあってから一時的に別れた。

　劇場内で再会する為に。

　これは予約制で先に席を確保出来るからこその作戦、早い者勝ちの形式だったら見に来る事すら断念していたかもしれない。

　その映画を見る為に行列に並んでいたら、即時アウトだったろうから。

『軍人ゴッコは終わったか？』

　俺がスタッフに半券を渡した途端、イヤホンから呆あきれを含んだ声が聞こえて来た。

『お、おお今どこにいるんだ？』

『振り返るなよ、お前の後ろ12人目辺りの隣ら辺』

　そう言われて瞬間的に振り返りそうになった自分を何とか押おし留とどめる……危ね～、３度目の正直、言われなきゃ絶対に振り返っていたな。

『今の敵対勢力の概要を教えてくれ、劇場内部は正確に』

『店内の敵対勢力は10人、午前中のうちに帰った者が多いな』

　お、それなら楽勝かな？

『しかし内訳ゾンビは５、クリーチャーは２が劇場内に侵入している。ちなみにクリーチャーはどっちもお前の知り合いだ』

『２人か、微妙だな……』

　如月さんだけじゃない。俺も知り合いに見つからないように配慮しないとな。

　俺の心情に同調するように山影からの声には真剣味が込められていた。

『おそらく作戦通りならクリーチャー連中にバレる事は無いだろう。しかし用心に越した事は無い。何かあったら即合図しろ、常に俺は傍そばにいるから』

　頼もしい……本当に他２人の未来人にも見習って欲しいもんだ。

　今回の作戦もそうだが、同じ学校の奴とのエンカウント率が一番低い映画の時間を選びチケットを確保してくれたのも山影だ。

　俺は入場はしたものの、席には座らずに始まった番宣を立ったまま視聴しつつ、アンドロイドの仕事に感心していた。

　しばらくして番宣が終わる……何本か興味をそそられる映像もあったけど、実際に見に来るかは分からない。番宣に騙だまされた経験が俺にも無いでもないからな。

　そして照明が落ちる段階になって如月さんにメールを送ると、あまり間も置かずに彼女は場内へと入って来た。

　さすがに映画館の暗闇の中では彼女の事を確認出来る人間はいないだろう、それこそアンドロイドでもない限り。

「じゃ、行きましょうか」

「はい、えっと……座席は……」

　俺はこの時完全に油断していたのだろう。

　それはゾンビやクリーチャーなど、最初から敵対勢力として認定していた者に対してじゃない。

　色々と相談して協力してもらい、当日には護衛まで行ってサポートしてくれた山影ヤツがそういう事はしないと思っていたのだが……。

『山影ブルータスお前もか』

　俺は声なき声で思わず呟つぶやいてしまった。

『言っとくけど他意はねーぞ？　２人で座れる座席が、この時間だとコレしか無かっただけだからな』

　いや時任みたいに強制スキンシップに誘うとか、三千院みたいに幼おさな馴な染じみプレイをさせるなんてどぎつい事じゃない。

　ただ、その……座席がカップルシートってだけで……赤い２人掛けの座席を前に俺たちは硬直してしまう。

　しかし周囲からは無言の『早く座れよ』の視線……突っ立っているワケにも行かない。

「す、座りましょう……取とり敢あえず」

「そう、ですね」

　いつも放課後に２人で似たようなソファーに座ってアニメ鑑賞やゲームをしているのに、「カップル」という名前が付いただけで座るのに躊ちゆう躇ちよしてしまう不思議。

　存在は知っていても自分が座る事は一生無いと決め付けていた代物、要するに中心に肘掛が付いていない２人掛けの椅子なのに。

　チラッと隣に目を向けると寄り添って座るいかにもな男女……の更に向こうで、明らかに座席が無いから渋々座ったらしい同志の匂いのする男が２人。

　こっち見んなオーラを感じ取って慌てて目を逸そらす……すみません。

「和也君、貴方あなたの荷物を……」

　そんな事をしていると如月さんが耳元で囁ささやいて来て思わずゾクゾクしてしまうが、俺はその言葉に天啓を得た気分だった。

　そうか、カップルシートと言えど２人の間に荷物があるならば、それは一般席と何ら変わりは無い……さすがは如月さん、臨機応変に頭脳が回る……そう思ったのだが。

　如月さんは自然な動きで自分の右隣のスペースに俺の荷物も纏まとめて置いてしまった。

　……状況を整理しようか？

　俺は今シートの左側にいる、当然如月さんは右側だ。

　さて、ココで彼女が２人分の荷物を右側に置いた。更に礼儀正しく奥ゆかしい彼女は俺の荷物を潰さないように気を遣って極力左へと体を寄せて来て……。

「ふお……」

　肩が、腕が、太ももが、心地良い弾力と圧力を伴って俺の右半身へと密着してしまった！

「どうかしましたか？」

　思わず漏れそうになった声を抑えると、暗がりでハッキリとは見えないが、彼女の反応からそれほど意識していない雰囲気を感じ取る。

　そう言えば彼女は密着する事に結構無頓着だったような……掃除ロッカーの時なんかも。

　……その事を思い出すと、あの時と同じようなイイ匂いと体温が自分の右側にいる事に、心臓の鼓動がドンドンと速くなって行く。

　オマケにあの時よりも密着具合は低いのに何だろうか、この高揚感と優越感!?

　ハッと気が付くと、さっきのいかにもなカップルの男が『お前もやるじゃねーか』って感じに笑った……え、何その仲間を称たたえるような笑い方。

　そ、そうか！　公共の場で異性と密着する、世のカップルたちはこの優越感を公共の場で味わう為にカップルシートを利用しているのか!?

「あ、始まりますよ和也君。楽しみですね～」

「あ、おお……」

　世のカップルの方々、リア充やら公害やらディスったりしてスミマセンでした……これは、たまらん……。

　初めての経験に俺は上映開始からしばらくは内容が頭に入ってこなかった。




　約１時間半の映画はテレビ版の後日談として製作された最新作、ファンの間では賛否両論だと言われてなかなか燃える展開だった。

　隣に目を向けると如月さんは興奮冷めやらぬ状態でスクリーンを眺めている。

　この顔を見れただけでも連れて来たかいがあったというもの。

　スタッフロールが始まった辺りでも、まだ立ち上がらない如月さんだったが、俺が肩を揺さぶるとハッとした表情になって、慌ててまだ暗い場内を出て行った。

　失われた右半身の体温が名残惜しい……何も気にしなくて良ければ最後まで一緒に見たいところだけど。

　俺は彼女の代わりとばかりに、ふだんは御座なりにしているスタッフロールもしっかりと確認する。如月さんがファンの声優さんは今回敵の幹部役だったな。

　そしてすべての映像が終了したと同時に劇場内にゆっくりと照明が灯ともる。俺はそれに合わせるように一人カップルシートから立ち上がった。

「あれ？　もしかして日向か？」

　突然劇場から出ようとしていた男に声を掛けられて驚く。

　そいつは中学時代の同級生で、現在は違う高校に通っているはずだが……。

　一瞬どうするべきか判断に迷うが、その時山影からイヤホンに情報が届く。

『おそらくそいつから銀足に情報が伝わる危険はねーよ。他校の生徒会長なんて知るはず無いし、何より同じ中学出身の奴とそいつは交流がないから』

『……じゃあクリーチャーでも何でもない？』

『ああ、演出で犠牲になるモブタイプだな』

　いい加減その例え方は止やめないか？

　俺が声なき声で山影と会話していると、目の前の同級生は何やら興奮気味に話してくる。

「お、お前、今までカップルシートで隣にすっごい美人のお姉様が座ってたよな!?　銀髪に眼鏡でメッチャ[image: ]ってもらいたい感じのクールな美女！」

　お、でも隣に女性が座っていたのは見ていたようだな。

　この時俺はちょっとした優越感を味わっていた。

　一瞬『妹』と家族特権を利用して逃げようかとも思ったけど、休日に美女と映画……そんなシチュエーションを自慢してみたい自分ってのが心の片隅にいたのだ。

　しかもコイツからは情報が流れる心配がないらしい……。

「カップルシートに座って……まさか、まさか彼女？」

「ま、まあね」

「マジか～、お前は生涯の同類ともだと信じていたのに……裏切り者め」

　ちょっと調子に乗ってリア充宣言してみたかった……そう、それだけだったのだ。

　それから少しだけ話をして、最終的には憎たらしそうに祝福をしてくれる辺りこいつもいいヤツだな。

『昔のダチに見み栄え張りたかったってのは分かるけど……ちょっと良いか？』

　そうすると物もの凄すごく言い難にくそうに山影から通信が入った。

『何だよ？』

『結局会長さん、スタッフロールを最後まで見たかったらしいんだ』

『ああ、それで？』

『……さっきから後ろにいるんだが』

「…………………………………え？」

　油の切れたブリキの如ごとく、ギギギと首を背後に回すと……そこには確かに帽子を目深に被かぶり、照明が反射した眼鏡で表情が見えない如月さんが立っていた。

　彼女は動いていない……動いていないのだが……何だろう、背後から地鳴りのような音が聞こえてきそうなこの迫力は……。

「……和也君？　いつから、私は貴方の彼女になったのですか？」

　彼女が一歩踏み出した時、軽量なはずの彼女の足から、ズンと重量感のある音が聞こえた気がしてしまう……あ、コレは……怒ってらっしゃる？

「あ、の、すみません……昔の友人の手前、少し調子こきたくなったと言いますか……」

　瞬間、俺は袖を取られた……あ、死んだかも。

　彼女は生粋の柔術家、体格が俺よりも小さいからと言っても投げ飛ばすなど造作もない事……古来よりお調子者から死んで行くホラー映画の常識、最後の最後で自分が体現する事になるとは…………。

　しかし……何時いつまでたっても硬い地面に激突する感触は訪れない。

　代わりに感じたのは右腕全体を包み込む柔らかい感触……。

「……え？」

「……彼女なら……腕くらいは組みますよね？」

　そう言った彼女の表情はまだ見えないけど、唯一見えた耳だけは真っ赤に染まっていた。

　だけどそれ以上に、自分の顔が赤くなっている自信があった。
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　休日家族で買い物に来ていた彼女は、幸運な事に学校外で生徒会長如月キサキと会った。

　眼鏡にラフな私服と意外性はあったが、それでもいつもと変わらぬ氷の如き美しい微笑を浮かべる彼女に、親衛隊を自負する彼女は『絶対零度の女帝』は揺るぎ無いのだと喜んでいた。

　しかし、彼女は帰りの車から田んぼを突っ切る一本道を自転車で走る会長の姿に絶句する。

『なんて……なんて素敵な笑顔……』

　それは学校で一番傍にいた自分たちでも見た事のなかった、最高と思っていた氷の如き微笑を遥はるかに凌りよう駕がする、屈託無く輝かしい笑顔だった。

　そして……その笑顔は隣を併走するたった１人の男に向けられたもので……。







[image: 間章　とある声優からの激励]




「さ～て、お次のメール……いやハガキか、我らが『Ｆ・Ｎフアイナル・ノイズ』ちゃんからいただきましたよ～。実は前回のおハガキの後に君の状況を心配するメールが結構殺到していてね～。紹介するとちょ～っと多いから省くけど、リスナーのみんなも君の動向に注目していたんだよ？」

　そう前置きしてから彼女はマイクに向かってハガキを読み上げ始める。

「ユイ姉こんばんは、はいこんばんは～。先日ですが例の彼と一緒に休日、ユイ姉が声優をしている現在公開中の劇場版を見に行きました……おお、それはありがとうね。お～っと、でもこの展開はもしかして……」

　少し躊躇ためらうような、期待するような気分で続けて読み上げて行く。

「勿もち論ろんユイ姉のありがたいご助言を忘れてはいません。分かった上で一緒に映画館へ行かせていただきました……ふふ、それなら何もいう事ないね」

　姿を見た事も無いのに、まるで成長した妹を見るような気分になるユイ姉だった。

「今回は予約の時、彼のちょっとした手違いがあったようでカップルシートに座る事になってしまいまして……おやおや～これはこれは……」

　ユイ姉は思わずニヤニヤとしてしまう。

　思春期男子の心理を見透かした大人の女性の如く。

「前回のお便りじゃあ紳士君、もしかしたらヘタレ君かな～とも思っていたけど、中々に積極的じゃ～ん彼。うんうん、手違いでカップルシートねぇ～。ベタだね～若いね～良いね～男の子！　こりゃ～もう私の助言なんか要らない段階じゃないかな？」

　ふふふ、と一しきり笑うとユイ姉は一言だけＦ・Ｎに向かって激励をする。

「君の今後の動向、私を含めて番組スタッフ、リスナーたちも応援しているからね。君からのお便り、次の報告を待っているよ!!」







[image: 七章　未来からの贈り物]




　最近朝起きると真っ先に考える、それは『今日はどんな顔で如月きさらぎさんに会おう』である。

　何も無いなら『今日持って行くアニメにどんな反応をするかな？』くらいで、放課後が凄く楽しみなのだが、たまに違う気分の時がある。

　それは未来人が関わった事件の後日、色々と恥ずかしい事をしてしまった後だけに、俺だけじゃなく如月さんも引きずっているっぽかったが、最終的には『あの事には余り触れず、いつも通り接する』という手段が取られていた。

　ただ時とき任とうと三さん千ぜん院いんの時は、手段は過激でもやらされた感があったから、何となく自分の中で誤ご魔ま化かしが出来たが……今回は完全に自分がやらかしてしまった。

　中学のダチについ見み栄えを張って、如月さんの事を彼女だと言ってしまった……今考えてみても恥ずかしさで死ねる！　何故なぜあの時あんな事を言った自分!?

　しかもその場面は如月さんにバッチリ見られていて、その上で彼女は俺が恥をかかないように配慮してくれた……俺なんかの為ために……まさに女神だ。

　数日経たっても思案する時間があればあの日の不祥事が脳裏を掠かすめてどうしようもない。

　くおおお！　どうしよう今日の放課後!?

「何さっきから頭抱えてんの？」

「日ひ向なた殿、寝不足ですか？　昨日の深夜は注目している作品は無かったのでは？」

　俺の様子を心配してくれたのか、サッカー部キャプテンとオタ友の武士（妹モエ）が近寄って来た。

「ちょっと……黒歴史増築中につき、自己嫌悪中……」

　俺の呟つぶやきに武士は痛ましそうな顔になる。

「それは……大変ですな。休日に、自己流ファッションで大型ショッピングセンターにでも行きましたか？」

「ああ、何か指なしのグローブをしたり、バンダナ巻いて首から銀のアクセサリーをやたらとジャラジャラ掛けたりするあれか？」

「それは我々なら一度は通る修羅の道……日向殿は中学時代に終えたはず」

　勝手に別の黒歴史を開示しないで欲しい。

　ショッピングセンターのくだりは合っているけど、他の部分は全く違う。むしろ自分自身だけの黒歴史ならどれ程気持ちが楽か……。

　今日も最新のアニメは外部ハードディスクで持って来ているし、放課後生徒会室に向かうのは決定しているのだが……。

　そんな事を考えてまた唸うなるの繰り返し、すると別のクラスメイトから声がかかった。

「日向～お呼び出しだぞ～」

「……呼び出し!?」

　一瞬、先日『幼おさな馴な染じみ化』していた如月さんを思い出したが、廊下に視線を投げると、そこにいるのは不快感を隠そうともしていない数名の女子。

　あれ？　コイツらって確か親衛隊の、如月さんに付く時任の更に背後にいつもいる連中だけど……どこにも時任がいない？

「ちょっと……一緒に来なさい、日向和なご也や」

　あからさまに高圧的な命令口調、正直無視しても良かったけど、引き下がるとは思えず後々必ず面倒になる気しかしない。

　俺は仕方なく彼女たちに付いて行く事にした。

……連れて来られたのは校舎裏、前に未来人たちが力の証明として如月さんのアレコレを見せてくれた現場の程近く。

　そこに到着すると数人の女子がキツイ目付きで俺を囲み、先頭にいた女子が口を開いた。

「生徒会を辞任して！」

「……はあ？」

　俺は正直何を言われたのか分からなかったが、他の連中も堰せきを切ったように罵り出す。

「アンタみたいな凡人、いえキモオタが如月会長のお傍そばにいるなんて……身の程を弁わきまえないにも程があるわ！」

「そうよ、お前みたいなのが会長と同じ部屋にいると考えるだけでおぞましい!!」

　それはどう考えても嫉妬による一方的な要求だった。

　時任としか付き合いが無いから忘れていたけど、親衛隊の他の連中が俺を嫌悪している事は容易に想像が付く。

　そう言えば先頭のおかっぱ……確かコイツは休日に如月さんと話してた親衛隊Ａだな。

　俺が何も言わないでいると、鬼の如く顔を歪ゆがめて詰め寄ってくる。

「何黙ってんの、返事は!?」

　それは完全に自分が正当で、絶対に従うと思い込んでいる姿だ。

　女子に集団で詰め寄られる……確かにそれは精神的に来るもので、たとえ自分の落ち度が無くても悪いのは自分では無いかと思い込まされてしまう。

　多分……生徒会に入る前だったら、怖くてしょうがなかったろうな。

「時任は？　会計の時任千ち鳥どりはこの事知ってんの？」

　冷静に、若干半笑いで聞いてみると、途端に全員が怯ひるんだ。

　集団でかかれば何も反論されないとでも思っていたらしいな。

「な、なにがよ!?　アンタには関係ないでしょ!!」

　怒鳴って誤魔化そうとする姿に確信する。

　やっぱり時任はこの事を知らない。むしろ今、校舎のどこかで映像を見て慌てているかもな。

「会長が直々に選出した役員、使えなければ換えれば良いが今の所は使えてる、辞めさせる理由も無しに辞任させるのは会長の意思に反する。時任ならそう言ったんじゃないか？」

　俺の予想は大体合っていたみたいで全員が悔しそうに睨にらみ付つけて来る。

　だが、不思議な事に欠片かけらも、塵ちりほども恐怖も罪悪感も感じない。思い通りにならずに泣き喚わめくガキを遠巻きに眺めている気分だ。

　まあ生徒会の面々、特に如月さんに比べれば迫力が足りない。

「何で……アンタなんかに……」

「アンタなんかが傍にいるから、最近会長はおかしくなっちゃったのよ!!」

「そうだ！　絶対零度の女帝、揺るぎ無い美しさを持った人だったのに……お前が生徒会に入ってからあの人は変わってしまった!!」

「そうだ！　変な噂うわさが立つし……」

　しかし、連中が漏らした一言が俺の琴線に触れる。

　オタクは自分への罵倒には慣れているが……『同胞』への、彼女に対しての侮辱は絶対に許せない……万死に値する。

「…………うるせぇな」

「「「!?」」」

　その時、自分でも驚く程低く冷たい声が漏れた。

　それだけで、その程度で連中は途端に口を噤つぐむ……その様子に、俺キモオタが怒気を見せた程度で怯ひるむくらいの覚悟だったのかと、益ます々ますイラついてくる。

「少し自分たちの希望と違うから、気に入らないから辞任しろ？　お前まえ等ら本当にあの娘この何のつもりだ？」

　一歩踏み込むと全員が一歩下がった。

「お前等……あの娘の一体何を知ってるつもりだよ？」
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　それから何も言わなくなった連中を置き去りに教室に戻ろうとすると、何となく予想はしていたけど、スマフォにラインが入っていた。





時任『すまない、昼集まれるか？　裏で』






　裏が意味するのは如月さんを抜いた生徒会メンバーの事、俺は何とも言えない気分で了解の意思を伝えて教室へと戻った。

　そして昼休み、早速生徒会室に行ってみると、既に３人の未来人が集合していた。

　その中で、いつもは下世話な事すら真顔で言う時任が申し訳無さそうに眉を下げている。

　やっぱり別の場所でさっきの光景は見ていたみたいだな。

「すまん、親衛隊の連中が勝手な事を言った」

　その様は完全に失態を犯した兵士が謝罪を述べる姿……いや隊長が部下の失態を謝罪する姿ってのが正しいか？

　やっぱり本職なんだな～と変な所で感心してしまう。

「気にすんなって。あんなのはある程度予想の範はん疇ちゆうだったし」

「本当にすまん……連中には常日頃から親衛隊を自認するならば、私情での行動は厳禁であると厳命していたのだが」

「いや……この場合の親衛隊は兵隊の範疇じゃねーからな？」

　何やら時任の言葉には、親衛隊を近この衛え兵へいとか兵隊の役職名のように捉とらえている節が見え隠れしている……たま～に変なところでズレがあるな。

「さっきの女子の１人はこの前ショッピングセンターで遭遇したのだろう？　どうやらそこで会長と貴君が一緒の場面を目撃、嫉妬したようなのだ」

　時任の言葉には何か違和感がある。

　確かに彼女とは一度遭遇したけど、その時彼女はあくまで『生徒会役員としての仕事』と納得したはずだったのに…………まさか!?　如月さんの趣味がバレた？

　俺は気になって山やま影かげに顔を向けると、彼は首を左右へふった。

「いや、あっちの趣味については露見してないはず。あの時劇場内のクリーチャーには誰一人気が付かれなかったし、何より彼女は劇場に入ってもいない」

　アンドロイドの山影が１００％と宣言する。

　じゃあ……一体何が原因で？

「別に決定的場面が～とは限らないんじゃな～い？」

　俺の疑問に三千院は柔らかい微笑を浮かべた。

「学校で生徒会活動をしている時、２人で自然に会話している時、この前のお出かけだったら歩いている時とか帰り道とか……そんな日常のどこかで彼女が〝羨ましい〟と思える何かを目撃したんじゃないかな～」

「何か……って何だよ？」

　俺が疑問を口にすると、答えたのは山影だった。何故かニヤニヤ笑いで。

「お前が思ってる〝俺だけが知っている如月さん〟って奴全部じゃね？」

「ぐ……」

　心当たりは、確かにある。

　普段は冷静沈着な『絶対零度の女帝』としての姿しか見せていなかった彼女が見せる〝俺だけが知っている姿〟、もしもどこかであの親衛隊Ａが見たとしたら……。

「……確かに、するだろうな嫉妬」

　仮に自分が同じ立場だとしたら、今日の彼女たちと同じように動かなかったか……正直断言は出来ない。そう考えれば少しばかり彼女たちに悪い事をした気にもなって来る。

「やっぱ……俺は生徒会にいない方が良いのかな？」

　俺がボンヤリと口にすると未来人は３人ともギョッとした表情に変わった。

「何でそんな結論になんだよ？」

「だってよ……このままじゃ如月さんに迷惑がかかりそうじゃん？　正直あの連中の物言いは気に食わなかったけど、それでも如月さんの友人には違いないだろうし……。このまま俺がいる事で今までの人間関係が壊れるのも……」

　俺もオープンオタクなんぞに落ち着くまでは色々な人間関係があった。

　勿もち論ろんこの趣味が高じて友人になれた者もいれば、逆に離れて行った連中もいる。

　気の合う友人だと思っていた奴が、翌日から急に別人のようにキモオタと蔑さげすむ……なんて事は今まで何度もあったのだ。

　その事に対して〝それでも良い〟と思っていた俺ですら何も思わなかったとは言えない。

　ましてや如月さんは頑かたくなに隠しておきたいタイプだ……このまま生徒会にいる事で迷惑になるのであれば、それこそ辞任する事も考えなくては。

「いて!?」

　そう思った辺りで額に何か硬い物が当たったような衝撃が走った。

　何事かと見てみると、正面でタクトのような杖つえを構えて不満げに俺を見る三千院の姿。

　この前と違って意識もハッキリしているし、何よりもしっかりと痛い……単純に物理的に突っつかれたようだ。

「おバカ。貴方あなたを誘い入れたのはキサちゃん自身よ？　良い事も悪い事も、それはキサちゃんが決めて責任を持つべき事よ～。君が決めて良い事じゃないわ～」

「そうだぞ今回の件、非は完全に向こうにある。この場合で貴君が生徒会を抜けでもしたら、あの会長が責任を感じるに決まっておろう」

「人知れず格好付けようとして空回ってんなよ、色男」

「ぐ……」

　未来人３人の遠慮の無い言葉が突き刺さる……。

　それは……その通り。俺は彼女に頼まれて了承しただけ……彼女の要請を優先するつもりなら勝手に辞めるとかは単なる自己満足になってしまう……か。

　ぐうの音もでねぇ……さすがは千歳オーバーの魔法使い、伊達だてに年食ってねー。

「な～んか失礼な事考えてそうだから～、もう一発行っとこうか～？」

「スミマセンでした、勘弁して下さい」




　何だかんだ色々な思惑があり、不必要なちょっかいをかけてくる未来人……いや生徒会の仲間たちだけど、そんな奴やつ等らに俺は少なからず友情を感じた……そんな昼の出来事だった。

　しかし俺はこの時、人生最大の過ちを犯していた事に全く気が付いていなかった。

　二次的な要素として言い訳をするなら、責任を感じて塞ぎこんでいた時任が校内の監視をこの瞬間していなかった事、それに自らの装備が日常では犯罪にしか使えないと自覚する紳士な山影が、普段はサーモグラフィやら盗聴やらの機能をオフにしている事などが挙げようと思えば挙げられる。

　だけど未来人たちの『特異点の作るルートを変えられるのは改編者ナビゲーターだけ』という理屈を流用するなら……やはり最大の戦犯は俺しかいない。

　最初の異変は本当に些さ細さいな事だった。

　本日は生徒会活動は無し、放課後俺は張り切って土日中に録とり溜ためたアニメを持って来て、如月さんが来るのを待っていたのだが……幾ら待っても彼女は現れなかった。

　今までも放課後に会えなかった事はあったけど、その時は必ず連絡があったのだが。

　試しに携帯に掛けてみても、電波か電源の都合で繫つながらなかった……。

「今日は何か急用でもあったのか？」

　それからしばらくしても如月さんは現れず、俺は仕方なく物足りない想おもいで帰宅する事にした。

　生徒会室から出る時、ボンヤリと自分がここ最近学校で如月さんと会わなかった日が無かった事に気が付く。

　話すようになって、生徒会に入ってから数ヶ月しか経たっていないのに……放課後に会えなかっただけで……何なのだろうか、この物足りなさは。

　今日は彼女が次回予告で楽しみにしていた奴を３本も持って行ったのに……放課後彼女と語る時間を楽しみにしていたのに……。

　しかし、そんな事を考えつつ校門から出ると……そこには待ち人であった如月さんが夕日に照らされ佇たたずんでいた。

「あれ？　学校にいたんじゃないですか。電話にも出ないから心配して……」

　俺は思わず声を掛けるが彼女はその事には一切の反応を見せず、ただただ表情を動かさずに俺の事を見据えていた。

　初対面以来、２人っきりでは一度も見た事が無かった『絶対零度の女帝』を髣ほう髴ふつさせる冷たく鋭い瞳を湛たたえた表情で。

「日向和也さん、生徒会長如月キサキより貴方に辞令を言い渡します」

　その言葉に俺の心臓を鷲わし摑づかみにされたような想いがした。

「本日付で貴方の副会長の任を解きます。短い間でしたが、ありがとうございました」

「…………え？」

　俺はその瞬間、彼女に何を言われたのか全く理解が出来なかった……いや、理解したく無かったが正しいか。

「え!?　ちょっと待ってよ如月さん？　俺何か失敗でもしましたか!?　そりゃ他の面々に比べて仕事が早いとは言えないけど……」

　そもそも俺は如月さんに頼まれる形で副会長になっていた。

　それなのに、頼んだ本人である彼女から突然そんな事を言い渡される事が信じられないし、そもそも彼女はそんな傍若無人な人間じゃない!!

　しかし如月さんは俺の言葉には一切答えず、踵きびすを返して淡々と言う。

「……貴方は生徒会には不要です。今後生徒会室への出入りも禁じますので……そのつもりでお願いいたします」

　それはつまり……放課後の付き合いも無くなるという事に……。

「ちょっと待ってくれよ如月さん!?」

「…………鍵の返却は後日お願いします。それでは……」

　そう言い残した彼女は一度も振り返る事無く、そのまま去って行く。

　俺はその姿が見えなくなるまで見つめる事しか出来ず、ただただ混乱していた。







「ワケが分からない……」

　自宅に帰り着いてからゴロゴロと転がりつつ、俺は未いまだに混乱の中にいた。

　頼まれて入った生徒会ではあったけど、厄介ではあるが愉快な仲間（未来人）たちともそれなりに楽しくやっていた。

　なのにいきなりの理不尽な解任……もう生徒会室に来るな……と。

　しかし外面を見れば〝頼まれて入ったのに辞めろと言われた〟という凄すごく勝手な如月さんの行動には、俺は一つも憤っていなかった。

　俺にとって一番問題だったのは、今更如月さんに他人行儀にさん付けされた事に尽きた。

　ハッキリ言ってそれが一番ショックだったのだ。

「我ながら……如月さんの存在がでかくなっていたんだな[image: ][image: ]」

　そんな事をモンモンと考えていると、不意にスマフォが鳴り響いた。

　通話の相手は時任……そう言えば連中との連絡はラインでしかした事がなかったな……そんな事を考えながら出てみる。

『日向、貴君は今外出可能か？　可能であれば近所の公園まで来て貰もらいたいのだ』

　開口一番、いつもは冷淡というか平へい坦たんな話し方の時任らしくない切羽詰まった声が聞こえた。

「どうしたってんだよ、そんなに慌てて」

『今、我々は相当マズイ状況に陥っている。このままでは全てが終わってしまう！』

「…………は？」

『未来が最悪の形で変化し始めた！　放置すると全ての未来が潰ついえる!!』

　時任が何を言っているのか、俺には理解出来なかった……いや、余りの言葉の重さに理解したく無かったのかもしれない。

　数十分後、俺は指定された公園に到着していた。

　集合場所が如月さんと２回待ち合わせに使った公園である事に、妙な感慨を感じる。

　そして俺が到着したと同時に、公園の外灯の下に３人の人影が現れる。暗いから少し見え辛づらいけど、シルエットで昼間話した３人である事は間違いない。

「ようお待たせ……何があったってんだ？　未来が……」

　現れた３人に俺は話しかけるが、最後まで言う事が出来なかった。

　３人の、昼休みに会った時とは全く違う姿に息を吞のんでしまい……。

「お……お前まえ等ら……何があったんだ？　その姿は……」

　全員が学校で会った時の制服姿、それは変わらないのに他が違い過ぎる。

　時任はいつもの真顔ではあるが、その顔に火傷やけどや裂傷などの古傷が刻まれていて、それは袖から見える手の甲や足にも及び……全身に古傷が刻まれている事が分かる。

　三千院は炎を表したような紋様が顔半分を覆い、更に瞳が紅あかく光り口元からは牙が覗のぞく……コスプレではない、人外の迫力をかもし出している。

　そして山影は……スケルトン状態で内部の機械が丸見えの、まさにアンドロイドっぽい姿になっている。

　一体、昼休みから数時間の内に何があったんだ!?

「私たちの世界、未来が悪い方に傾き出している……これはその証拠だな」

　時任は自らの古傷を示す。

「機械化世界では全面戦争が10年早まった。そのせいで私の戦争経験は前倒しされた」

「前倒し!?」

「ああ、本来は14歳で軍役に就いた私が、幼少時から戦場に駆り出されて全身に傷を負いながらもエースと呼ばれる機械化歩兵乗りになった……事になるらしい」

「なるらしいって……」

　いつも理路整然と話す彼女にしてみれば随分と曖昧な物言いだ。

　本人も不本意なのだろう、表情を歪ゆがませて頭を抱えている。

「未来が変容し始めた事で私の記憶にも修整がかかり出しているのか、多少曖昧なのだ」

　記憶の修整？　つまりあった事が無かった事に、無かった事があった事になり出しているってのか!?

「魔法世界も１００年前に施された魔界と現世の結界が〝無かった事に〟なってるわ～。魔族に対抗する為ために私は闇の秘術で吸血鬼に堕おちたようね～……憑ひよう依い体にまで影響が出るなんて」

「きゅ、吸血鬼!?」

「魔力向上と引き換えに人として生きられなくなる最後の手段……これを私が使ったとなれば……いよいよ人間は危ういようね～」

　時には暴走すら引き起こす危険のある禁呪らしいが、人類側の強力な戦力たる『千の魔導者サウザント・マギナ』である三千院が吸血鬼に堕ちるのは相当な事らしい。

　ふうと溜ため息いきを吐つく姿は人外の特徴以外はいつもと変わらないように見えるが、それだけに妙な緊張感を感じてしまう。

　つまり２人は未来の悲劇が早まった影響で強くされてしまったと？

　ならば最後の１人はと山影を見ると、スケルトンなのに表情が分かるアンドロイドは左右に首を振って見せた。

「俺は彼女たちとは逆、化け物のせいで俺を製作する時間が削られていっているらしい。おかげでドンドン機能が低下しているんだよ」

　機能低下に伴い、人間への擬態能力が犠牲になったせいで山影はスケルトンのむき出し状態なのだという。

「しかし……何がどうなったってんだ!?　未来が決まるのは如月さんが卒業した後のハズじゃなかったか？　卒業までまだ一年以上もあるし、何よりも俺が関わらなきゃ未来への影響は出ないんじゃ…………あ」

　そこまで自分で口にしてから、俺は放課後如月さんから解任を言い渡された事を思い出した。

「まさか……如月さんの、あのらしくない態度って……」

「そうだ、本日彼女の心理に多大な影響を与える事件があったのだ」

「今日!?　今日なんて俺はろくに如月さんと会えなかった……なのに」

　時任は淡々と言うが、俺はその事実が信じられなかった。

　特異点である如月さんの未来に影響を与える可能性は改編者の俺だけのはず、それは目の前のコイツらが話した事だ。

　俺が今日如月さんに会えたのは放課後の数分だけだったはず、そんな心理に何か与える機会なんて無かったはずなのに……。

「いや日向、関わりはあったんだ……今日」

「……え？」

　時任は俺にとって全く予想外な事実を話し始める。

「昼休み、裏で生徒会室に集合した会合、あの時の会話を会長は廊下で、実に我々にとって都合が悪く、断片的に聞いていたのだ」

　時任は頭を抱えて溜息を吐いた。

「まるで何かに仕向けられたようにな……」





＊






　同日の午前中、生徒会長如月キサキは実に晴れ晴れとした心境で、少々浮かれ気味と言っても過言では無い状態だった。

　それがつい最近友人になり、更に生徒会にまで入ってもらった男子生徒が原因である事は明らかだった。

『今日は和也君、何を持って来てくれたのかな？』

　朝の登校時からすでに放課後を楽しみにするという自分の不真面目さを自覚しつつも、それでもそんな自分すら悪くない。彼女は最近そんな風に考える心の余裕があった。

「何やらご機嫌ですね会長、何か良い事でもありましたか？」

　クラスメイトで生徒会仲間の時任にそう言われて、『人から見ても分かる程だったのか』とキサキは恥ずかしくなった。

「いえ……そんな風に見えます？」

「はい、いつもよりも表情が柔らかいです。絶対零度が瞬間冷凍になったくらいには」

「……それはどんな違いがあるの？　冷たい印象ではどちらも同じ様に聞こえますが」

　多少不満げにキサキが言うと、時任はシレッとして答える。

「絶対零度は言うなれば無差別、しかし瞬間冷凍は限定的。特別の場面では電源をオフに出来るという大きな違いがあります」

「限定で……」

　一瞬意味が分からなかった彼女だったが、心当たりを思い出した瞬間顔を赤らめた。

『時任さん、実は何かに感付いているのでは？』

　キサキの友人の中でも彼女にとって時任は別枠の存在だった。

　他の友人（と思っている）や同級生が自分を尊敬や畏怖の視線で見る中、彼女は口では同じような事を言うものの、態度は同級生の女子に対するものと何ら変わりが無い。

　自分の嗜し好こうが筒抜けである事を知らないキサキは、『時任さんに自分の趣味を隠しているのは申し訳ない』とか思っていたりする。

「生徒会も今の所は順調に機能しているようです。新人も思ったよりも使えるようですし……まあまだまだではありますが」

「お手柔らかにお願いね？」

　それに時任は口では何を言っても、自分が推薦して生徒会に入れた日向を排除しようなどとした事は無い。それどころか〝使えなかったら代わって貰う〟と嘯うそぶきながらも使えるように鍛えようとする。

　そんな彼女をキサキは信頼していたのだ。

　だからこそ、思い込んでいた……時任と行動を共にしている親衛隊ゆうじんたちも同じように新規副会長を見ていてくれていると。

　そんな折、事件は２時間目と３時間目の間の休み時間に起こった。

「あのバカども！」

　普段感情の起伏を見せない時任が、慌てた様子で悪態を吐いて教室を出て行ったのだ。

　どれも普段の彼女からは想像も付かない行動、心配になったキサキは何事なのかと追いかけて……そして親衛隊に説教する姿を目撃した。

「貴様等……自分が何をしたのか分かっているのか？」

　その言葉は静かだがナイフの如ごとく鋭く、キサキは咄とつ嗟さに身を隠した。

『時任さんが怖い……』友人の見慣れない姿にそんな事を思っていると、恐怖しながらも勢いに任せての反論が聞こえて来る。

「何がよ……あんな奴が副会長だなんておかしいじゃない！　如月会長の補佐役なんて大役をあんなキモオタがやるだなんて!!」

「そうよ！　何でアンタが追い出さないのよ、何の為に会長の傍にいるのよ！」

　己の勝手な主張の為に勝手な事を繰り返す女子３人、時任はそんな連中を１人ずつ睨にらんでから口を開いた。

「貴様等、それと同じ事を会長の前でも言えるのか？」

　ゾッと底冷えするような声、決して怒鳴るようなものではないのに、隠れて見ていたキサキの背中にも冷たい物が走った。

　目の前で聞かされた連中はどれ程の恐怖だろうか。

「で、でも……あんな凡人、生徒会に相応ふさわしく……」

「奴は、日向和也は会長に請われて生徒会に加入している。その事を踏まえて、会長に同じ事を言えるのかと聞いている！」

「え、そ、それは……」

「それに、奴は頼まれて入ってくれた側だ。何ゆえ外野からそのような事を言われなくてはならない!?」

　この時任の言葉は親衛隊の３人よりも、むしろキサキの胸に突き刺さった。

　そして大体の状況を把握する……自分の事が原因であの３人は日向に何らかの迷惑を、おそらく〝副会長を辞めろ〟などと詰め寄ったのだと……。

「アイツは自分の意思で入会したワケでもないのに良くやっている。確かに仕事は早くは無いしまだまだ効率は悪いが、着実に成長している。私情で会長の邪魔をしようとする貴様等よりもよっぽど役にたっているぞ」

「アンタは、アンタはそれで良いっての!?　時任さん!!」

　それは時任が自分たち側だと思い込んでいた、如月キサキの傍に誰も寄せつけたくない人間の叫びだった。

　だが、当の本人はアッサリと一緒にするなとばかりに答える。

「当然だ。会長の役に立つ人材、好む人間、それを排除するような者が親衛隊を名乗れるものか偽者共」

　時任に事実を淡々と並べられ、最終的には親衛隊として格の違いすら見せ付けられた事で３人は青くなって俯うつむいてしまった。

「しばし反省しろ、自分たちがどれ程余計な事をしたのかをな……」

　その光景を見ていたキサキはどうして良いのか分からなくなった。

『私のせいで、和也君に迷惑が!?』

　彼女はいても立ってもいられず、昼休みに日向に事情を聞いて、自分のワガママの為に不快な思いをさせた事を謝罪したいと思っていた。

　そして教室に彼の姿が見えなかった事で、彼女は生徒会室へと向かった。

「やっぱ……俺は生徒会にいない方が良いのかな？」

　そして、扉の向こうから聞こえてきたのは一番聞きたくなかった言葉だった。

『和也君が……生徒会を辞めたがっている!?』

　キサキはショックのあまり扉の前に立ち尽くしてしまう。

「だってよ……このままじゃ如月さんに迷惑がかかりそうじゃん？　正直あの連中の物言いは気に食わなかったけど、それでも如月さんの友人には違いないだろうし……。このまま俺がいる事で今までの人間関係が壊れるのも……」

　そしてその理由は、どこまでも自分の事を気遣ってくれているもので、自分のワガママの為に嫌な思いをさせてしまっている事にとてつもない嫌悪感を感じる。

『色々とワガママを聞いてくれて、色々としてもらったにも拘かかわらず、恩を返すどころか嫌な思いをさせてしまっている……なんなのですか私は!!』

　いつの間にか嫌悪の余り涙が止まらなくなる。

　彼女はそのまま、自責の念に押しつぶされる気分で午後の授業を上の空で終えると、そのまま自分がするべき行動を取った。

『優しいあの人の事です。自分から辞めるだなんて絶対に言わない……私から自分勝手に、強制的に……』
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「つまり、俺の言った余計な一言がトリガーになったと……」

「後で会長の行動を追尾検証した結果、おそらくな」

　全身古傷だらけの時任の言葉に、俺は強烈に腹でも切りたくなった……この場に刃物が無かったのは幸運だったのかもしれない。

「ああああ……俺は何だってあの時あんな事を口走ったんだ!?　俺は何一つ気にしてないし、何より如月さんを迷惑だなんて思った事も無いのに!!」

　俺は速攻で誤解を解かなくてはと、如月さんの携帯に掛けてみるが、相変わらず電波か電源の都合で掛からない……ならば家電を……番号しらねええええ!!

「くおおお！　未来云うん々ぬんはともかく、無意識に如月さんを傷付けた昼休み時の自分をぶん殴ってやりてえええ!!」

　テンパッてヘッドバンキングを繰り返す俺の頭を巨大な金属が押さえつける。それは山影の腕が展開したロボットアームだった。

「落ち着けっての……自己嫌悪で他人より先に自分を責めるんだから、似た者同士の会長と副会長だよ、まったく」

「同感だ。しかし気休めを言うようだが、トリガーは確かに貴君だが今回の事は余りにタイミングが良すぎる気がするのだ。親衛隊が嫉妬するのも、会長が都合悪い情報を耳にするのも、貴君が迂う闊かつな一言を述べるタイミングもだ」

「確かにね～。あの会話なら最後まで聞いていたら、未来に影響がある程ショックは受けなかっただろうし～、そもそも生徒会室に入ってくればそれで終わっていた事……なのにキサちゃんはタイミング悪く教室に帰っちゃった」

　時任も三千院もあまりの〝都合の悪さ〟に納得が行かないようだ。

「まるで変えられそうになった時の流れが反発でもしているみたいだよね～」

　前に言った『時の流れその物に意思があるかもしれない』って仮説か。

　しかし正直今はそんな事、どうでも良い。

「このままだったら如月さんはどうなる？　今後彼女はどういう道筋を辿たどるんだよ!?」

　俺の疑問に時任はおなじみの透明なキーボードとディスプレイを虚空に展開して、意味不明な計算式を羅列して行き……顔を歪ゆがめた。

「このままなら……自己嫌悪から不登校、失意の内に転校……直接面会しようとしても出来ない、電話にもメールにも反応しない確率……９割を超えるな」

「きゅ…………」

　この予想があながち外れていないのは未来人たちの現状が物語っているし、何より如月さんは見た目よりも遥はるかに思い込みが激しい。

　このまま俺に迷惑が掛かると思い込まれたら、今後一切彼女に会う事が出来なくなる。

　会えなくなる……あの笑顔が見れなくなる……放課後、俺だけが独占していた生徒会長如月キサキが……。

　嫌だ……それだけは、絶対に嫌だ!!

「冗談じゃないぞ！　俺はまだまだ放課後の生徒会室で如月さんと遊びたいんだ!!」

　我ながらキモイ、ストーカーまっしぐらな発言に３人ともが面食らった顔になったけど、構うものか！　所詮俺はキモオタなんだから、痛いと言われようと電波と罵られようと……。

「電波？」

　俺はこの時自分の脳裏に浮かんだ単語で思い出した事があった。

　父親がＮ○Ｋオンリーで衛星放送不要派、オマケにネットも使えない事でオタとしては過去に取り残されていた残留兵だった如月さんが、唯一のツールとして愛用していた物。

「なあ未来人、本当に、ほんと～に申し訳ないけど、お前等が持っている未来の超技術を超アナログで無駄な使い方をさせて貰もらってもいいかな？」

「「「はあ？」」」

　俺がそう頼むと未来人たちはそれぞれ疑問符を浮かべるが、やって貰いたい事を告げた途端に大笑いし始めた。表情を余り変えない時任でさえ。

　まあ……無理も無いか、連中にしてみれば余りに馬鹿馬鹿しい、技術の無駄遣いだろう。

　火炎放射器で蠟ろう燭そくに火を付けるとか、そんな感じに。

「アハハハハ……なる程、確かに〝今日〟〝その方法〟であるなら、間違いなく会長に伝える事が出来るな、強烈に」

「ふふふ……それにしてもそんな理由で魔法を使わされるのは初めてよ～」

「文面は自分で考えろよ日向。同胞が世界を滅ぼさない為ための感動的な奴をな！」

「それがこの作戦で一番難しい所なんだよ……」

　マジで誰か模範解答でも書いてくれないものか……彼女と明日の放課後も一緒に過ごす為に。
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『今何時なんだろう？』

　失意と自己嫌悪、あらゆる負の感情に任せて帰宅したキサキは帰り着いてからもずっと塞ぎこんでいた。

　夕食も喉を通らず、生まれて初めて仮病を使って食事を拒否したのだ。

　いや仮病とは言えないかも知れない、彼女は帰宅してからずっとベットにうつ伏せになったまま動いていないのだから。

『和也君に合わせる顔が無い』

『自分の配慮が足りなかったせいで和也君に不快な思いをさせた』

　といった自己嫌悪に苛さいなまれ、終しまいには『もう誰とも会いたくない』という想おもいに取とり憑つかれ始めていた。

　そんな時、無音だったはずの彼女の部屋に砂嵐のような音が聞こえ始める。

　その音に馴な染じみのある彼女は、ラジオから聞こえる雑音である事にすぐ気が付く。

『？　私今日ラジオ付けてましたか？』

　そんな事を思っていると、不意に馴染みのある雑音が無くなる。

　まるで地元のラジオ局にバンドを合わせたようなクリアさで。

　そして始まる、いつもなら雑音交じりで聞いている馴染みのあるオープニングと、馴染みのあるパーソナリティの声。




『〈ユイのスターステーション〉一週間のご無沙汰、みんな元気してたかな？　パーソナリティの全人類のお姉さん、アカツキ・ユイです』




　自責の念で沈み込んでいた彼女は毎週雑音の中聞いていた番組名で、今日が何曜日であったかを思い出していた。

　そして同時に普段は電波を求めて部屋の中をウロウロ歩き回りながら聞く番組が、机の上にラジオが置いてあるだけでクリアに聞こえる事実に気が付く。

　こんなに綺き麗れいに聞こえて来るのは雑音リスナーになってから初めての経験だった。

『何でこんな日に……』

　しかし本来なら嬉うれしい出来事のはずなのに、彼女はむしろ溜ため息いきを吐ついてしまう。

　そんな彼女の心境はお構い無しに番組は続いて行く。

　いつもと同じようにリスナーからのメールを中心に、パーソナリティが軽快に答えて行くスタイル……。




『さ～てお次のメールは……お？　コレはもしかして……』




　しかしいつもとは違ってパーソナリティが少し戸惑ったような反応に、キサキは『なんだろう？』と思わず机の上のラジオに視線を向ける。

　ラジオが声だけの媒体だと知っているはずなのに。




『ううん……失礼、ハンドルネーム〈Ｆ・Ｎフアイナル・ノイズの同胞〉さんから頂きました』




　ラジオから聞こえて来たハンドルネームにキサキは仰天して飛び起きた。

　それだけで人物が特定出来るのはこの瞬間、この時代において、彼女しか存在しない。

『何!?　一体何が起きてるの!?』

　普通に考えればメールを送って番組で読まれているだけなのだが、思考力が著しく低下している彼女には意味が分からなかった。

　自分の贔屓ひいきの声優さんが、日向和也のメールを読んでいる事が……。




『ユイ姉様初めましてこんばんは、ハイこんばんは～。本日は相談というワケでは無いのですが、ある方に伝えたい事があったので、宜よろしければ読んでいただきたいと思いメールさせていただきました…………う～ん、真面目なのは良いけどちょっと硬いね～ガチガチだ』

　パーソナリティの苦笑が聞こえる。

『本日の放課後、いつもの場所で待っていましたが、来ないから心配しました。今日は貴女あなたが楽しみにしていた新作を３つ用意していたので非常に残念です』




「……あ!?」

　キサキは今更ながら、今日の放課後について連絡していなかった事を思い出した。

　放課後の集まりが無いなら連絡、あるなら連絡しないという約束が２人の間であったのに。

　彼女は改めて申し訳ない思いでラジオに向かう。




『何やら今日は俺の不用意な発言が原因で貴女には誤解を与えてしまったようで、本当に申し訳ありませんでした……オイオイ、何を言ったのよ……』




「違うんです、和也君は悪くないんです！」

　答えが返ってくるはずも無いのに、咎とがめるような声色に彼女は思わず口走ってしまう。




『確かに俺が入会したのは貴女に頼まれたからです。でも、俺は一度も嫌だと思った事も無ければ迷惑に感じた事もありません。他の仲間も楽しい連中ですし、むしろ毎日が充実しているくらいです』

『何よりも貴女と過ごす時間は、知らなかった貴女の姿や笑顔を見る事が出来て、アニメの話で盛り上がり、時にはストーリーの好みで反発したり……毎日学校へ行くたびに放課後が待ち遠しくて仕方が無い日々です。今更貴女とのそんな時間を失う事は俺には考えられません。来ないと言うのなら、こっちから勝手に迎えに行きます……ほほ～言うじゃない男の子』

　パーソナリティの笑い混じりの突っ込みが入り、そして意図的な優しい口調に変わる。

『また明日、放課後の生徒会室で貴女が来るのをお持ちしております……Ｆ・Ｎ様へ…………聞いてるかなＦ・Ｎちゃん？』




　突然のラジオからの呼び掛けに、Ｆ・Ｎこと如月キサキは一人飛び跳ねてしまう。

　自分が思わずラジオに話しかけても、向こうから呼ばれるなど考えもしなかったから。




『多分この〈同胞さん〉がこの前君が教えてくれたお友達じゃない？　何があったのかは分からないけど、良かったら返事くらいしてあげて。何だったらいつもみたいに番組へおハガキをくれても良いからさ』




　そして理解が及ぶと同時に、湧き上がってくる形容しがたい何かの感情。

　彼女はその感情に従って、おもむろにガラケーを開いた。
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「上手うまく行ったのかな？」

　俺は小型ラジオを片手にホッと一息吐いた。

　聞いていたのはここでは碌ろくに聞こえるはずの無い周波数の番組、なのに現在はありえない程クリアに聞こえて来る。

　少々小高い丘の上、正確には眼下に如月さんの自宅が見える場所に俺たちはいた。

　上から見た如月さんの家はイメージ通り道場に隣接した純和風の家屋で、初見で彼女の家と納得させられてしまった。

　そんな場所で時任はさっきまで透明なキーボードを操作、三千院は直径10メートルはある光の魔法陣を展開させ、山影は全身からメカメカしい機器を突出させて立っていた。

　彼らが何をしていたかと言うと……機械化世界出身の時任が前に教師たちの行動を操作したように、ラジオ番組で俺のメールが読まれるよう電子機器をハッキングして番組スタッフを誘導、魔法世界の三千院が大規模な天候操作の魔法で都市部からのラジオ電波をこっちまで届くようにし、最後にアンドロイドの山影がアンテナとなって受信して如月さんのラジオに送ったのだ。

「やろうと思えばこの時代、国家機密すらハッキング出来る未来技術がココまで無駄な使われ方をされるとは、私でも予想出来なかったな」

　虚空のディスプレイとキーボードを消した時任は、言葉とは裏腹に随分と楽しげだ。

「ふ～……それでも広域の天候魔法は相当な負担になるのよ～。一時間とか無茶ぶり過ぎねぇ～」

　対して三千院は疲労を訴えて不満気味だ。

　瞬間的に効果のある魔法に比べて、広範囲に持続させる魔法は魔力を相当使うから辛つらいんだとか。

「もっとスマートなやり方があったとか、その辺を語るのは無粋って奴だよなぁ」

　ガシャガシャと人型に戻りながら山影は苦笑している。

　まあ、そこは触れないで置こう。ラジオを聞くだけなら、何も電波を届かせる為の天候魔法を使わなくても出来たかな～とか後になって思ったけど……そこに触れると三千院は絶対怒るから。

　もう魔法攻撃を額に受けるのは勘弁だ。

　そんな事を考えていると突然ポケットから着信音が……それは如月さん用に設定したさっきのラジオ番組のオープニング。

　俺は慌ててスマフォを手に取った。

「も、もしもし!?」

　口ごもりながら慌てて出たが、しばらくの間何も聞こえてこない。

　もしかして通じてないのか少し心配になって来るが……。

「…………和也君」

　ようやく聞こえてきたのは紛まぎれも無く如月さんの声……第一声がフルネームさん付けじゃない事にホッとする。

　でもその声はか細く、悲しそうな、申し訳無さそうな感情がアリアリで、電話したのはいいものの何を言って良いのか戸惑っている……そんな心境が手に取るように分かった。

　じゃあそんな彼女に俺は何て言えば良いだろう？

　優しい言葉で返事するのも慰めるのも間違ってないだろうし、気にするなって爽やかに励ますのもアリだろう。

　でもアニオタの同胞として、この場合はこう行きたい。

「どうです如月さん聞きましたかラジオ！　俺初メールだったのに一発で読まれちゃいましたよ、凄すごいでしょ？」

「…………は、はあ？」

「確か如月さん……いやＦ・Ｎ殿が初めてユイ姉にハガキを読んでもらえたのは５通目だったはずですよね？　となれば、これはリスナーとして既に俺はＦ・Ｎ殿を越えたと言っても過言では無いのではないでしょうか？」

　唐突に始まる自慢話に電話の向こうでは戸惑った雰囲気だったが、やがて「クス」と笑う声が聞こえた。

「何を言っているんですか。あんなのハガキ職人として親交を深めていた私がいたからこそ選んで頂けたに過ぎません。リスナー初心者が自うぬ惚ぼれるのは感心しませんよ」

「ほお～言うじゃないですか、ベテランは」

「ふふ……」

「ははは……」

　それから如月さんは笑った……笑ってくれた。

　俺のオタ友としての〝いつも通りの姿〟に、〝いつも通りの如月さん〟を望んでいる事を察してくれたようだ。

　そうだよ……俺にとって如月さんはこうでなくては。

「……ありがとうございました和也君。そして、私のせいで色々と大変ご迷惑とご心配をおかけしました……申し訳ありませんでした」

「お礼なら意を汲くんでくれたユイ姉にして下さいよ。そして謝罪に関しては一つだけにしておいて下さい」

「？　一つだけとは……どういう」

　俺の言葉の意味を正確に理解できないらしく戸惑った声が聞こえる。

　正確には、如月さんにとっては謝罪したい事がありすぎて、どれの事を指しているのか分からないんだろうな。

　そして、多分彼女が今思っている内容はどれも不正解だろう。

「今更誰にキモオタだ生徒会出て行けだ～言われたってな～んにも感じないし気にもしない。先に言えばその程度で今更生徒会を出るつもりもサラサラ無いです。そんな下らない事に対する謝罪は一つもいりません」

「では、一体……」

「謝るってんなら、今日の放課後生徒会室に来なかった事ですよ。今日は初見で語り合おうと思ってたからアニメ３本、まだ見てなかったんですからね」

「え？　そうだったんですか!?」

　電話の向こうから、一際驚いた声が聞こえる。

　この前先に見ていた事で文句を言われた事もあったけど、結局何より彼女と一緒に見たかったってだけなんだよな。

　外野の下らない戯たわ言ごとなど、本当にどうでも良い……なんならこっちが謝罪したい気分だし。

「それは……本当にごめんなさい……」

「まったく……俺は今、如月さんと一緒にアニメを見る為ために学校に行っているようなもんなんですから、貴女が来ないと意味が無いでしょうに」

「はう!?　そそ、そうなんですか!?」

　何か電話の向こうで如月さんが息を吞のんだ気がしたが……何だろう？

　それからしばらく今日の出来事などを中心に話していると、幾らか調子が戻ってきたのか声にいつもの力強さが出始めてくる。

　そして如月さんは突然宣言した。

「和也君、私決めました。このままでいるのはやはり良く無いです。和也君に悪いというのもありますが、何よりも私が納得できません」

「決めたって……何を？」

「明日の全校集会で生徒会の定時報告があります。その時、私は自分の思いと真実を発表しようかと思います」

「…………え？」

　俺は彼女の言葉に息を吞んだ。真実を発表って……それって、まさか!?

「見届けて……頂けますか？」

　覚悟を決めた如月さんの声に……俺もある意味覚悟を決める。

「分かりました。どういう結果になっても、俺はいつも通り放課後の生徒会室で待っていますから」

「ありがとうございます。宜よろしくお願いします」

　静かにそう告げた彼女からの通話はそこで切れた。

　真実の発表、つまり如月さんは明日自分のオタク趣味に関するカミングアウトをするつもりなのだろう。今までの自分のイメージを全て覆す事になったとしても、彼女曰いわく不信任を突きつけられても構わない思いで。

　でも……それは未来的には大丈夫なんだろうか？　確かオタバレにも未来人たちは警戒していたはずだったけど……。

「なあ……今如月さんが……!?」

　俺がそう言って振り返ると、そこには昼休みの時と同じ学生服の三人……古傷だらけじゃない、吸血鬼でもスケルトンでもない生徒会役員たちが立っていた。

「お、お前等……その姿、元に戻って!?」

　時任が手足を確認してから「ふむ」と頷うなずいた。

「おそらく明日のカミングアウトが未来にとっては良い方向に作用するのだろう。私の珠たまの肌が証明してくれている」

　未来にとって良い方向か……でもそれは如月さんにとってはどうなんだろう？　今まで隠して来た彼女にとって、それは苦痛になるんじゃないのか？

「見届けてって言われたなら、見届けてあげるしかないじゃない副会長？」

　俺が思い悩んでいると、すっかり禍まが々まがしい紋様が無くなり瞳の色も元に戻った三千院があっけらかんとした口調で言う。

「いつも通り待っててやるって言ったんだ。黙って見守るしかあるめぇよ」

　すっかりスケルトンから調子の良い男子生徒の姿に戻った山影は、ケタケタ笑いながら意外と正論を吐きやがる。

　まったく……どいつもコイツも……自分たちの思惑通り、厳しくて的確なアドバイスをくれやがる。

「分かってんよ。俺はいつも通り、放課後の生徒会室で彼女が来るのを待ってるだけだ。いつもと同じようにな」

　俺が憮ぶ然ぜんと言うと連中も揃そろってイイ笑顔を浮かべた。

「……ところでよ。何でお前等、俺と如月さんの通話を『直じかに』聞いていたみたいに内容を把握してんだ？」

「ふむ、そんなもの、既に貴君のスマフォは解析ハツキング済みで同期はいつでも可能。手持ちの端末から会話を直接聞く事は余裕で可能で……」

「風の精霊魔法を使えばね～、遠くの小さい音でも精霊さんが運んでくれるの～」

「やろうと思えば俺の高性能な聴覚は地中５００ｍでも音を拾う事が出来るからな。アンドロイドにとって通話内容を拾うなんて朝飯前で……」

「よ～し、そこに並べ貴様等！　徹底的に説教してやらあああ!!」
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　朝方の静せい謐ひつな空気の中、全校生徒が体育館へと集まって来る。

　学年ごとクラスごとに並んで行く中、俺たち生徒会は朝礼の後の活動報告の為に先に体育館に入り、その光景を端から眺めている。

　それはいつもと同じ見慣れた光景なのだが、俺はそんないつも通りの光景をいつもとは違う心境で、緊張して眺めていた。

「もう少しですね。千ち鳥どりさん、まほさん、報告内容はコレで全てなんでしょうか？」

「待って下さい……行事内容から今後の活動予定……あ、部費に関する予算会議の件が抜けています。まほ、資料まとめていたよな？」

「はいは～い、各部活の予算案よね～。ま～だ揉もめてるとこもあるけど～」

「それについては仕方がありません。本番で話し合うしか無さそうですよ」

　そんな俺の心境とは裏腹に、昨夜は本当にこのまま引ひき篭こもって会えなくなる危険すらあったのかと思える程、如月きさらぎさんは元気にテキパキと準備を進めている。

　役員たちと話す姿はまさしく出来る女……まったく、本人よりも俺の方が緊張してどうするんだか。自分が情けなくなってくる。

　今朝登校してから如月さんと会う機会があったけど、たった一日会わなかっただけなのに、物凄く久しぶりに会ったような気がして少し話しかけるのに躊ちゆう躇ちよしてしまった。

　しかし当の如月さんは昨日の事など何も無かったように、『おはようございます和なご也や君。昨日はごめんなさい、勝手に帰ってしまって』と言ってくれた。

　その姿は颯さつ爽そうとしていて格好良く、いつも生徒たちに『絶対零度の女帝』と呼ばれている姿に相応ふさわしい立ち振る舞いだった。

　吹っ切れたようにも見えるが……。

　そんな風に今朝の事を思い出していると、突然背中にパンッと乾いた音が響いた。

「いって……三さん千ぜん院いん？」

「な～に緊張してんの、シャキっとしなさい。脇役がそんなんでどうするの～？」

　三千院はそう言って気合をかけてくれた。

　のんびりした外見なのに、結構体育会系な気合をかけてくるのはいつもこの娘こだな。

　脇役、そう今日の俺は脇役……壇上に上がって全校生徒の目に晒さらされるワケじゃない、下から如月さんの勇姿を見守っていればそれでＯＫなんだ。

　今日の副会長業務はそれだけなんだ。

　自分の事じゃない……如月さんの覚悟を見届ける事だけが俺の役目……。

「やべぇ……胃が痛くなってきた……吐血しそう……」

「自分の事より他人ひと事ごとの方が精神的にキツイとは……難儀な性分であるよな貴君らは」

　無表情の中に呆あきれを含ませて時とき任とうが呟つぶやいた。ほっといてくれ……。




　永遠とも思える校長の退屈な話……しかし全校生徒が眠気を嚙かみ殺ころしてやり過ごす時間は、俺にとってはあっという間に過ぎてしまった気がする。

　ぶっちゃけ聞いてなかったと言うよりも、次の事が気になりすぎて耳に全く入ってこなかったのだ。

　校長が壇上から降りてから、呼び出しを受けた我らが生徒会長如月キサキが壇上に上がっていくと、それまでの眠気を伴う緩んだ空気が一転する。

　ピリッとした冷気に当てられたかの如ごとく、全校生徒全ての視線が壇上の彼女へ向かう。

　相変わらずブレない姿勢で颯爽と歩く姿は美麗、無駄の無いスタイルと整った顔立ちに凛りんとした瞳は力強い意思を湛たたえ、畏敬の念を持たずにはいられない圧倒的な存在感に満ちている。

　壇上に立って一礼する姿は冬の厳しさと刃やいばの鋭さを髣ほう髴ふつさせ、一部の女子生徒を中心に溜ため息いきが漏れた。

「皆さんおはようございます、生徒会長の如月です。本日は今期における行事と生徒会主導による活動予定、そして部活動費に関する予算会議の予定から参ります」

　その声は正に流麗、流れるが如く正確にすんなりと耳に入ってくる。

　それを緊張の面持ちで聞いている生徒もいれば、うっとりと聞き入る生徒もいる。

　ん？　でも頭を下げたまま如月さんと目を合わそうとしない女生徒の姿も……あれは昨日俺に副会長辞任を迫った親衛隊たち？

　いつもならアイドルの声の如く聞き入っているだろうに、後ろめたそうに顔を上げる事が出来ないでいるな。

　アレに関しては最も早はや何も言うまい、俺には何も関係ない連中だからな。

「以上で生徒会からの報告を終わります。　……ところで私事で恐縮なのですが、この場を借りて皆様に謝罪させていただきたい事があります」

　さあ、如月さんにとってはココからが本番だ。

　事前に知っていた生徒会役員おれたち以外は生徒も教師たちも少しザワついた。

　なにしろ突然品行方正で通っていた生徒会長が謝罪と言うのだ、何事かと思うだろう。

　しかし如月さんは動揺せず、臆する事も無く全校生徒に向かい真っ直ぐ見据えて話し出す。

「私は皆様に支持していただく事で今期より生徒会長を務めさせていただいております。その事については皆様に多大な感謝をしており、今後も皆様のご期待に沿うよう生徒会を続けていく所存です」

　如月さんが一息ついた時、体育館からは物音一つしなかった。

　予想外の事に教師たちですら止めようとしない、まさに全校生徒が凍りついたように固まっていた。『絶対零度の女帝』によって。

「私を支持し、ご投票して下さった皆様の中には私が品行方正で礼儀正しく、更には規律を守る絶対的な存在と信じていらした方がいらっしゃったようです。しかし、私はそんな正しく間違いの無い存在ではありません」

　如月さんの発言に再びザワつき始める体育館、皆会長が何を言おうとしているのか判断に苦しんでいる。中には『そんな事はありません、貴女あなたは絶対な人です！』と目で語っている親衛隊の連中もいるけどね。

　いよいよ、如月さんはカミングアウトするつもりらしいな。

　全校生徒のイメージとは違い、自分が隠れオタクであった事を……その瞬間に向けて、自然と拳に力が入る。

　…………ん？　しかし俺は一瞬如月さんが妙な行動をしたのを見逃さなかった。

　なんだろう？　今、全校生徒ではなく、俺に対して挑むような目を向けたような……。

「……私も人目を憚はばからず大声で笑ってしまう事もあれば、感情のままに怒る事だってあります。だらしなく寝そべってテレビを見ながらお菓子を摘つまむ事を最近覚えてしまい……一度でもやってしまうと止める事が中々に難しいです」

　如月さんの話を〝信じられない〟と見つめる輩やからもいるけど、大半の生徒たちからは「へえ～」と同調する声や、とっつき難にくいとしか思っていなかった会長がそんな事をする姿を想像したのか噴出す生徒もいる。

「私を『絶対零度の女帝』と信じてご投票して下さった方々には本当に申し訳ありません。でも、特定の方の前では、私などこのようなモノです。……先日などその方にワガママを言ってしまい、その事で大変な迷惑をおかけしてしまいました」

　その言葉で体育館内のザワつきが一気に高まった。

　え？　っていうか如月さん、貴女は一体何を言っているの？

　自分の隠れオタクをカミングアウトするんじゃなかったの？

　驚きよう愕がくする生徒たちと同じように俺も予想外の展開に動揺を隠せない。

　しかし如月さんはいつも通り、凛りんとした瞳で……頰ほおを染めながらハッキリと言った。




「私には今、とても気になる男性がいます!!」




　一瞬の静寂の後、体育館内が驚愕の叫びで埋め尽くされた。

「まさか！」とか「ウソだろ!?」なんて声がそこかしこから聞こえて来るが……その言葉は俺こそ言いたい。

　如月さんの想定を遥はるかに越える、予想もしていなかった行動に俺は全く動けない、思考出来ない……。ただただ顔が熱い事だけは身を以もって感じる。

　いや、まて、勘違いするな……如月さんは誰とは言っていない。もしかしたら別の……。

「その方は私が苦しい時に一番嬉しい方法で励まして下さいました。私にしか分からないように秘密の名前を使ってまで……」

　秘密の名前……そう言われると逃げようが無い。

「その方の前では、振り向かせる為ために私はどんな姿でも見せるつもりです。皆さんのイメージになかった姿でも、その方が望むのであれば……それこそ生徒会長の権限を行使してでも！」
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　体育館内に広がっていた喧けん騒そうや驚愕の声が大きくなり出し、そこかしこで教師たちの「静かにしなさい」って声が聞こえる。

「こんな自分勝手な私が会長に相応ふさわしくないとお考えなら、遠慮なく不信任を出してください。私はいつでも受けて立ちます！　以上です、ご清聴ありがとうございました!!」

　そしてさすがに壇上にも制止しようとする教師陣が見えた辺りで一礼してマイクを置く。

　止めに入ろうとした教師たちを颯爽とすり抜けて壇上から降りて行く如月さんは、やはり格好良く、その姿に拍手と喝采が起こり始める。

「いいぞ会長！」

「堂々と宣言とはさすがカッコいい!!」

「相手は一体誰なの？」

　そんな中、主に俺のクラスを中心に幾人かのクラスメイトたちの視線が俺に集まっている気がするのは、気のせいでは無いだろう。

　しかし正直今の俺はそんな事を気に掛ける余裕が無い……出来る事なら叫びながら家に帰って部屋の隅でうずくまりたい!!

　余りの恥ずかしさで、今なら全身から核分裂を出来そうな気にもなる。

　そんな俺の状態とは裏腹に、我らが生徒会役員たちはそれぞれ高揚した顔で拍手している。

「さすが我らが如月会長。堂々と不純異性交遊宣言とは……これは私にも予想外だった」

「いいわね～青春だわ～」

「さすがやる事がカッコいいな……死んでる場合じゃねーぞ、特定の誰かさん？」

　カミングアウトが隠れオタクの事だと思い込んでいた俺にとって、これは余りにも突然の不意打ちだった……立ってられない……。







　それから放課後まで、ほぼ記憶が飛んでいる。

　校内では『絶対零度の女帝』の想おもい人が誰なのかという憶測が飛び交っていたが、俺のクラスでは一度三千院のせいで親密な場面を見ているクラスメイトが多数いたせいで、幾らか俺に疑いの目が向いていた気がするが……気にしている余裕は無かった。

　放課後になり本日は業務の無い生徒会室に一人で座っていた。

　俺は世に言うところの〝鈍感系主人公〟って奴を凄すごいと思う、尊敬はしないけど。

　その手の輩であれば如月さんの今日の発言を『そう思われる事で真に隠したいオタク趣味の露見を防ごうとしている』とかで自分自身を納得させるんだろうな……。

　俺には無理、そんな風に気持ちを誤ご魔ま化かす事は不可能。

　自うぬ惚ぼれとかそういう事ではない。

　単純に如月さんの想い人が自分以外の誰かである事が、絶対に嫌だと心の底から思っているから、『そういう事にしたくない』からだ。

　これで現れた如月さんが『あれは全校生徒に対するポーズです』とか『本気にしたんですか？　冗談に決まっています』なんて言ったら……万が一にも『貴方あなたの事ではありませんよ』なんて宣言されてしまった日には……。

「ウオオオオ!?　本気で俺は何を考えているんだ!?　あの如月さんがそんな不誠実な事をするワケがないじゃないか!!」

　朝礼の宣言から考えすぎてワケが分からなくなっている……。

　事ココに至って未来人たちから何一つアドバイスが無かった事も気になる……あんなに余計な入れ知恵をして来た時任や三千院でさえ、「我われ等らは定時連絡があるゆえ、本日は失礼する」とか言って早々に帰ってしまった。

　一体俺はこれから来るはずの如月さんと、どんな顔で会えば良いのだろうか？

　最近放課後のたびに考えている事ではあるけど、今日は飛び切り答えが見つからない。

　そんな風に色々考えていると、メールの着信音が聞こえる……あのラジオのオープニング……如月さんのメールだ。





『これから向かいます。私はいつも通りを心がけて生徒会室に入るつもりでいます。なので和也君もいつもと同じようにお願いします』






　その文面に、完全には無理だけど少しだけ落ち着く。

　そうか、如月さんはいつも通りの放課後を、いつもと同じ俺を希望している。

　気負う事なんて無い、むしろ如月さんはそれを望んでいない。

　なら、俺がするべき事は一つだけだ……いつもの放課後と同じように……。

「お、おおそくなりました……和也君……」

　ノックと共に生徒会室に顔を出した如月さんは、言動カミカミ、凛り々りしいはずの目は泳いでいて、そして耳まで真っ赤。

　恐る恐る、冷静で冷たい視線の女帝とすら言われる彼女が、扉から少しだけ顔を出す姿はまるで小動物のようで…………無理だ！　たまらん!!

　いつも通りなんて無理、いつもより９割り増しで可愛かわいい!!

「如月さん……それのどこがいつも通りなんですか？」

「和也君こそ……いつもと違って……真っ赤です」

　あーそうでしょうよ！　そんな貴女を見せられて平静にいつも通りに出来るワケがあるか！

「さ、さあ今日は昨日の分も含めて目一杯楽しみましょう。今日は何を持って来て下さったのですか？」

　色んな事を誤魔化すように笑う如月さんの顔は、やっぱり『絶対零度の女帝』とは程遠く、他の誰にも見せたくない、独占したいと思う程魅力的で……。

「え……え～そうですね。今日は……」





＊






　放課後の校庭、そこからまだ部屋の電気が消えていない生徒会室を３人の生徒が揃そろって見上げていた。

「ヤレヤレ、なかなか綱渡りだったな……全面戦争が既に起こっている事になってしまった時は肝を冷やしたぞ」

「危なっかしい２人だよな～。特異点と改編者ナビゲーター、あの２人を引き合わせたのは良かったんだか悪かったんだか……」

「それでも～私たちが来た未来に変化を与える事が出来るのはあの２人の関係性だけだし～」

　それぞれの未来からそれぞれの方法で現代に来た３人は、それぞれに溜ため息いきを吐ついていた。

　３人とも、下手をすれば最悪の任務失敗をする所だったのだから当然だが……。

「ここまで来れば、あの２人の関係は確定したと思いたいのだが……どちらも本質的には真面目で奥手であるからな……やはりこれからも高確率のラッキースケベを計画せねば」

「シチュエーションはどうする～？　個人的には禁断の愛的な展開も悪くないかも～」

　時任千鳥は腕を組んで、真面目な表情を全く変えずに唸うなると、三千院まほがフンワリした笑顔で同調する。

　そんな別世界の同胞に山やま影かげ瑞みず樹きは溜息を吐いた。

「少しは放っておいてやれば良いのに……」

「終末世界の抹消が目的の貴君はそれで良いだろう。特異点と改編者が〝仲良し〟であればよいのだからな」

　眼鏡を持ち上げ光らせた時任は、生徒会室を見上げたままのたまう。

「機械化世界の世界情勢、１００年後の世界で優秀な政治家、メカニック、研究者、それ以外にも優秀な人材が現れる度に全面戦争の確率が減少する、その全てが２人の間に生まれた子供、孫たちなのだ。ハッキリとあの２人の子孫が増える度に戦争が減る計算……具体的に最低限６人以上を目指してもらいたいのだが、やはり２人には早々に……」

　三千院も同調して同じ場所を見上げ呟つぶやく。

「最強の魔導師として存在しうる時空の果ての伝承『永遠の新婚魔導師』、魔法世界の究極の存在がいれば魔界の連結なんて起こらないだろうし～。あの２人にはもっとラブラブして貰もらわないとね～」

「…………ご愁傷様」

　ただ一人、山影だけが心の中で手を合わせるのであった。










　あとがき




　今作より初見の皆様、初めまして。そして以前よりお見知り下さっている皆様、お久しぶりでございます。語かたり部べマサユキです。

　今作では初めて『異世界』ではなく『現代』をテーマに書かせていただきましたが、お楽しみ頂けたのなら幸いです。

　既に自分は学生という立場を卒業してから相当の年月を経ていて……どこまで現代の学生として通用するのか甚はなはだ心配ではありますが……。

　主人公のセリフが妙にオッサン臭いなんて事は無いようにしたつもりですが……そんな事を気にする事自体が既にオッサン臭いのでしょうか？




＊ここから若干のネタバレあり、あとがき先読み派の方はご注意下さい。

　今回は『都会から離れた田舎に住むオタク』をヒロインにしましたが、勘の鋭い方ならばお気づきでしょう。『レンタル店をチャリでハシゴ』『雑音リスナー』『アニメ雑誌を見て視聴出来ないアニメに悶もん々もんとする』……これらは全て20～30年前の自分の状況です。

　雑音だらけの放送の中、人気声優さんにハガキを読まれた時の感動、民放の放送局が地元に増えて、チャンネルが一つ増えた時にはどれ程嬉うれしかった事か……。

　関東の親戚の家に行った時、自分の地元ではアニメの放映が一週間遅れだった事を知ったあの日。週刊誌の発売日が１日遅れな事に涙したあの日……。

　まあ、衛星放送やネットが普及した現代では最も早はや共感は得られない事でしょう。

　それはそれで寂しい気持ちにもなりますが……。

　しかし情報化社会の昨今、ヒロイン『如月きさらぎキサキ』を20～30年前の田舎オタクにグレードダウンさせるのは中々に多くの設定や制限を設ける必要がありました。

　家庭環境、学校での振舞い、ありとあらゆる柵しがらみを設けて出来上がったのが彼女というキャラクターでした。

　……制作した自分が言うのも何ですが、見返すとかなり不ふ憫びんな娘こになってしまい……今更ながらなんかスマン如月さん、強く生きてくれ。




　毎度毎度様々な試行錯誤や打ち合わせを繰り返し、作品の制作に協力いただいた担当のＷさん、いつもありがとうございます。

　年明けからこっち、連絡が日付を越えている事がまた増えていますが……アンデッドと化していないか若干心配です。最近太陽を見ていますでしょうか？

　今回初めてとなります風かぜの子こさん、想像以上に愛らしいイラストをありがとうございました。美しいおみ足は最高です！

　最後にこの本をご購読下さいました全ての読者様へ最大の感謝を。

　宮城県仙台市某所で寿司屋を営む兄貴に集たかりに行く前に、好物の蛸たこを仕入れるよう要求しつつ……。





２０１８年　冬　語部マサユキ　　


















　我が校における生徒会最高権力者、如月キサキ生徒会長は全校生徒たちからの畏怖の対象である。

　今日も今日とて、会計の時任千鳥を筆頭にした親衛隊の面々を引き連れて、朝から廊下を威風堂々と歩いている。

　それだけで、生徒たちは恐れおののき道を譲るのだから、その光景はさながら大名行列のようにしか見えない。

　そんな彼女の〝直視すれば永久凍土へ連れて行かれる〟とまで恐れられる瞳が、副生徒会長（おれ）の姿を捉えたようだ。

「おはようございます日向副会長」

「おはようございます会長」

　周囲から露骨に〝なんでこんなのが副会長？〟って空気は感じるが、ただの挨拶なのに如月さんの言葉は冷淡に思える程感情が無く、周囲の空気がピリッと締まる。

　しかし、如月さんの本性を知る俺にとっては今の彼女の言葉が額面通りでは無い事が丸分かりで、簡単に脳内変換されてしまう。

　誰もが直視しようとしない瞳が僅かに揺れた事からも、今の挨拶が『和也君、おはようございます。今日は何を見せてくれるんですか!?』である事がハッキリ分かる。

　色々なしがらみで周囲にはオタクを隠している彼女は、大っぴらに俺とそんな会話をするワケには行かない。

　だからこそ普段はあくまで『生徒会役員同士』としての口調を心がけているのだ。

　放課後一緒に過ごす時以外は……。

「今日は最近会長が懸念されていた学内の問題をまとめた資料を揃えて来ました。本来本日は生徒会が集まる予定はありませんでしたが、放課後に時間を頂きたいのですが」

「……そうですか、本日であれば放課後時間を取る事は可能です。纏めた懸念事項は何件になるのでしょうか？」

　冷静に己の職務を確認する如月さんの姿に、親衛隊や周囲の生徒たちは『生徒会役員の重要な会話』として特別視しているようだった。

　……そんなのではないのだけど。

「……校内の代表的な問題は３件です。特殊な暴力事件、文化部の部活動に関する問題、並びに男女間の風紀について……ですね」

「なるほど、それは大変ですね。本日の放課後だけで時間が足りるのでしょうか？」

「懸念されていた問題事項が３件のみなら時間に余裕があるはずですが、今回新たな問題が上がっております」

　俺の言葉に如月さんの瞳が僅かに見開かれる。

「!?　そうですか……ちなみにどのような事案なのでしょう？」

「会長が数ヶ月前より注意喚起していた己の世界を逸脱した生徒の案件です。すでに３週になっていますので……」

「それはいけません、急ぎませんと手後れになりますね。本日はなるべく早目に生徒会室に来ていただけますか？　副会長」

「分かりました。授業が終わり次第速やかに向かいます」

　俺たちの会話が若干不穏な空気を含んでいたように聞こえたのか、親衛隊を含む周囲の生徒たちが、にわかにザワつく。




「おい、何か今物騒な事を生徒会が言ってなかったか？」

「え？　生徒会って、そんな事にも関わってくるの？」

「暴力事件って……そんなの聞いた事無かったけど」

「いや……あの女帝様の事だ。俺たちのような下々の者には理解出来ない仕事が任されていても不思議じゃない」

「!?　確かにな……」




　何やら妙な不安と期待を煽ってしまっているような……。

　勝手な憶測が飛び交う中、俺たち以外に会話の真意を理解しているのは事情を知る時任だけのようだな。

　無表情なのに微妙に笑いを堪えているようにも見える。

　そんなやり取りを終えて、如月さんが颯爽と去って行くと、途端にクラスメイトたちから俺は取り囲まれた。

「お、おい日向！　一体生徒会は……如月会長はどんな危険な任務をこなしてるんだ!?　お前もその一員なんだよな!?」

「日向殿！　我等は同志であろう。困り事ならば出来る限りは協力する所存だぞ！」

　興味本位、プラス俺の身を案じての発言に俺は苦笑するしかない。

　今の会話を外側だけ聞けば、確かに我が校の裏で大変な事件や問題が起こっているようにも聞こえるだろうが……。

　ちなみに今の会話を脳内で訳すと……。




『今日は如月さんが毎週見ている学園物を持って来たよ。今日は生徒会無いから放課後時間ありますよね？』

『勿論です！　今日は何本のアニメを持って来てくれたんですか？』

『異能バトルと部活物とラブコメの３つですよ』

『それは大変です。時間は足りるでしょうか？』

『それだけなら余裕だけど、今日は新作を持って来たんですよね～』

『そうなんですか!?　ちなみに何を……』

『如月さんが前から見たがっていた異世界転移した高校生のヤツ、すでに３週分溜まっているからどうする？』

『大変、急いで見ないと乗り遅れてしまいます！　今日はなるべく早く生徒会室に来て下さい和也君！』

『ハイハイ、授業が終わったらすぐに行きますよ』




　とまあ……こんなどうでもいい内容なのだ。

　しかし、緊張の面持ちで俺を見ているクラスメイトたちに真実を伝えるワケには行かないな。

　俺は極力真面目な表情を取り繕って、ただ一言言った。

「すまんな……生徒会の極秘事項なんだ」
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